
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
や
リ
ー
ス
契
約
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
信
用
供
与
取
引
に
お
い
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
割
賦
販
売
業
者
や
リ
ー
ス
会
社
に
割

賦
代
金
や
リ
ー
ス
代
金
を
あ
る
程
度
継
続
的
に
支
払
う
こ
と
と
な
る
か
ら
、
割
賦
販
売
業
者
や
リ
ー
ス
会
社
は
ユ
ー
ザ
ー
の
知
人
、
親
類
、

従
業
員
な
ど
を
ユ
ー
ザ
ー
の
連
帯
保
証
人
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
要
求
し
、
そ
れ
ら
の
者
と
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、

ユ
ー
ザ
ー
が
現
実
に
目
的
物
の
引
渡
を
受
け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
空
リ
ー
ス
の
場
合
に
は
、
割
賦
販
売

業
者
や
リ
ー
ス
会
社
は
目
的
物
を
物
的
担
保
と
し
て
資
金
の
回
収
が
で
き
な
い
た
め
、
人
的
担
保
た
る
連
帯
保
証
人
に
請
求
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
連
帯
保
証
人
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
目
的
物
の
引
渡
し
を
受
け
て
正
当
に
使
用
収
益
で
き
る
よ
う
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
の
で

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

は

じ

め

に

野高

口
―
四
五

森

八

大四

作郎

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

最
高
裁
平
成
―
四
年
七
月
―
一
日
第
一
小
法
廷
判
決
を
中
心
に
し
て

（九
0
1―
-
）



（
例
え
ば
買
主
）

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
）
が
B
に
代
わ
っ
て

A

（
例
え
ば
売
主
）

に
支
払
う
」
と
、
債

あ
り
、

第
五
三
巻
四
•
五
号

（九
0
四）

し
か
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
リ
ー
ス
契
約
と
連
帯
保
証
契
約
は
同
一
書
面
を
用
い
て
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
連
帯
保
証
人
は

主
た
る
債
務
が
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
空
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
民
法
九
五
条
に
い
う
要
素
の
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
支

最
高
裁
平
成
―
四
年
七
月
―
一
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
判
例
時
報
一
八

0
五
号
五
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
―

1
0
九
号
―
二
九
頁
、
金

融
法
務
事
情
一
六
六
七
号
九

0
頁）

は
、
保
証
契
約
は
、
特
定
の
主
債
務
を
保
証
す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
は
、
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
債
務
が
立
替
払
契
約
上
の
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
商
品
の
売
買
契

約
の
成
立
が
立
替
払
契
約
の
前
提
と
な
る
か
ら
、
商
品
売
買
契
約
の
成
否
は
、
原
則
と
し
て
、
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
保
証
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
意
思
表
示
に
は
法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
っ

い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
の
連
帯
保
証
人
の
意
思
表
示
に
要
素
の
錯
誤
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
動
機
の
錯

誤
論
と
の
関
連
性
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
リ
ー
ス
契
約
の
特
殊
性
、
保
証
契
約
の
性
質
が
複
雑
に
絡
ん
だ
問
題
で
あ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
リ
ー

ス
契
約
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
保
証
契
約
の
本
質
的
効
果
意
思
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
空
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
の
場
合
の
み
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
我
々
の
見
解
で
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
そ
の
実
質
に
お
い
て
立
替
払
契
約
で
あ
る
場

合
、
立
替
払
契
約
に
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
C
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
す
な
わ
ち
「
A
B
間
の
一
定
の
契
約
か
ら
生
ず
る

B

の
負
担
す
る
一
定
額
の
債
務
を
C

務
者
B
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
す
な
わ
ち
「
C
が
立
替
え
て
支
払
っ
た
債
務
額
（
例
え
ば
売
買
代
金
額
）

一
定
期
間
に
分
割
し
て

C
に
支
払
う
」

と
一
定
利
率
の
利
息
を

の
本
質
的
意
思
表
示
の
合
致
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
法
律
行
為
の
本
質
的
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
、

た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

払
い
を
拒
絶
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

関
法

―
四
六



人
の
錯
誤
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

応
有
効
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

―
四
七

原
因
契
約
が
売
買
な
ら
、
原
因
契
約
た
る
売
買
契
約
に
お
け
る
売
買
目
的
物
が
現
実
に
引
渡
さ
れ
る
か
否
か
は
立
替
払
契
約
の
法
律
行
為

の
本
質
的
部
分
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
点
で
問
題
と
な
ら
な
い
。
即
ち
、
売
買
契
約
が
一
応
形
式
的
で
あ
れ
成
立
し
て
い
れ

ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
実
は
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
っ
た
場
合
に
も
本
質
的
効
果
意
思
の
合
致
は
あ
っ
た
も
の
と
し
て
立
替
払
契
約
は
一

思
の
内
容
、
す
な
わ
ち
「
主
た
る
債
務
者
B
が
債
権
者
C
に
対
し
て
負
担
す
る
一
定
額
の
債
務
金
額
を
D
が
保
証
す
る
」
と
債
権
者
C
の

こ
れ
に
対
す
る
承
諾
で
あ
る
と
考
え
た
う
え
で
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
お
け
る
保
証
で
は
、
保
証
契
約
当
事
者

(
C
と
D
)
間
で
、

B
間
の
売
買
の
有
効
な
存
在
と
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
債
務
を

D
が
B
に
代
わ
っ
て
弁
済
す
る

は
常
に
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

(
C
と
D
)

一
方
、
保
証
契
約
と
い
う
法
律
行
為
の
本
質
的
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
の
本
質
的
効
果
意

（
保
証
す
る
）
こ
と
を
一
括
書
類
等
で
通
常

し
た
が
っ
て
本
質
的
効
果
意
思
は
合
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
保
証
契
約
に
際
し
て
両
当
事
者

と
も
主
た
る
債
務
で
あ
る
立
替
払
契
約
が
目
的
物
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
正
当
な
契
約
で
あ
る
と
の
前
提
で
契
約
が
締
結
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
前
提
が
欠
け
て
い
る
以
上
保
証
契
約
は
「
前
提
」
の
欠
如
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
来
の
動
機

錯
誤
の
判
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
最
高
裁
平
成
―
四
年
七
月
―
一
日
第
一
小
法
廷
判
決
の
論
理
構
成
と
は
若
干
異
な
る
。
な

お
、
保
証
契
約
と
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
他
に
保
証
人
が
い
る
こ
と
を
信
じ
て
保
証
を
行
っ
た
場
合
や
主
債
務
者
の
信
用
に
関
す
る
錯
誤
、

保
証
限
度
額
に
関
す
る
錯
誤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
本
論
文
は
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空

l
J
I

ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
に
関
す
る
判
例
の
検
討

A 

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
に
関
す
る
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
【
1

】
大
阪
高
判
昭
和

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（九
0
五）



誤
無
効
肯
定

【

l
】

第
五
三
巻
四
・
五
号

五
六
年
一

0
月
二
九
日
が
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
関
し
て
錯
誤
無
効
を
肯
定
し
た
後
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
空
リ
ー
ス
契
約
と
も
に
ほ

ぼ
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
錯
誤
無
効
を
否
定
す
る
判
決
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
関
し
て
、
【
8
】
最

判
平
成
八
年
―
一
月
―
二
日
の
原
審
で
あ
る
【
8
I
2
一
広
島
高
判
平
成
五
年
六
月
―
一
日
が
錯
誤
無
効
を
肯
定
し
、
最
高
裁
も
こ
の
原

審
判
断
を
是
認
し
た
。
続
い
て
、
【
9
】
仙
台
地
判
平
成
八
年
二
月
二
八
日
も
同
じ
く
空
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
、
錯
誤
無
効
を
肯
定
し

た
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
決
が
公
刊
未
登
載
だ
っ
た
た
め
か
不
明
で
あ
る
が
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
関
す
る
【
1
0
,
1
】
東
京
地
判
平

成
一

0
年
三
月
二
三
日
と
控
訴
審
の

そ
し
て
、

【
1
0
|
2
】
東
京
高
判
平
成
―
一
年
二
月
九
日
が
続
い
て
錯
誤
無
効
を
否
定
す
る
判
決
を
下
し
た
。

つ
い
に
最
高
裁
が
【
1
0
】
平
成
―
四
年
七
月
―
一
日
判
決
に
よ
っ
て
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
お
け
る
錯
誤
無
効
を
肯
定
し
、
先

の
判
決
と
あ
い
ま
っ
て
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
錯
誤
無
効
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
。
以
下
判
例
を
年
代
順
に
紹
介

し
な
が
ら
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
く
。
な
お
、
【
1
0
,
2
】
東
京
高
判
平
成
―
一
年
二
月
九
日
の
後
、

買
契
約
自
体
が
架
空
の
契
約
で
あ
っ
た
場
合
の
割
賦
販
売
契
約
に
関
す
る
連
帯
保
証
の
事
案
に
つ
き
錯
誤
を
肯
定
し
た
【
1
1
】
福
島
地
裁

会
津
若
松
支
部
判
平
成
―
二
年
七
月
二
七
日
が
あ
り
、
売
買
契
約
は
存
在
し
た
が
目
的
物
の
現
実
の
引
渡
が
な
か
っ
た
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
の
場
合
と
は
異
な
る
が
、
判
旨
が
参
考
と
な
る
の
で
参
考
判
例
と
し
て
最
後
に
あ
げ
て
お
く
。

関
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
つ
き
、
売

大
阪
高
判
昭
和
五
六
年
一

0
月
二
九
日
「
サ
ン
ヨ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
割
賦
販
売
事
件
」
（
貸
金
請
求
控
訴
事
件
、
大
阪
高
裁
昭
五
五

（
ネ
）
一
三
三
六
号
、
原
判
決
一
部
取
消
、
請
求
棄
却
、
判
例
時
報
一

0
三
七
号
一
―
八
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
六

0
号
一

0
二
頁
）
錯

―
四
八
（
九
〇
六
）



社
が
、
三
洋
電
機
製
品
の
取
扱
店
で
設
備
工
事
も
行
な
う
A
に
対
し
て
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
代
金
三
六

0
万
円
で
割
賦
購
入
す
る
旨

の
申
込
を
行
い
、

取
っ
て
三
洋
電
機
の
系
列
会
社
間
の
み
で
通
用
す
る
支
払
券
を
も
っ
て

A
に
代
金
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
申
込
を
承
諾
し
た

A
か
ら
B
に
商
品
が
引
き
渡
し
さ
れ
な
い
こ
と
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
）
。

X
と
B
と
の
間
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
人
契
約
を
締
結
す
る
際
、

サ
ン
ヨ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
に
代
金
額
、
支
払
方
法
が
記
人
さ
れ
た
が
、

諾
を
得
て
そ
の
署
名
押
印
を
得
る
と
の
こ
と
で
契
約
書
を
預
か
っ
た
。
そ
の
際
、
本
件
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
に
つ
き
公
正
証
書
を
作

成
す
る
こ
と
の
話
し
合
い
も
で
き
、
後
日
B
か
ら
そ
の
作
成
に
必
要
な
委
任
状
や
印
鑑
証
明
書
を
X
に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

B
の

入
し
て
据
付
け
る
、
間
違
い
な
く
手
形
で
決
済
す
る
か
ら
安
心
し
て
保
証
し
て
も
ら
い
た
い
旨
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ

B
代
表
者
は
「
空
売
り
」
の
事
情
を
明
か
す
と
保
証
を
得
ら
れ
な
い
懸
念
が
あ
る
と
し
て
事
情
を
一
切
明
か
さ
な
か
っ
た
。
）
、

が
い
う
と
お
り
実
際
に
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
月
賦
で
購
人
す
る
も
の
と
信
じ
て
同
契
約
書
に

B
の
た
め
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と
を

承
諾
し
て
記
名
押
印
を
了
し
た
。
そ
こ
で
、

六
通
及
び
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
委
任
状
、
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書
等
が
X
に
届
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
契
約
書
の
契

約
条
項
に
よ
れ
ば
、
商
品
で
あ
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
の
手
続
完
了
後
直
ち
に
引
渡
す
（
但
し
、
そ
の
所
有

権
は
割
賦
金
を
完
済
す
る
ま
で
は
X
に
保
留
さ
れ
る
）
約
束
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

代
表
者
は
燃
料
関
係
の
買
入
先
で
あ
る
Y

x
 

【
事
実
の
概
要
】

（
原
告
・
被
控
訴
人
）

は
、
三
洋
電
機
昧
の
系
列
下
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
月
賦
販
売
会
社
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
営
む
B

A
は
直
ち
に

X
に
そ
の
旨
通
知
し
、

X
は
B
の
代
表
者
と
面
接
し
た
後
、
本
件
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を

A
か
ら
買
い

（
被
告
・
控
訴
人
）

―
四
九

B
に
お
い
て

B
の
連
帯
保
証
人
に
予
定
し
て
い
る
者
の
承

に
対
し
前
記
契
約
書
を
示
し
て
本
件
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
月
賦
で
購

（九
0
七）

（
な
お
、
そ
の
際

Y
も
B

B
代
表
者
が
作
成
し
た
契
約
書
の
ほ
か
割
賦
代
金
支
払
の
た
め
の

B
振
出
の
約
束
手
形
三

A
と
B
は
B
の
新
店
舗
開
設
の
た
め
の
資
金
調
達

(
X
に
は
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（九
0
八）

二
番
は

X
の

と
し
て
本
件
契
約
を
行
な
う
こ
と
を
結
託
し
て

A
は
か
ね
て
の
打
合
せ
ど
お
り
に

B
に
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
引
渡
さ
ず
、
頭
金
六
〇

万
円
も
A
と
の
打
合
せ
ど
お
り
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

X
は
商
品
代
金
三
六

0
万
円
の
う
ち
頭
金
六

0
万
円
を
除
い
た
三

0
0
万
円
を

支
払
券
で

A
に
支
払
い
、

A
は
B
に
同
額
を
新
店
舗
の
保
証
金
に
あ
て
て

A
が
新
店
舗
の
改
造
工
事
を
施
行
し
た
。
そ
の
後
B
が
割
賦

金
の
支
払
に
つ
き
約
束
手
形
の
不
渡
り
を
出
し
た
の
で

X
が
連
帯
保
証
人

Y
に
対
し
て
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
し
た
。

請
求
認
容
。

Y
は
、
①

B

X
間
の
売
買
契
約
と
別
個
に
代
金
融
資
の
た
め
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
の
実
質
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
い

と
し
、
②
主
た
る
債
務
者
で
あ
る

B
の
売
買
契
約
が
双
務
契
約
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
目
的
物
引
渡
不
存
在
ゆ
え
の
代
金
支
払
拒
絶

の
抗
弁
の
援
用
、
債
権
者
代
位
権
に
基
づ
く
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
の
約
定
違
反
及
び
債
務
不
履
行
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
の
意
思

表
示
、
③

X
A
B
の
通
謀
虚
偽
表
示
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
の
無
効
に
伴
う
連
帯
保
証
契
約
の
無
効
、
④

Y
は
B
が
本
件
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
現
実
に
購
入
す
る
も
の
と
誤
信
し
て
連
帯
保
証
し
た
も
の
で
、
右
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
売
買
が
商
品
の
引
渡
の

な
い
い
わ
ゆ
る
「
空
売
り
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
所
詮
連
帯
保
証
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
表
示
の
重
要
な
部
分

に
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

X
は
、
①
に
関
し
て
直
接
売
買
す
る
契
約
に
な
っ
て
い
る
が
実
質
は
購
入

資
金
の
金
融
面
の
助
力
を
行
な
う
い
わ
ゆ
る
「
つ
け
売
買
」
と
同
じ
で
あ
り
、
す
で
に
小
売
代
行
店
の

A
に
支
払
っ
て
い
る
、
②
に
関

し
て

Y
は
B
に
債
権
を
有
し
な
い
か
ら
債
権
者
代
位
権
に
よ
る
契
約
解
除
は
な
し
え
な
い
、
③
に
関
し
て

X
は
通
謀
し
て
い
な
い
し
、

空
売
り
の
事
実
も
知
ら
な
い
か
ら
虚
偽
表
示
は
成
立
し
な
い
、
④
に
関
し
て

Y
は
B
の
近
隣
に
居
住
し
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
設
置
確

認
は
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
反
論
し
た
ほ
か
、
通
謀
し
た
空
売
り
の
場
合
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
か
ら
長
期

期
間
を
経
過
し
た
後
、
引
渡
が
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
信
義
則
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。

関
法

一
五
〇



【
判
決
要
旨
】

認
定
事
実
か
ら
、
「
前
記
割
賦
販
売
の
目
的
物
で
あ
る
本
件
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
は
、
本
件
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
の
手
続
完
了
後

直
ち
に
引
渡
す
約
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
示
の
と
お
り
で
あ
る
と
こ
ろ
、
売
主
で
あ
る

X
の
右
商
品
の
引
渡
義
務
は
、
右
割
賦
販

売
に
お
い
て
買
主
で
あ
る

B
が
負
担
す
る
代
金
支
払
義
務
と
本
来
対
価
関
係
に
立
つ
売
主
の
右
商
品
の
所
有
権
移
転
義
務
に
基
づ
く
も

の
で
あ
っ
て

（
本
件
に
お
い
て
は
前
記
の
よ
う
に
代
金
が
月
賦
払
い
の
関
係
で
、
代
金
完
済
ま
で
所
有
権
が
売
主
に
留
保
さ
れ
る
も
の

の
所
有
権
移
転
前
に
引
渡
義
務
を
負
う
が
）
、
右
割
賦
販
売
契
約
の
内
容
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
し
て
、
こ
の
種
売
買
に
お
い
て
は
そ
の
目
的
物
た
る
商
品
の
引
渡
し
が
な
さ
れ
る
の
が
取
引
の
常
態
で
あ
り
、
右
買
主
で
あ
る

B
の
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
し
た
控
訴
人

Y
と
し
て
も
…
…
本
件
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
引
渡
し
が
間
違
い
な
く
行
わ
れ
る
も
の

と
信
じ
、
こ
の
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
右
の
連
帯
保
証
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
…
…
「
か
ら
売
り
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば、

Y
と
し
て
は
現
実
に
右
商
品
の
引
渡
し
が
行
な
わ
れ
る
通
常
の
売
買
契
約
上
の
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
す
る
意
思
で
し
た
の

に
、
そ
の
実
は
、
右
「
か
ら
売
り
」
の
企
図
す
る
右
商
品
の
引
渡
の
な
い
、

た
結
果
と
も
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て

Y
と
し
て
は
、
結
局
右
連
帯
保
証
契
約
に
お
け
る
表
示
上
の
効
果
意
思
と
内
心
的

効
果
意
思
と
が
一
致
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る
錯
誤
に
基
づ
い
て
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
し
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
右
錯
誤

は
、
右
連
帯
保
証
契
約
に
お
い
て
も
、
そ
の
契
約
内
容
と
し
て
表
示
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
連
帯
保
証
人

た
る

Y
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
主
債
務
の
態
様
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

入
契
約
が
通
常
の
取
引
形
態
で
あ
る
商
品
の
引
渡
の
あ
る
現
実
の
売
買
で
あ
る
こ
と
が
右
連
帯
保
証
を
す
る
に
つ
い
て
の
重
要
な
内
容

に
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
点
に
錯
誤
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
五

い
わ
ば
無
担
保
の
融
資
金
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
し

Y
の
み
な
ら
ず
、

い
い
か
え
れ
ば
本
件
ク
レ
ジ
ッ
ト
購

（九
0
九）

一
般
の
人
で
も
連
帯
保
証
ま
で
し
な
か
っ
た
で
あ
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号

た
場
合
に
当
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

（
民
集
―
二
巻
九
号
一
四
九
二
頁
、

（九一

O
)

（
判
時

い
わ
ゆ
る
特
選

ろ
う
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
右
錯
誤
は
法
律
行
為
の
縁
由
な
い
し
動
機
の
錯
誤
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
っ

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
無
効
を
認
め
た
お
そ
ら
く
初
め
て
の
判
例
で
あ
り
、
動
機
の
錯
誤
に
つ
い
て
も

か
な
り
詳
細
か
つ
緻
密
な
理
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
本
判
決
に
つ
い
て
は
特
に
詳
細
に
以
下
検
討
す
る
。

本
判
決
は
ま
ず
、
「
本
件
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
自
体
と
し
て
み
れ
ば
、
右
の
と
お
り
、
単
に

X
を
売
主
、

の
月
賦
販
売
契
約
が
成
立
し
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
の
中
に
、
右
月
賦
販
売
契
約
と
は
別
個
に
右
両
者
間
に

前
記
代
金
に
つ
い
て
の
融
資
契
約
関
係
が
包
含
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
到
底
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
判
示
し
、

入
契
約
が
X

B
間
の
融
資
目
的
の
契
約
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
、
他
の
錯
誤
無
効
否
定
判
決
と
一
線
を
画
し
て
い

る
。
本
件
の
場
合
、

関
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
売
買
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
売
主
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、

上
売
買
契
約
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
売
買
契
約
と
密
接
不
可
分
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

も
売
買
契
約
の
買
主
の
保
証
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

判
例
に
沿
っ
て
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
最
判
昭
和
三
三
年
六
月
一
四
日

金
菊
印
苺
ジ
ャ
ム
事
件
）

B
を
買
主
と
す
る
右
商
品

ク
レ
ジ
ッ
ト
購

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
が
実
質

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
人
契
約
の
保
証

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
X
お
よ
び
連
帯
保
証
人

Y
が
商
品
引
渡
の
な
い
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
動
機
錯
誤
に
関
す
る

は
、
売
掛
金
代
金
請
求
訴
訟
に
お
い
て
乙
が
債
務
の
存
在
を
認
め
、
甲
が
仮
差
押
中
の
乙
所
有
の
ジ
ャ
ム
を
代

物
弁
済
す
る
裁
判
上
の
和
解
が
当
事
者
間
で
特
撰
金
菊
印
苺
ジ
ャ
ム
で
あ
る
こ
と
を
「
前
提
」
と
し
て
、
成
立
し
た
と
こ
ろ
、
り
ん
ご
な

ど
の
混
じ
っ
た
粗
悪
品
で
あ
っ
た
事
案
に
つ
き
、
要
素
の
錯
誤
を
認
め
た
判
決
で
あ
り
、
ま
た
、
最
判
平
成
元
年
九
月
一
四
日

一
五



三
三
六
号
九
三
頁
、
東
京
高
判
昭
和
六
0
年
九
月
一
八
日
判
時
―
―
六
七
号
三
三
頁
も
ほ
ぼ
同
様
の
事
案
、
た
だ
し
結
論
は
逆
）
は
、
協

議
離
婚
に
伴
い
夫
が
自
己
の
不
動
産
全
部
を
妻
に
譲
渡
す
る
と
い
う
財
産
分
与
契
約
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
財
産
分
与
に
あ
た
り
財
産
分

与
者
に
予
想
も
し
な
か
っ
た
高
額
の
譲
渡
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
後
に
判
明
し
た
事
案
に
つ
き
、
「
意
思
表
示
の
動
機
の
錯
誤
が

法
律
行
為
の
要
素
の
錯
誤
と
し
て
そ
の
無
効
を
き
た
す
た
め
に
は
、
そ
の
動
機
が
相
手
方
に
表
示
さ
れ
て
法
律
行
為
の
内
容
と
な
り
、
も

し
錯
誤
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
表
意
者
が
そ
の
意
思
表
示
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
こ
ろ
、

右
動
機
が
黙
不
的
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
法
律
行
為
の
内
容
と
な
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
し

た
が
っ
て
、
前
示
事
実
関
係
か
ら
す
る
と
、
本
件
財
産
分
与
契
約
の
際
、
少
な
く
と
も
X
に
お
い
て
右
の
点
を
誤
解
し
て
い
た
も
の
と
い

う
ほ
か
な
い
が
、

X
は
、
そ
の
際
、
財
産
分
与
を
受
け
る

Y
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
こ
れ
を
気
遣
う
発
言
を
し
た
と
い
う
の
で

あ
り
、
記
録
に
よ
れ
ぱ
‘

Y
も
自
己
に
課
税
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

X
に
お
い
て
、
右
財
産

分
与
に
伴
う
課
税
の
点
を
重
視
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
他
に
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
自
己
に
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提

と
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
黙
示
的
に
は
表
示
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
前
示
の
と
お
り
、
本
件
財
産
分
与
契
約
の
目

的
物
は
X
ら
が
居
住
し
て
い
た
本
件
建
物
を
含
む
本
件
不
動
産
の
全
部
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
課
税
も
極
め
て
高
額
に
の
ぼ
る
か
ら
、

X

と
す
れ
ば
、
前
示
の
錯
誤
が
な
け
れ
ば
本
件
財
産
分
与
契
約
の
意
思
表
示
を
し
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
ペ

き
で
あ
る
。

X
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
両
者
間
で
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
の
事
実
も
、

X
に
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
示
的
に
表
示
さ

れ
な
か
っ
た
と
の
趣
旨
に
解
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
直
ち
に
右
判
断
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
判
示
し
た
判
決
で
あ
る
。

後
者
の
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
「
財
産
分
与
に
伴
う
課
税
の
点
を
重
視
し
た
」
、
「
自
己
に
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と

し
」
、
「
黙
示
的
に
表
示
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
絵
画
の
真
筆
性
に
関
す
る
錯
誤
の
判
例
で
あ
る
最
判
昭
和
四
五
年
三
月
二
六
日

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
五
三

（
九
―
-
）



第
五
三
巻
四
•
五
号

一
方
被
控
訴
人
代
表
者
は
、
こ
れ
ら
の
控
訴
人
の
言
動
を
真
作
で
あ

タ一

0
二
四
号
二
三
四
頁
）
「
堂
本
印
象
事
件
」
、
東
京
地
判
平
成
―
四
年
三
月
八
日

（九――-）

（
民
集
二
四
巻
三
号
一
五
一
頁
、
判
時
五
八
九
号
四
四
頁
）
「
藤
島
武
ニ
・
古
賀
春
江
事
件
」
、
東
京
高
判
平
成
一

0
年
九
月
二
八
日『ガ

ニ
メ

デ
ス
の
略
奪
』
事
件
」
な
ど
で
も
、
絵
画
等
が
真
作
で
あ
る
と
の
表
示
を
信
じ
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
買
受
け
の
意
思
表
示
を
し
た
の
で

あ
る
か
ら
真
作
で
あ
る
こ
と
は
売
買
契
約
の
要
素
と
な
っ
て
い
た
と
判
決
し
て
い
る
。
堂
本
印
象
事
件
で
は
、
「
本
件
の
具
体
的
交
渉
の

場
に
お
い
て
は
、
控
訴
人
の
し
た
本
件
画
幅
が
大
観
の
画
幅
と
同
じ
家
か
ら
出
た
旨
の
説
明
は
、
本
件
画
幅
が
堂
本
印
象
の
真
作
で
あ
る

こ
と
を
別
な
表
現
で
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
右
の
説
明
及
び
二

0
0
万
円
の
売
値
の
申
し
出
は
、
少
な
く
と
も
本
件
画
幅
が
堂

本
印
象
の
真
作
で
あ
る
こ
と
を
黙
示
的
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

る
旨
を
表
示
し
た
も
の
と
認
識
し
、
か
つ
、
そ
の
言
動
に
よ
り
真
作
で
あ
る
と
信
じ
た
か
ら
こ
そ
買
受
の
意
思
表
示
に
及
ん
だ
こ
と
は
明

ら
か
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
本
件
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
控
訴
人
は
本
件
画
幅
が
真
作
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
又
は
黙
示

的
に
表
示
し
て
売
却
の
意
思
表
示
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
被
控
訴
人
代
表
者
は
本
件
画
幅
が
真
作
で
あ
る
旨
の
表
示
を
信
じ
、
か
つ
、
こ

れ
を
前
提
に
し
て
買
受
の
意
思
表
示
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
画
幅
が
堂
本
印
象
の
真
作
で
あ
る
こ
と
は
、
本
件
売
買
契
約
の
要
素

と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
判
決
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
判
決
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
る
動
機
錯
誤
に
関
す
る
大
審
院

の
指
導
的
判
例
の
判
旨
に
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
判
例
が
動
機
の
錯
誤
を
要
素
の
錯
誤
と
し
て
無
効
に
す
る
際
に
は
、
「
単
な
る
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
定
の
動
機
の
存
在
な
い
し
不
存
在
が
契
約
の
前
提
と
し
て
の
（
な
い
し
重
要
な
る
も
の
と
し
て
の
）
表
示
が

機
の
表
示
」
で
は
な
く
、

、
、
、
、
、

あ
っ
た
場
合
に
限
っ
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
件
の
よ
う
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
に
お
け
る
保
証
契
約
は
、
実
質
的
に
は

X
B
間
の
売
買
契
約
と
し
て
、

X
と
B
に
よ
る
割
賦
販

売
契
約
が
な
さ
れ
、
こ
の

B
の
X
に
対
す
る
割
賦
払
債
務
を
Y
が
保
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

X
B
間
の
割
賦
販
売
契
約
に
お
け
る

関
法

（
判
時
一
八

0
0
号
六
四
頁
）
「
モ
ロ
ー

一
五
四

（判



本
質
的
な
意
思
表
示
の
効
果
意
思
は
、

る
が
、
こ
の
際
に
は
、

一
五
五

B
の
X
に
対
す
る
一
定
額
の
債
務
を
B
が
X
に
対
し
て
毎
月
分
割
し
て
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ

X
B
間
の
売
買
に
よ
っ
て
生
じ
た
B
の
X
に
対
す
る
代
金
債
務
で
あ
る
こ
と
が
「
当
然
の
前
提
」
に
な
っ
て
い
る

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一方、

Y
の
保
証
の
効
果
意
思
は
、

B
の
X
に
対
す
る
割
賦
払
債
務
を
Y
が
B
に
代
わ
っ
て
支
払
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
「
有
効
な
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
目
的
物
の
引
渡
が
現
実
に
な
さ
れ
た
」
と

Y
が
信
じ
、
信
じ

た
が
故
に
保
証
し
た
と
し
て
も
、
「
有
効
な
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
目
的
物
の
引
渡
が
現
実
に
な
さ
れ
た
」
こ
と
は
、

y
の
効
果
意
思
内

容
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
保
証
債
務
の
動
機
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
動
機
は
単
に

Y
の
一
方
的
な
前
提
に
と
ど
ま
ら
ず
、

X
Y
間
に

共
通
に
認
識
さ
れ
、
両
当
事
者
間
で
「
当
然
の
前
提
」
と
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
売
買
自
体
が
虚
偽
表
示
で
空
渡
し

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
な
ら
ば
、
前
提
と
し
て
合
意
さ
れ
た
事
実
の
不
存
在
、
す
な
わ
ち
前
提
の
欠
如
と
し
て
無
効
に
な
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
決
し
て

Y
の
動
機
が
効
果
意
思
内
容
と
な
っ
て
錯
誤
無
効
に
な
る
の
で
は
な
い
。
本
判
決
で
は
、
先
の
、
「
有
効
な
売

買
契
約
が
な
さ
れ
、
目
的
物
の
引
渡
が
現
実
に
な
さ
れ
た
」
こ
と
が
連
帯
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
が
、
こ

の
「
重
要
な
内
容
」
な
る
も
の
が
、
い
か
な
る
内
容
な
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
帯
保
証
契
約
の
本
質
的
な
意
思
表
示
の

効
果
意
思
内
容
な
の
か
、
契
約
条
件
な
の
か
、
は
た
ま
た
付
款
と
し
て
の
条
件
•
前
提
な
の
か
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

し
、
効
果
意
思
の
内
容
に
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
実
の
目
的
物
の
引
渡
が
な
さ
れ
る
有
効
な
売
買
か
ら
生
じ
た
債
務
を
Y
が
保
証
す
る

こ
と
が
Y
の
債
務
内
容
と
な
り
、
表
示
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
心
的
効
果
意
思
と

表
示
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
錯
誤
の
問
題
は
生
じ
よ
う
が
な
い
の
て
あ
る
。
我
々
の
見
解
で
は
、
現
実
の
引
渡
が
な
さ

れ
る
有
効
な
売
買
か
ら
生
じ
た
債
務
で
あ
る
こ
と
が
保
証
契
約
の
両
当
事
者
と
も
前
提
と
し
て
合
意
し
、
こ
の
前
提
の
上
に
保
証
合
意
を

基
礎
づ
け
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
動
機
た
る
一
定
の
事
情
の
存
在
な
い
し
不
存
在
を
「
信
じ
、
そ
れ
を
当
然
の
前
提
と
し
た
」
と
い
う

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
一
三
）



【

2
】

を
え
な
い
。

第
五
三
巻
四
・
五
号

（
請
求
異
議
控
訴
事
件
、
昭
和
五
八
年
（
ネ
）
第
六

（
九
―
四
）

表
現
は
、
前
述
の
判
例
が
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
「
当
然
の
前
提
」
と
し
た
事
情
は
、
動
機
た
る
事
情
で
あ
っ
て
決
し
て

効
果
意
思
の
内
容
と
な
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
判
例
は
常
に
、
「
当
然
の
前
提
」
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
言
い
方
の
下
に
、
重
要
な

動
機
が
表
示
さ
れ
て
、
契
約
の
内
容
に
な
っ
た
と
判
示
す
る
傾
向
が
あ
る
。
「
当
然
の
前
提
」
と
さ
れ
た
事
情
が
仮
に
契
約
の
内
容
と
な

る
の
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
思
で
そ
の
よ
う
に
表
示
し
、
相
手
方
と
の
間
で
そ
の
よ
う
に
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
と
表
示
は

完
全
に
一
致
し
、
錯
誤
は
生
じ
よ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
に
お
い
て
、
保
証
人
と
し
て
は
「
結
局
右
連
帯
保

証
契
約
に
お
け
る
表
示
上
の
効
果
意
思
と
内
心
的
効
果
意
思
と
が
一
致
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る
錯
誤
に
基
づ
い
て
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
し

た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
「
本
件
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
が
通
常
の
形
態
で
あ
る
痛
品
の
引
渡
の
あ
る
現
実
の

売
買
で
あ
る
こ
と
が
右
連
帯
保
証
契
約
を
す
る
に
つ
い
て
の
重
要
な
内
容
と
な
っ
て
い
た
」
と
す
る
な
ら
ば
、
保
証
契
約
の
表
示
自
体
は

現
実
に
引
渡
の
あ
る
有
効
な
売
買
契
約
の
買
主
の
保
証
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
一
致
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
裁

判
官
は
、
実
際
に
は
引
渡
の
な
い
空
売
り
で
あ
る
こ
と
を
表
示
と
し
て
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
表
示
が
ど
う
な
さ
れ
て
い
る
か

は
、
現
実
の
表
示
が
ど
う
か
を
調
査
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
場
合
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
す
な
わ
ち
売
買
と
表
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
一
致
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
で
き
る
が
、
そ
の
理
論
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る

東
京
高
判
昭
和
五
八
年
―
二
月
一
三
日
「
東
販
オ
ー
ト
ロ
ー
ン
立
替
払
事
件
」

三
六
号
、
原
判
決
取
消
、
金
融
法
務
事
情
一
〇
六
三
号
四
0
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

関
法

一
五
六



素
の
錯
誤
が
あ
る
か
ら
右
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

【
事
実
の
概
要
】

一
五
七

（
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
そ
の
効

B
は
仕
事
上
一

0
0
万
円
位
の
資
金
を
必
要
と
し
そ
の
調
達
に
奔
走
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
動
車
販
売
業
者
C
か
ら
自
動
車
を
買
受

け
た
名
目
で
Y
か
ら
そ
の
買
受
代
金
の
立
替
払
を
受
け
て
そ
の
資
金
を
作
る
よ
う
教
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で

B
は
真
実
は
自
動
車
を
買
受

け
る
も
の
で
な
い
の
に
、
親
し
く
し
て
い
た
X
に
対
し
、
自
動
車
を
買
い
た
い
が
自
分
の
名
義
で
は
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
妻
A
名
義
で
買
受
け
る
か
ら
そ
の
代
金
の
支
払
に
関
し
連
帯
保
証
を
し
て
欲
し
い
旨
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

れ
を
承
諾
し
、

Y
が
右
代
金
を
立
替
払
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
買
主
の
求
償
債
務
を
保
証
す
る
旨
の
明
記
さ
れ
て
い
る
東
販
ォ
ー
ト
ロ
ー

ン
契
約
書
の
連
帯
保
証
人
欄
に

X
が
自
己
の
印
章
を
押
捺
し
て

B
に
交
付
し
た

力
は
別
と
し
て
保
証
人
X
の
自
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。

B
は
右
契
約
書
の
連
帯
保
証
人
欄
に

X
の
氏
名
、
住
所
、
勤
務
先
そ
の
他

の
所
要
事
項
を
記
入
し
て
、
債
務
者
欄
に
妻
A
の
印
章
を
押
捺
し
て
自
動
車
販
売
会
社
C
に
交
付
し
、

事
項
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
の
表
示
欄
、
販
売
条
件
欄
を
補
充
し
て
Y
に
提
出
し
、

X
は
B
の
言
を
信
じ
こ

C
が
A
の
住
所
、
氏
名
等
所
要

C
と
A
と
の
間
に
有
効
な
売
買
契
約
が

締
結
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
た
Y
か
ら
C
は
立
替
払
金
と
し
て
九
九
万
円
を
受
領
し
た
が
、
こ
れ
を
B
に
交
付
す
る
こ
と
な
く
、
以
前
B

に
販
売
し
た
自
動
車
三
台
分
の
未
払
い
代
金
の
弁
済
に
充
当
し
た
。
な
お
、
前
記
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
自
動
車
一
台
が
B
ま
た
は
A

に
引
渡
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。
連
帯
保
証
契
約
に
つ
い
て
保
証
人
X
は、

C
A
間
の
売
買
契
約
は
A
名
義
を
用
い
た
B
と
C
と
の
通
謀

虚
偽
表
示
に
よ
る
無
効
な
も
の
で
あ
り
、
売
買
代
金
債
務
は
発
生
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
Y
の
右
代
金
の
立
替
払
も
無
効
で
あ
る
か
ら
、

本
件
連
帯
保
証
契
約
に
係
る
A
の
Y
に
対
す
る
求
償
債
務
も
発
生
せ
ず
、
さ
ら
に

X
の
本
件
連
帯
保
証
契
約
締
結
の
意
思
表
示
に
、
要

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
一
五
）



【
判
決
要
旨
】

第
五
三
巻
四
•
五
号

「
右
の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、

Y
は、

C
と
A
名
義
の

B
間
の
自
動
車
の
売
買
契
約
が
仮
装
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
知
ら

ず
に
こ
れ
を
有
効
と
信
じ
て
、
そ
の
代
金
債
務
を
立
替
払
い
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
善
意
の
第
三
者
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、

B
は

民
法
第
九
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
然
、
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
Y
に
対
し
て
右
A
名
義
の

B
と
C
間
の
自
動
車
の
売
買
が
仮
装

で
無
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
右
売
買
に
基
づ
く
代
金
債
務
を
Y
が
立
替
払
い
を
し
た
こ
と
に
基
づ
く
B
の
求
償

債
務
の
存
在
を
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

X
も
ま
た
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
善
意
の
第
三
者
で

あ
る
Y
に
対
す
る
関
係
で
は
、
当
事
者
と
同
じ
く
右
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
売
買
の
代

金
に
つ
い
て
、

Y
が
B
の
委
託
を
受
け
て
立
替
払
い
し
た
こ
と
に
よ
る
B
の
Y
に
対
す
る
求
償
債
務
の
存
在
も
否
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
結
果
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
係
る
主
債
務
た
る
右
の
求
償
債
務
の
不
発
生
を
理
由
と
す
る
本
件
連
帯
保
証
契
約
の
無
効
も
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

X
は
、
右
の
売
買
契
約
の
無
効
を
知
ら
ず
に
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
し
た
の
は

要
素
の
錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
右
の
よ
う
に

X
は
Y
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
、
右
の
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張

し
得
な
い
以
上
、
そ
の
無
効
を
前
提
と
す
る
右
の
主
張
も
ま
た
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。
」

本
判
決
は
、

契
約
の
無
効
を
主
張
で
き
な
い
か
ら
、
売
買
契
約
に
基
づ
く
立
替
払
契
約
の
無
効
も
主
張
し
得
な
い
。
保
証
人
も
同
様
に
善
意
の
第
三
者

で
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し
て
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
で
き
な
い
結
果
、
売
買
契
約
に
基
づ
く
立
替
払
契
約
の
無
効
も
主
張
し
得

な
い
。
し
た
が
っ
て
、

関
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
虚
偽
の
売
買
契
約
に
関
し
て
民
法
第
九
四
条
第
二
項
の
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
以
上
、
買
主
は
売
買

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
の
関
係
で
元
の
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
以
上
、
無
効
な
売
買
契
約
と
知
ら
ず
に

一
五
八
（
九
一
六
）



一
五
九

(
A
名
義
）
間
の
有
効
な
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
代
金

連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
の
は
錯
誤
で
あ
る
旨
の
主
張
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
錯
誤
無
効
の
主
張
の
前
提
で
あ
る
売
買
契

約
が
有
効
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
か
ら
錯
誤
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
売
買
契
約
が
有
効
と
し
て
も
、
現
実
に
目
的
物
の
引
渡

の
な
い
売
買
契
約
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
錯
誤
が
あ
る
と
し
て
無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
余
地
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
主
張
を
当

事
者
が
行
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
錯
誤
に
関
し
て
は
、
虚
偽
表
示
を
前
提
に
し
た
理
由
で
し
か
判
示
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
虚
偽
表
示
に
よ
る
売
買
契
約
の
当
事
者
が
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
無
効
を
主
張
し
得
な
い
の
は
わ
か
る
が
、
そ

う
だ
か
ら
と
い
っ
て
保
証
人
が
錯
誤
無
効
主
張
で
き
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
判
決
の
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
件
で
は
、

C
と
A
名
義
の

B
と
の
間

の
有
効
な
売
買
契
約
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ら
の
一
括
書
類
に
よ
っ
て

B
の
Y
に
対
す
る
債
務
を
X
が
連
帯
保
証
す
る
約
束
を
し
た

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

う
と
い
う
内
容
で
あ
る
か
ら
、

Y
X
間
の
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
は
、

債
務
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
Y
が
C
に
立
替
払
い
し
、
そ
の
結
果
生
じ
た
、

Y

X
間
の
連
帯
保
証
契
約
は
、

売
り
で
虚
偽
表
示
で
あ
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、

C

B

 

B
の
Y
に
対
す
る
立
替
払
い
債
務
を
X
が
B
に
代
わ
っ
て
支
払

C

B
間
の
有
効
な
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
に

対
す
る

B
の
Y
に
対
す
る
立
替
払
い
債
務
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
前
提
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

前
提
が
欠
け
る
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
は
無
効
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

B
は
Y
に
対
し
て
虚
偽
表
示
の
無
効
を
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
連
帯
保
証
人
X
も
同
様
に
虚
偽
表
示
に
よ
る
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
と
し
て
も
、
前

記
前
提
の
欠
如
に
よ
る
無
効
の
主
張
は
そ
れ
と
は
全
く
別
で
あ
り
、
連
帯
保
証
人
X
は
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、

連
の
「
当
然
の
前
提
」
判
決
の
論
理
で
も
、
当
然
の
前
提
は
黙
示
的
に
表
示
さ
れ
て
、
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
も
し
空

X
は
保
証
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
要
素
の
錯
誤
」
と
な
る
と
判

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
一
七
）
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示
し
う
る
余
地
は
十
分
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
保
証
人
X
に
と
っ
て
は
酷
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
本
判
決
は
、
空

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
お
け
る
錯
誤
無
効
否
定
判
決
と
し
て
は
初
め
て
の
判
決
で
あ
る
が
、
錯
誤
無
効
を
否
定
す
る
理
論
的
根
拠
と
し
て
は
虚
偽

表
示
に
お
け
る
第
三
者
と
の
関
係
で
売
買
契
約
が
有
効
で
あ
る
と
の
理
由
の
み
で
、

な
お
、
本
件
に
お
い
て
は
、
売
買
契
約
、
立
替
払
契
約
、
連
帯
保
証
契
約
お
よ
び
公
正
証
書
、
す
べ
て

A
名
義
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本

判
決
は
、
公
正
証
書
の
作
成
に
関
し
て
、
公
正
証
書
上
は
、
連
帯
保
証
人
X
は
A
の
y
に
対
す
る
求
償
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
し
た
旨

の
記
載
で
あ
る
が
、
保
証
に
関
わ
る
主
債
務
を
特
定
さ
せ
る
表
示
と
し
て
記
載
し
た
に
す
ぎ
ず
、

受
の
代
金
を
Y
が
立
替
払
い
す
る
こ
と
に
よ
る
B
の
Y
に
対
す
る
求
償
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
し
た
も
の
と
し
、

的
意
思
、
す
な
わ
ち
事
実
上
の
意
思
と
し
て
は

A
の
Y
に
対
す
る
求
償
債
務
を
X
に
保
証
さ
せ
た
と
し
て
も
、

の
立
替
払
い
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

X
に
連
帯
保
証
さ
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
真
意
は
A
を
名
乗
っ
た
者
B
の
代
金

債
務
を
立
替
払
い
し
そ
の
立
替
払
債
務
を
X
に
連
帯
保
証
さ
せ
る
意
思
で
あ
っ
た
と
解
し
う
る
か
ら
Y
X
の
意
思
に
刷
甑
を
き
た
す
も
の

で
は
な
い
と
判
ホ
し
て
い
る
が
当
事
者
の
意
思
解
釈
と
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
地
判
昭
和
五
九
年
七
月
二

0
日
「
自
動
盤
リ
ー
ス
事
件
」
（
リ
ー
ス
料
請
求
事
件
、
東
京
地
裁
昭
五
八
（
ワ
）
第
四

0
五
号
、

請
求
認
容
、
金
融
・
商
事
判
例
七
一
六
号
二
六
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

【

3
】

と
し
て
は
後
の
否
定
判
決
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。

関
法

（
九
一
八
）

い
さ
さ
か
不
明
確
で
あ
り
、
錯
誤
無
効
否
定
の
論
拠

X
は
A
名
義
に
よ
る
B
の
自
動
車
の
買

二ハ
0

Y
に
つ
い
て
も
主
観

A
で
な
け
れ
ば
売
買
契
約



約
は
、
外
形
的
に
み
る
と
、

リ
ー
ス
料
毎
月
四
六
万
三

0
0
0
円
、
各
月
先
払
い
、

X 
【
事
実
の
概
要
】

（
リ
ー
ス
会
社
）

の
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
、

X
に
物
件
受
領
の
通
知
が
な
さ
れ
た
が
、
機
械
は
現
実
に
は
納
入
さ
れ
ず
、

供
さ
れ
て
い
た
が
、

【
判
決
要
旨
】

と
と
も
に
、

は、

A
と
の
間
で
、

X
が
B
か
ら
購
入
し
た
自
動
盤
一
台
と
付
属
品
一
式
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
期
間
八
四
ヶ
月
、

一
回
で
も
支
払
い
を
怠
っ
た
と
き
は
リ
ー
ス
料
金
の
残
額
を
直
ち
に
支
払
う
旨

Y
が
連
帯
保
証
人
と
な
っ
た
。

B
か
ら
A
に
直
接
機
械
が
納
入
さ
れ
た
と
し
ユ
ー
ザ

l
A
が
リ
ー
ス
会
社

A
の
支
払
い
が
な
さ
れ
な
く
な
り
、

一
六

X
か
ら
B
へ
の
購
入
代
金
を
も
っ
て

A
の
金
融
の
便
宜
に

X
が
連
帯
保
証
人
Y
に
訴
求
。

Y
は
X
A
間
の
契
約
は
リ
ー
ス
契
約
に
仮
装

し
た
金
銭
消
費
貸
借
契
約
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
、
抗
弁
と
し
て
仮
に

X
と
A
と
の
間
で
リ
ー
ス
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
X
と
A
が
通
謀
の
上
、
双
方
と
も
そ
の
意
思
が
な
い
の
に
こ
れ
を
仮
装
し
た
虚
偽
の
意
思
表
示
で
あ
る
、

契
約
は
リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
を
前
提
と
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

Y
は
X
と
の
間
で
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
際
、
右
リ
ー
ス
契

約
は
右
引
渡
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
誤
信
し
て
こ
れ
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
、
錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

判
決
は
、
虚
偽
表
示
性
の
有
無
の
事
実
を
認
め
る
証
拠
は
な
い
と
し
た
後
、
錯
誤
無
効
の
判
断
に
お
い
て
は
、
「
①
本
件
リ
ー
ス
契

ユ
ー
ザ
ー
た
る

A
が
本
件
リ
ー
ス
物
件
を
直
接
に
そ
の
購
入
先
た
る

B
か
ら
購
人
す
る
資
金
を
十
分
に
有

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
物
件
の
引
渡
等
は
購
入
先
た
る

B
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
た
る

A
に
対
し
直
接
に
な
さ
れ
る
も
の
の
、
金
融
機
関
の

系
列
会
社
た
る

X
が
A
に
金
融
上
の
便
宜
を
与
え
る
目
的
で
、

X
が
ユ
ー
ザ
ー
た
る

A
に
右
物
件
を
賃
貸
し
て
、

X
が
B
か
ら
右
物
件
を
買
受
け
た
形
に
し
て
そ
の
代
金
を

B
に
支
払
う

リ
ー
ス
料
（
賃
料
）

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

X
と
A
と
の
間
の
リ
ー
ス

の
形
で
右
支
払
い
代
金
の
分
割
回
収
の
形
を
と
る

（
九
一
九
）
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こ
と
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
で
あ
り
、

自
転
車
部
品
等
の
製
造
に
関
し
元
請
・
下
請
の
関
係
に
あ
り
、

（
九
二

0
)

X
は
B
に
対
し
、
昭
和
五
四
年
八
月
一
日
に
本
件
リ
ー
ス
物
件
の

売
買
代
金
二
五
五

0
万
円
を
現
実
に
支
払
っ
て
い
る
こ
と
、
②
本
件
リ
ー
ス
契
約
の
連
帯
保
証
人
た
る

Y
と
主
債
務
者
た
る

A
と
は
、

Y
が
右
連
帯
保
証
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

契
約
が
業
績
向
上
に
結
び
つ
く
の
で
協
力
し
て
欲
し
い
と
要
請
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③

Y
は
そ
の
後
半
年
位
経

過
し
た
昭
和
五
五
年
に
な
っ
て
、

A
の
代
表
者
の
示
唆
に
よ
り
、
自
ら
の
手
形
決
済
資
金
捻
出
の
た
め
、
リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
を
前
提

と
し
な
い
い
わ
ゆ
る
空
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
購
入
先
た
る

B
を
通
し
て

X
が
C
に
リ
ー
ス
す
る
と
と
も
に
、

代
表
者
の
個
人
保
証
の
も
と
に
右
C
か
ら
転
リ
ー
ス
を
受
け
、
結
局
、

X
が
B
に
支
払
っ
た
右
物
件
の
売
買
代
金
の
相
当
部
分
を
受
領

し
て
金
融
の
便
を
受
け
、
そ
の
代
わ
り
、
リ
ー
ス
料
と
し
て

X
に
対
し
そ
の
分
割
支
払
い
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
認
め
、

「
仮
に

Y
に
お
い
て
、
昭
和
五
四
年
八
月
一
日
に

A
の
リ
ー
ス
料
債
務
を
X
に
対
し
て
連
帯
保
証
す
る
に
際
し
、

本
件
リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
が
現
実
に
あ
る
も
の
と
誤
信
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
錯
誤
は
、
右
に
述
べ
た
本
件
リ
ー
ス
契
約
の
性
格
、

Y
が
A
の
た
め
連
帯
保
証
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、

と
等
に
徴
す
れ
ぱ
、
民
法
九
五
条
に
い
う
「
法
律
行
為
ノ
要
素
」
に
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
と
は
到
底
い
え
な
い
と
認
め
る
の
が
相
当
で

あ
り
、
結
局
、
民
法
九
五
条
に
よ
り
連
帯
保
証
契
約
は
無
効
で
あ
る
と
す
る

Y
の
主
張
は
理
由
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判

示
し
た
。

本
判
決
は
、

関
法

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
契
約
で
は
な
く
、

Y
も
自
ら
金
融
の
便
を
得
る
た
め

A
と
同
じ
く
前
記
空
リ
ー
ス
契
約
を
利
用
し
た
こ

リ
ー
ス
契
約
の
事
案
で
あ
る
が
、
【
1
】
判
決
と
異
な
り
、
本
件
リ
ー
ス
契
約
の
性

格
が
賃
貸
借
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
実
質
に
お
い
て
金
融
の
便
宜
を
得
る
目
的
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
と
し
て

一
六

A
か
ら
本
件
リ
ー
ス

Y
が

X
か
ら
A
に
対
す
る



賃
借
人
と
し
て
各
記
名
押
印
し

い
る
。
そ
し
て
、
連
帯
保
証
人
自
身
が
自
己
の
資
金
調
達
の
た
め
、
転
リ
ー
ス
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
同
じ
者
を
売
主
、
買
主
と
す
る

空
リ
ー
ス
契
約
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
た
上
で
、
錯
誤
無
効
を
否
定
し
て
い
る
。
錯
誤
無
効
否
定
判
決
で
、
リ
ー
ス
契
約
の
実
質

的
性
格
を
金
融
の
便
宜
を
図
る
目
的
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
判
決
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
判
決
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
判
決
で
あ
り
、
以

後
の
錯
誤
無
効
否
定
判
決
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
件
は
連
帯
保
証
人
Y
が
空
リ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
判
決
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

仙
台
高
判
昭
和
六

0
年
―
二
月
九
日
「
日
通
商
事
ロ
ー
ン
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
事
件
」

五
八
（
ネ
）
―
-
四

0
号
、
控
訴
棄
却
、
判
例
時
報
―
―
八
六
号
六
六
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

【
事
実
の
概
要
】

X
が
訴
外
Al
か
ら
代
金
三

0
一
万
一

0
0
0
円
で
買
受
け
た
受
水
槽
等
三
点
の
物
件
を
昭
和
五
五
年
六
月
三

0
日
訴
外
B
に
対
し
、

代
金
四
一

0
万
四

0
0
0
円
で
、

一六

（
頭
金
と
し
て
二

0
万
五
二

0
0
円
を
支
払
い
、
残
金
三
八
九
万
八
八

0
0
円
を
同
日
か
ら
昭
和
六

0
年
―
一
月
二
五
日
ま
で
の
間
、
毎
月
六
万
八
八

0
0
円
ず
つ
五
七
回
の
分
割
し
て
支
払
う
こ
と
で
）
売
り
渡
し
た
。
ま
た
、

X
が
訴
外

Az
か
ら
代
金
六
八

0
万
円
で
買
受
け
た
普
通
旋
盤
一
台
及
ひ
訴
外
ふ
か
ら
代
金
一
―
四
一
万
八

0
0
0
円
で
買
受
け
た
超
仕
上
カ
ン
ナ

盤
等
七
点
の
機
械
類
を
同
年
九
月
二

0
日
訴
外
B
に
対
し
、
期
間
を
同
日
か
ら
七
年
間
と
し
賃
料
を
毎
月
三
二
万
七

0
0
0
円
、
最
終

月
よ
り
三
か
月
分
の
賃
料
を
前
払
い
し
て
賃
貸
し
た
。
以
上
、
前
者
は
割
賦
販
売
契
約
書
に
、
後
者
は
リ
ー
ス
契
約
書
に

B
が
買
受
人
、

【

4
】

（
し
た
が
っ
て
同
一
書
面
上
に
）
、

Y
が
い
ず
れ
も
B
の
連
帯
保
証
人
と
し
て
署
名
捺
印
し
た
。
各
契

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
ニ
―
)

（
損
害
金
請
求
控
訴
事
件
、
仙
台
高
裁
昭



証
人

Y
に
対
し
保
証
債
務
の
履
行
請
求
を
行
っ
た
。

け
、
こ
れ
を
右
建
築
資
金
に
充
て
る
と
と
も
に
、

約
を

B
が
締
結
し
た
の
は
、

こ
と
か
ら
、

用
し
、

し
て
、

第
五
三
巻
四
•
五
号

ユ
ー
ザ
ー
に
送
付
さ
せ
る

（
九
二
二
）

B
は
当
時
建
設
会
社
に
工
事
を
請
け
負
わ
せ
て
ア
パ
ー
ト
を
建
設
中
で
あ
っ
た
が
、
建
設
資
金
に
窮
し
た

X
の
従
業
員
で
あ
り
、
そ
の
リ
ー
ス
部
主
任
を
務
め
て
い
た

Xl
と
相
談
し
て

X
の
割
賦
販
売
方
式
及
び
リ
ー
ス
方
式
を
利

い
わ
ゆ
る
空
ロ
ー
ン
、
空
リ
ー
ス
を
仕
組
む
こ
と
に
よ
り
、
商
品
の
売
買
代
金
の
名
の
下
に

X
か
ら
代
金
相
当
額
の
融
資
を
受

Al
の
了
解
の
下
に

B
が
前
記
受
水
槽
を
購
入
す
る
こ
と
を
装
い
、

旨
の
物
件
受
領
書
を

X
に
提
出
し
た
上
、

し
入
れ
て
、

【
判
決
要
旨
】

関
法

X
か
ら

Az
、

一
部
を
謝
礼
と
し
て

Xl
に
も
使
用
さ
せ
よ
う
と
企
て
た
。
そ
こ
で
、

B
は
Xl
と
共
同

X
と
割
賦
販
売
契
約
を
締
結
し
、
受
水
槽
の
納
入
を
受
け
た

X
か
ら

Al
に
支
払
う
ぺ
き
売
買
代
金
三

0
一
万
一

0
0
0
円
の
交
付
を
受
け
て
こ
れ
を
右
ア

パ
ー
ト
の
建
築
資
金
に
充
て
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
B
は
Xl
の
実
質
的
関
与
の
も
と
に
、

し
て

Xl
に
使
用
さ
せ
た
が
残
余
金
を
建
築
資
金
等
に
充
て
た
。
そ
こ
で
、

Az
、
ん
の
了
解
を
得
た
う
え
に
、

2
ヽ

3

>

A

A

カ

ら
X
が
購
入
し
た
機
械
類
を

B
が
リ
ー
ス
す
る
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
、
商
品
の
納
入
を
受
け
た
旨
の
リ
ー
ス
物
件
預
り
証
を

X
に
差

ふ
に
支
払
う
ぺ
き
売
買
代
金
一
八
一
―
―
万
八

0
0
0
円
の
交
付
を
受
け
、
こ
の
う
ち
一

0
0
万
円
を
謝
礼
と

X
は
右
融
資
金
の
返
済
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
連
帯
保

一
審
で

X
が
勝
訴
し
た
の
で
、

リ
ー
ス
契
約
の
不
成
立
、
通
謀
虚
偽
表
示
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
た
。

Y
が
控
訴
。

Y
は
本
件
割
賦
販
売
契
約
お
よ
び

ま
ず
、
本
件
割
賦
販
売
契
約
と
リ
ー
ス
契
約
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
「

X
の
行
っ
て
い
る
①
割
賦
販
売
方
式
は
、
需
要
者
（
ユ
ー

ザ
ー
）
が
物
品
販
売
業
者
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
）

か
ら
商
品
を
、
自
主
的
に
取
り
決
め
た
代
金
に
よ
り
購
入
す
る
場
合
に
、
信
販
会
社
で
あ

る
X
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
一
旦
そ
の
代
金
に
よ
り
当
該
商
品
を
購
入
し
、
商
品
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
直
接
、

一
六
四



と
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
」
と
判
不
し
た
。

と
と
も
に
、

弁
済
を
受
け
る
と
い
う
融
資
方
法
で
あ
り
、
②
更
に
リ
ー
ス
方
式
は
、
右
と
同
様
の
場
合
に
、

一
六
五

X
か
ら
そ
の
代
金
を
即
金
で
全
額
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
支
払
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
商
品
を

X
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
そ
の
代
金

額
に
一
定
の
金
額
を
加
算
し
た
代
金
額
に
よ
り
転
売
し
て
、
そ
の
転
売
代
金
を
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

X
に
対
し
割
賦
償
還
す
る
形
式
を
と
り
、

ユ
ー
ザ
ー
の
購
入
す
る
代
金
の
代
払
い
又
は
、
資
金
の
融
通
を
し
、
利
息
、
手
数
料
を
加
算
し
て
分
割

X
が
右
①
と
同
様
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

ユ
ー
ザ
ー
が
取
り
決
め
た
商
品
を
そ
の
取
り
決
め
に
か
か
る
代
金
に
よ
り
買
受
け
て
、
商
品
を
デ
ィ
ー
ラ
）
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
に

直
接
納
入
さ
せ
、
代
金
を
即
金
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
完
済
す
る
が
、

X
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
で
は
、
当
該
商
品
を
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、

一
定
の
期
間
賃
貸
し
、
そ
の
期
間
内
に
、
右
代
金
額
に
一
定
の
金
額
を
加
算
し
た
リ
ー
ス
料
総
額
を
割
賦
に
よ
り
償
還
し
終
わ
る
に
足

る
金
額
を
、
毎
月
の
賃
料
と
し
て
支
払
い
、
も
し
期
間
の
途
中
に
お
い
て
賃
貸
借
を
終
了
さ
せ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
右
賃
料
総
額
か

ら
各
経
過
年
数
に
応
じ
た
一
定
の
金
額
を
減
じ
た
金
額
を
損
害
金
の
形
で
償
還
す
る
こ
と
に
よ
り
投
下
資
金
を
回
収
す
る
こ
と
と
し
て
、

実
質
的
に
①
と
同
様
の
融
資
目
的
を
実
現
す
る
方
法
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
融
資
方
式
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
と
が
意
思
を

通
じ
て
、
商
品
の
売
買
を
装
い
、

と
し
て
金
員
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
商
品
の
受
渡
が
な
く
と
も
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
又
は
ユ
ー
ザ
ー
が

割
賦
支
払
の
条
件
の
下
で

X
か
ら
代
金
相
当
の
資
金
を
引
き
出
し
て
利
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

ま
た
、

B
X
間
が
虚
偽
表
示
に
よ
る
契
約
で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
、
「

X
の
従
業
員
で
あ
る

Xl
も
加
担
し
、

た
る

Al
ら
意
思
を
通
じ
て
空
ロ
ー
ン
及
び
空
リ
ー
ス
と
し
て
、
本
件
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る

が、

X
は
、
そ
の
事
情
を
知
ら
ず
、
右
各
契
約
を
結
び
各
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
支
払
う
べ
き
売
買
代
金
に
相
応
す
る
金
額
を

B
に
交
付
し
て

か
ら
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

こ
れ
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
、

X
に
は
恰
も
正
常
の
取
引
の
如
く
に
見
せ
か
け
て
、

X
か
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
す
る
代
金
の
支
払
い

い
わ
ゆ
る
空
ロ
ー
ン
、
空
リ
ー
ス

B
及
デ
ィ
ー
ラ
ー

（
九
二
三
）



力
を
失
わ
し
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

第
五
三
巻
四
•
五
号

い
る
の
で
あ
る
し
、
も
と
も
と
、

X
の
割
賦
販
売
方
式
及
び
リ
ー
ス
方
式
は
、

（
九
二
四
）

X
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
の
商
品
の
売
買
な
い
し
賃
貸
借

の
法
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
は
、
そ
の
形
式
に
よ
る
融
資
目
的
の
実
現
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
お
い

て、

B
は
商
品
の
引
渡
を
受
け
る
意
思
を
初
め
か
ら
有
し
な
い
も
の
の
、
右
の
法
形
式
の
も
と
に

X
か
ら
代
金
相
当
の
融
資
を
受
け
、

こ
れ
に
契
約
所
定
の
金
額
を
加
算
し
た
額
を
、
契
約
所
定
の
方
法
に
よ
り
割
賦
償
還
す
る
こ
と
を
約
し
、
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
意
思
を

有
し
、
相
手
方
の

X
に
お
い
て
も
同
様
の
意
思
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
正
常
の
契
約
の
場
合
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
本
件
の

如
き
空
ロ
ー
ン
や
空
リ
ー
ス
の
場
合
に
お
い
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
本
件
に
お
い
て
は
表
示
と
意
思

と
の
間
に
相
違
は
な
く
、
虚
偽
表
示
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

Y
の
錯
誤
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
「
B
代
表
者
は
、
本
件
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
、

Y
に
連
帯
保
証
を
依
頼
す

る
に
当
り
、
建
築
資
金
の
必
要
性
は
説
明
し
た
も
の
の
、
空
ロ
ー
ン
や
空
リ
ー
ス
の
実
情
を
打
ち
明
け
な
か
っ
た
こ
と
、

Y
は
B
の
代

表
者
と
は
親
し
い
間
柄
に
あ
り
、
本
件
の
ほ
か
に
も
B
の
た
め
に
幾
度
か
に
わ
た
り
、
多
額
の
保
証
を
し
、
ま
た
自
ら
も
B
代
表
者
か

ら
保
証
を
受
け
て
い
る
仲
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

Y
が
空
ロ
ー
ン
や
空
リ
ー
ス
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
本
件
の
各
保

証
を
し
な
か
っ
た
の
如
き
は
認
定
の
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
た
や
す
く
採
用
で
き
ず
、
か
り
に
、
そ
の
事
実
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、

本
件
保
証
の
実
質
は
融
資
に
関
す
る
保
証
な
の
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
事
情
は
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な

い
し
、
し
か
も
、
そ
の
動
機
が
契
約
の
相
手
方
た
る

X
と
の
間
に
お
い
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
い
難
い
か
ら
、
意
思
表
示
の
効

本
判
決
は
、
割
賦
販
売
契
約
と
リ
ー
ス
契
約
の
両
方
の
保
証
契
約
に
関
し
て
、
商
品
の
引
渡
の
な
い
い
わ
ゆ
る
空
ロ
ー
ン
、
空
リ
ー
ス

関
法

一
六
六



も
の
と
い
え
よ
う
。

一
六
七

「
自
動
盤

で
あ
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
本
件
割
賦
販
売
と
リ
ー
ス
の
仕
組
み
を
詳
細
に
分
析
し
た
上
で
、
本
件
割
賦
販
売
契
約
は
資
金
の
融
通
を
し
、

弁
済
を
受
け
る
と
い
う
「
融
資
方
法
」
、
本
件
リ
ー
ス
契
約
も
実
質
的
に
割
賦
販
売
契
約
と
同
様
の
「
融
資
目
的
を
実
現
す
る
方
法
」
と

し
て
、
法
形
式
上
は

X
と
ユ
ー
ザ
ー
間
の
商
品
の
売
買
な
い
し
賃
貸
借
で
あ
っ
て
も
、
実
質
は
融
資
目
的
で
あ
り
、

x、
ユ
ー
ザ
ー
双
方

と
も
右
の
法
形
式
の
も
と
で
代
金
相
当
額
の
融
資
を
ユ
ー
ザ
ー
に
行
い
、
割
賦
償
還
す
る
意
思
を
当
事
者
相
互
が
有
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
意
思
で
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
か
ら
表
示
と
意
思
の
不
一
致
も
な

く
、
虚
偽
表
示
に
な
ら
な
い
と
判
示
し
、
さ
ら
に
、
本
件
保
証
の
実
質
は
融
資
に
関
す
る
保
証
で
あ
り
、
空
ロ
ー
ン
や
空
リ
ー
ス
を
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
は
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
保
証
契
約
の
錯
誤
無
効
を
否
定
し
た
。

割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
当
事
者
の
効
果
意
思
の
内
容
を
、
法
形
式
は
ど
う
で
あ
れ
実
質
的
に
は
融
資
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
上
で
、
保
証
契
約
に
お
い
て
も
実
質
融
資
に
関
す
る
保
証
の
意
思
で
行
っ
て
い
る
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
点
で
、
先
の

リ
ー
ス
事
件
」
よ
り
も
更
に
詳
し
く
各
契
約
の
性
格
を
論
じ
、
各
契
約
の
効
果
意
思
の
解
析
を
行
っ
て
お
り
、
否
定
説
の
論
拠
を
深
め
た

本
判
決
に
お
い
て
、
本
件
の
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
の
当
事
者
の
効
果
意
思
内
容
を
法
形
式
は
ど
う
で
あ
れ
、
実
質
的
に
は

融
資
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
が
、
判
旨
中
に
「
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
と
が
意
思
を
通
じ
て
、
商
品
の
売
買
を
装
い
、

正
常
の
取
引
の
如
く
に
見
せ
か
け
て
、

X
か
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
す
る
代
金
の
支
払
い
と
し
て
金
員
の
送
付
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
」
、
「
空
ロ
ー
ン
及
び
空
リ
ー
ス
と
し
て
、
本
件
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

情
を
知
ら
ず
、
右
各
契
約
を
結
び
各
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
支
払
う
べ
き
売
買
代
金
に
相
応
す
る
金
額
を

B
に
交
付
し
て
い
る
」
と
あ
り
、

A
ら
の
意
図
と
意
思
は
融
資
を
受
け
る
の
み
で
法
形
式
を
問
題
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

X
は
商
品
の
引
渡
の
あ
る
正
常
な
取

（
九
二
五
）

X
に
は
恰
も

X
は
、
そ
の
事
B
、



【

5
】

引
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
割
賦
販
売
契
約
及
び
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、

約
及
び
リ
ー
ス
契
約
の
点
で
効
果
意
思
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
空
ロ
ー
ン
、
空
リ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
X
が
知
ら
な
か
っ
た

故
に
虚
偽
表
示
に
は
な
ら
な
い
し
、

保
証
契
約
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
詳
細
な
事
実
認
定
が
欠
け
て
い
る
も
の
の
、

リ
ー
ス
契
約
書
に

B
が
買
受
人
、
賃
借
人
と
し
て
各
記
名
・
押
印
し
、
連
帯
保
証
人
Y
が

帯
保
証
人
と
し
て
署
名
捺
印
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
目
的
物
の
引
渡
の
あ
る
正
常
な
取
引
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
当
然
の
前
提

と
し
て
、

Y

X
間
に
連
帯
保
証
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
連
帯
保
証
が
実
質
に
お
い
て
融
資
に
関

す
る
保
証
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
事
情
が
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
っ
て
も
、
当
然
の

前
提
で
あ
る
以
上
、
「
表
示
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
書
面
上
は
明
ら
か
に
明
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
Y
の
錯

誤
は
従
来
の
判
例
理
論
で
も
肯
定
さ
れ
る
ぺ
き
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
我
々
の
見
解
で
は
、
前
記
の
「
当
然
の
前
提
」
は
明
白
に

前
提
合
意
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
前
提
の
欠
如
を
理
由
に
本
件
連
帯
保
証
契
約
は
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

本
判
決
は
、

関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

う
と
し
て
い
る
が
、

て
い
る
。
な
お
、

B
X
間
は
割
賦
販
売
契

B
の
無
効
の
抗
弁
は

X
に
対
抗
で
き
な
い
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
証
人
た
る
Y
と
X
間
の
連
帯

B
X
間
の
取
引
が
実
質
融
資
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
目
的
物
が
明
示
さ
れ
た
割
賦
販
売
契
約
書
、

Y

X
間
も
同
様
で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Y
の
無
効
主
張
を
封
じ
よ

Y
の
錯
誤
が
動
機
の
錯
誤
で
あ
っ
て
も
、
本
件
の
よ
う
な
取
引
に
あ
っ
て
は
、
動
機
が
前
提
・
条
件
と
い
う
形
で
合

意
内
容
化
さ
れ
て
い
る
と
の
視
点
で
み
る
ぺ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
連
帯
保
証
人
Y
に
酷
な
結
果
と
な
っ

XI
の
行
動
に
つ
い
て
の

X
の
責
任
問
題
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

東
京
高
判
昭
和
六
二
年
一
月
二

0
日
「
麻
雀
店
内
装
設
備
ク
レ
ジ
ッ
ト
割
賦
販
売
事
件
」
（
保
証
債
務
、
損
害
賠
償
各
請
求
控
訴

（
お
そ
ら
く
同
一
の
書
面
で
）
保
証
人
欄
に
連

一
六
八
（
九
二
六
）



事
件
、
東
京
高
裁
昭
六
一
（
ネ
）
第
一
六
七
七
号
、
原
判
決
取
消
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五

0
号
一
七
六
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

【
事
実
の
概
要
】

yl
は
、
昭
和
五
六
年
当
時
室
内
装
飾
工
事
請
負
業
を
営
ん
で
い
た
と
き
、

に
困
り
、

B
を
通
じ
て
金
融
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
以
前
＼
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
お
り
、
ま
た
、
実
際
に
知
人
に

B
を
紹
介
し
て
金
融

の
便
を
図
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
も
B
を
通
じ
て
金
融
を
受
け
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。

X
の
特
約
店
で
あ
る
B
は、

仮
装
し
た
麻
雀
店
の
内
装
工
事
の
見
積
書
を
商
品
の
割
賦
販
売
を
業
と
す
る
X
に
真
実
の
内
容
の
よ
う
に
装
っ
て
交
付
し
、

ら
A
の
予
定
す
る
工
事
に
必
要
な
本
件
物
件
を
買
い
取
り
、
代
金
を
一
括
し
て

B
に
払
い
込
ん
だ
上
、
本
件
物
件
を
長
期
分
割
で

A
に

売
り
渡
し
、

B
が
X
の
履
行
補
助
者
と
し
て
本
件
物
件
を

A
に
引
渡
し
て
取
り
付
け
る
旨
の
本
件
物
件
に
つ
い
て
の
割
賦
販
売
契
約
を

A
と
の
間
で
締
結
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は

X
か
ら

B
に
支
払
わ
れ
る
代
金
の
一
部

(
B
の
利
益
分
を
控
除
し

た
分
）
を
B
が
A
に
融
通
し
、
こ
れ
を
A
が
長
期
分
割
で

X
に
売
買
代
金
の
名
の
下
に
返
済
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
件
物

件
が
A
に
引
渡
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

yi
、
B
は
右
の
事
情
を
X
に
秘
し
て
い
た
。

X
は
右
の
よ
う
な
事
情
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、

の
依
頼
に
し
た
が
っ
て

B
か
ら
本
件
物
件
を
買
い
取
っ
て

A
に
割
賦
販
売
す
る
こ
と
を
決
め
、
昭
和
五
六
年
三
月
四
日
、

本
件
物
件
を
代
金
八
一
八
万
五

0
0
0
円
（
本
件
物
件
の
現
金
価
格
に

B
の
利
益
分
を
加
え
た
も
の
）

間
で
本
件
割
賦
販
売
契
約
を
そ
れ
そ
れ
締
結
し
、

る
売
買
代
金
債
務
に
つ
い
て
の
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
。
な
お
、

の
約
束
手
形
を
振
出
し
て
こ
れ
を
決
済
し
、

yl
の
ほ
か
、

yz
、
5
と
の
間
で
、
本
件
契
約
に
基
づ
い
て

A
が
X
に
対
し
て
負
担
す

A
は
本
件
契
約
締
結
後
B
か
ら
本
件
物
件
の
現
金
価
額
の
相
当
す
る
額
面
合
計
約
七
一
〇

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
六
九

A
商
会
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
が
、
会
社
の
資
金
繰
り

で
買
受
け
る
契
約
を
、

X
は
B
と
の
売
買
契
約
に
基
づ
き
B
に
対
し
売
買
代
金
相
当
額

（
九
二
七
）

X
が
B
かB

 

B
と
の
間
で

A
と
の



万
円
の
約
束
手
形
の
交
付
を
受
け
て
こ
れ
を
割
引
い
て
当
初
の
目
的
を
達
し
た
。

X
は
A
が
割
賦
金
の
支
払
を
怠
っ
た
た
め
保
証
人
Yl
、

一
審
は
、

Yz
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
の
抗
弁
に
つ
き
、

YZ
が
保
証
契
約
締
結
当
時
、

A
が
金
融
目
的
の
た
め
に
本
件
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
を
知
ら
ず
、

A
が
実
際
に
本
件
物
件
を
買
受
け
る
つ
も
り
で
本
件
契
約
を
締
結
し
た
も
の
と
信
じ
て
い
た
こ
と
、
金
融
目
的
な
ら

ば
保
証
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
定
し
、
「
本
件
契
約
は
い
わ
ゆ
る
心
裡
留
保
の
法
理
に
よ
っ
て
売
買
契
約
と
し

て
有
効
に
成
立
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
A
は
X
に
対
し
て
本
件
契
約
に
基
づ
く
売
買
代
金
債
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

YZ
は

右
A
の
売
買
代
金
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
契
約
に
基
づ
く
売
買
代
金
債
務
の
連
帯
保
証

け
る
も
の
と
信
じ
て
保
証
人
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
真
実
は
金
融
目
的
の
た
め
に
本
件
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
の

点
に
お
い
て
、

Yz
の
真
意
と
契
約
の
実
体
と
の
間
に
不
一
致
が
認
め
ら
れ
、
本
件
契
約
が
…
…
証
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

対
し
て
本
件
物
件
を
売
り
渡
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
以
上
、

YZ
が
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
右
真
意
は
X
に

対
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
判
示
す
る
と
と
も
に
、

YZ
は
も
ち
ろ
ん
、

が
金
融
目
的
で
売
主
を
欺
岡
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
を
知
っ
た
な
ら
ば
主
債
務
者
と
な
る
べ
き
買
主
の
経
済
状
態
、
人
格
に
不
安
を
抱

き
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
と
し
、
錯
誤
無
効
の
抗
弁
を
認
め
た
。

【
判
決
要
旨
】

を
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

yz
、
泊
に
対
し
て
未
払
い
金
を
訴
求
。

関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

控
訴
審
は
、

X

A
間
の
本
件
契
約
は
「
売
買
の
法
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
は
融
資
目
的
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す

yz
の
意
思
と
表
示
と
に
不
一
致
は
な
い
。
」

し
か
し
な
が
ら
、

一
般
人
に
お
い
て
も
、
実
際
買
主

X
が
A
に

2

ま、

Y
し

A
が
真
に
本
件
物
件
を
買
受

一
七
〇

（
九
二
八
）



る
も
の
で
あ
り
、

売
買
（
た
と
え
て
言
え
ば
、
顧
客
は
借
金
を
し
て
商
品
を
買
い
人
れ
た
よ
う
な
関
係
）

一七

A
に
は
当
初
か
ら
本
件
物
件
の
引
渡
を
受
け
る
意
思
は
な
く
、
…
…
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
割
賦
販
売
は
、
…
…
そ
の

性
質
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
が
顧
客
並
び
に
販
売
者
の
双
方
に
金
融
の
便
宜
を
与
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
金
融
の
側
面
を
も
帯
有
す
る

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
併
せ
勘
案
す
る
と
、

Y
の
し
た
本
件
連
帯
保
証
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
で
あ
る

X
に
対
す
る

A
の
右
金
融
的
側
面
で
あ
る
債
務
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
お
い
て
は
、
本
件
物
件
の
引
渡
の
有
無
の
如
き
は
、

「
と
こ
ろ
で
、

Y
が
右
連
帯
保
証
の
意
思
を
表
示
し
た
本
件
契
約
書
で
あ
る
前
掲
甲
第
一
号
証
の
一

Y
に
と
っ
て
も

格
別
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
か
ら
、
右
契
約
締
結
の
要
素
に
は
当
ら
な
い
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

Y
が
割
賦
売
買
代
金

に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
し
た
の
か
あ
る
い
は
融
資
契
約
に
つ
い
て
連
帯
保
証
を
し
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
事
柄
も
同
様
で
あ
っ
て
、
本

件
連
帯
保
証
契
約
締
結
の
要
素
と
は
い
え
ず
、
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

に
よ
っ
て
も
、
先
に
説
示
し
た
よ
う
な
金
融
的
性
質
を
持
つ
割
賦
代
金
債
務
に
つ
き
連
帯
保
証
を
す
る
旨
の
意
思
が
表
示
さ
れ
て
い
る

に
と
ど
ま
り
、

X
と
A
と
の
間
の
本
件
契
約
が
割
賦
売
買
で
あ
る
が
故
に
連
帯
保
証
を
す
る
が
、
金
融
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
連
帯
保
証

を
し
な
い
旨
の
動
機
が
表
示
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
右
の
動
機
が
X
に
対
し
て
表
示
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に

足
り
る
証
拠
も
な
い
。
」
と
判
示
し
、
保
証
契
約
の
錯
誤
無
効
を
否
定
し
た
。

一
審
判
決
が
本
件
契
約
に
基
づ
く
売
買
代
金
債
務
の
連
帯
保
証
を
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
保
証
人
の
意
思
と
表
示
と
に
不
一
致

は
な
い
が
、
保
証
人
の
真
意
と
契
約
の
実
体
と
の
間
に
不
一
致
が
認
め
ら
れ
、
契
約
書
に
お
い
て
本
件
物
件
を
売
り
渡
す
と
い
う
形
式
を

と
っ
て
い
る
以
上
、
保
証
人
が
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
右
真
意
は
保
証
契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
二
九
）

（
シ
ャ
ー
プ
割
賦
売
買
契
約
書
）



第
五
三
巻
四
・
五
号

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
錯
誤
無
効
を
認
め
た
の
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
は
、

（
九
三
0
)

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
割
賦
販
売
契
約
は
、
実
質
は
金
融
の

便
宜
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
契
約
で
あ
り
、
そ
の
契
約
を
保
証
す
る
保
証
契
約
も
ま
た
金
融
的
側
面
で
あ
る
債
務
の
保
証
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
物
件
の
引
渡
は
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
割
賦
売
買
代
金
の
保
証
か
、
融
資
契
約
の
保
証
か
な
ど
は
連
帯
保
証
契
約

の
動
機
に
す
ぎ
ず
、
動
機
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
い
難
い
か
ら
錯
誤
無
効
と
は
な
ら
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。

一
審
判
決
の
方
が
従
来
の
判
例
理
論
か
ら
見
る
限
り
、
理
論
的
で
あ
り
、
控
訴
審
が
こ
れ
を
破
棄
し
た
理
由
を
見

一
審
の
い
う
と
お
り
、
「
契
約
書
に
お
い
て
本
件
物
件
を
売
り
渡
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
以
上
」
と
い
う
認
定
は
判

例
【
4
】
と
同
じ
く
、
同
一
契
約
書
に
買
受
人
と
保
証
人
の
署
名
・
捺
印
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
保

証
人
の
真
意
、
す
な
わ
ち
物
件
を
買
受
け
る
も
の
と
信
じ
て
連
帯
保
証
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
も
の
と
一
審
判
決
は
認
定

し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
控
訴
審
が
「
本
件
契
約
が
割
賦
売
買
で
あ
る
が
故
に
連
帯
保
証
を
す
る
が
、
金
融
目
的
で
あ
る
な
ら

ば
連
帯
保
証
を
し
な
い
旨
の
動
機
が
表
示
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
」
、
「
他
に
右
の
動
機
が

X
に
対
し
て
表
示
さ
れ
た
こ
と

を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
」
と
い
う
判
断
は
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
買
主
が
正
常
な
取
引
で
負
担
し
た
割
賦

販
売
債
務
に
つ
い
て
保
証
す
る
保
証
人
は
、
買
主
が
金
融
目
的
で
売
主
を
欺
岡
し
て
空
売
り
の
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
な
ど
を
知
ら
な
い

限
り
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
目
的
で
あ
る
空
売
り
の
割
賦
販
売
で
あ
れ
ば
、
連
帯
保
証
し
な
い
旨
の
動
機
を
表
示
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
さ
に
、
本
件
も
「
買
主
A
が
正
常
な
取
引
に
よ
っ
て
負
担
す
る
割
賦
代
金
債
務
」
に
つ
い
て

Yz
は
X
に
対
し
て
連
帯
保
証
す
る
趣

旨
で
あ
る
か
ら
、
「
正
常
な
取
引
に
よ
っ
て
負
担
す
る
割
賦
代
金
債
務
」
で
あ
る
こ
と
を
「
当
然
の
前
提
」
と
し
て
保
証
す
る
契
約
だ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
当
然
の
前
提
の
法
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
敢
え
て
詳
論
し
な
い
も
の
と
す
る
。

出
し
難
い
。

本
件
に
お
い
て
は
、

関
法
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七



大
阪
地
判
平
成
元
年
三
月
一

0
日
「
三
井
物
産
介
入
織
物
売
買
事
件
」
（
約
束
手
形
金
等
返
還
本
訴
請
求
、
連
帯
保
証
金
反
訴
請

求
事
件
、
大
阪
地
裁
昭
五
八
（
ワ
）
二
八
八
六
号
、
本
訴
一
部
認
容
、
反
訴
認
容
、
判
例
時
報
ニ
ニ
四
五
号
一

0
0
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

【
事
実
の
概
要
】

A
代
表
者
は
Y
商
社
に
対
し
昭
和
五
一
年
頃
、

A
が
B
か
ら
綿
布
等
の
織
物
を
仕
人
れ
る
に
つ
い
て
、

Y
が
B
と
A
と
の
間
に
介
入

し
て
取
引
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。

Y
は
こ
れ
を
承
認
し
、

直
接
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
、
同
年
―
二
月
頃
、

右
取
引
の
実
行
方
法
は
、

Y
が
B
か
ら
買
っ
た
織
物
を
A
に
転
売
す
る
継
続
的
供
給
取
引
を
開
始
し
、
同
五
七

年
五
月
頃
ま
で
、
右
取
引
を
継
続
し
た
。

X
は
Y
に
対
し
、

Y
が
B
か
ら
出
荷
案
内
書
及
び
請
求
書
、
並
び
に

A
か
ら
物
品
受
領
書
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い

て
、
商
品
名
、
数
量
及
び
代
金
額
等
を
記
載
し
た
売
約
証
及
び
買
約
証
兼
貨
物
受
領
書
と
題
す
る
書
面
を
作
成
し
、

B
に
対
し
右
の
売

約
証
、
及
ぴ

A
に
対
し
右
買
約
証
兼
貨
物
受
領
書
を
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
、

Y
が
こ
れ
ら
の
書
面
に
よ
っ
て
織
物
の
引
渡
を
確
認
し
た
上
、
代
金
支
払
い
の
た
め
、

B
に
対
し

B
を
受
取
人
と
す
る
約
束
手
形
を
振

出
交
付
す
る
と
と
も
に
、

Y
は
転
売
代
金
と
し
て

A
か
ら
約
束
手
形
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
織
物
の
引
渡
に
つ
い
て
は
、

書
類
上
は

A
の
指
定
し
た
倉
庫
に
お
い
て
、
引
渡
し
た
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
が
現
実
に
引
渡
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Y
の
本
件
継

続
的
供
給
取
引
の
担
当
者
ら
は
、
取
引
の
継
続
中
は
B
の
出
荷
案
内
書
及
び

A
の
貨
物
受
領
書
が
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
商
品

の
現
実
の
引
渡
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

【

6
】

一
億
四
七
三
三
万
六
七
三
九
円
を
、
支
払
方
法

B
及
び

A
と
の
間
で

A
へ
の
織
物
の
引
渡
は

B
が
A
の
指
定
す
る
場
所
に

A
が
Y
に
対
し
て
負
担
す
る
廂
品
代
金
等
の
債
務
に
つ
き
連
帯
保
証
し
た
。

B
及
び

A
が
、
右
各
書
面
に
記
名
押
印
し
て
こ
れ
を
返
送
し
、

A
が
昭
和
五
七
年
五
月
一

0
日
に
倒
産
し
た
の
で
、

X
は
Y
と
の
間
で
昭

和
五
七
年
六
月
一
七
日
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
基
づ
く
保
証
債
務
の
履
行
と
し
て
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
七
三

（
九
三
一
）

い
ず
れ
も
、
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四
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五
号

（九――三）

は
小
切
手
及
び
約
束
手
形
で
分
割
し
て
支
払
う
こ
と
と
し
、
振
出
し
交
付
す
る
と
と
も
に
、

X
は
Y
に
対
し
右
保
証
債
務
の
担
保
と
し

て
、
不
動
産
に
極
度
額
一
億
三
二

0
0
万
円
の
根
抵
当
権
を
設
定
す
る
旨
の
覚
書
を
作
成
し
て
署
名
押
印
し
、
設
定
登
記
手
続
に
必
要

な
委
任
状
等
の
書
類
を
交
付
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
七
年
六
月
二
八
日
頃
、
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
代
金
債
権
の
有
無
に
つ
い
て

の
Y
X
間
の
交
渉
過
程
で
、
実
際
に

B
か
ら
A
に
織
物
が
入
庫
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

Y
の
担
当
者
が
指
定
倉
庫
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
本
件
継
続
的
供
給
取
引
に
基
づ
く
織
物
の
引
渡
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

に
含
ま
れ
ず
、
す
で
に
交
付
し
た
小
切
手
、
約
束
手
形
の
返
還
及
び
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
。

＿
判
決
要
旨
】

間
で
な
さ
れ
、

X
は
Y
に

対
し
、
保
証
の
対
象
と
な
っ
た
売
買
は
架
空
の
取
引
で

Y
の
担
当
者
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、

A
の
代
金
債
務
は
保
証
の
範
囲
内

本
件
売
買
契
約
に
つ
い
て
、

Y
が
B
か
ら
商
品
を
買
っ
て
直
ち
に

A
に
転
売
し
、
商
品
の
引
渡
は

Y
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
B
A

B
と
A
と
の
間
だ
け
で
書
類
の
授
受
、
売
買
代
金
の
決
済
を
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
本
件
継
続
的
供
給
取
引
は
、

経
済
的
な
実
質
に
お
い
て
は
、
主
に
、

Y
が
B
及
び

A
に
対
し
金
融
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る

が
、
法
的
な
形
式
に
お
い
て
は
、

B
と
Y
と
の
間
及
び

Y
と
A
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
」
と
し
た
上
で
、
「
A
は
Y
に
対
し
、
綿
布
等
を
買
っ
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、
そ
の
こ
と
を
告

げ
ず
に
本
件
売
買
契
約
を
締
結
す
る
旨
の
申
し
込
み
の
意
思
表
示
を
し
て
い
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

Y
は

B
の
出
荷
案
内
書
及
び

A
の
貨
物
受
領
書
に
よ
っ
て
商
品
の
引
渡
を
確
認
し
て
、
尚
品
の
引
渡
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

Y
は
A
が
売
買
の
意
思
の
な
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が
あ
っ

関
法

一
七
四



と
は
い
え
な
い
。
」
と
判
ホ
し
た
。

因
に
つ
い
て
主
張
立
証
は
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、

一
七
五

一
連
の
判
決
と
同
様
に
扱
っ
て
し
か
る
べ
き

た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
件
売
買
契
約
は
、
民
法
九
三
条
但
書
に
よ
っ
て
も
無
効
な
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、
そ
の
他
に
無
効
原

A
は
現
実
の
引
渡
が
な
い
の
に
受
領
書
を

y
に
交
付
し
、
「
Y
は
A
の
商
品

を
受
領
し
た
旨
の
表
示
を
信
頼
し
て
経
済
的
出
捐
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

A
は
Y
に
対
し
前
の
表
示
を
翻

し
、
商
品
の
引
渡
し
が
な
い
旨
の
こ
れ
と
矛
盾
す
る
内
容
の
主
張
を
す
る
こ
と
は
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

A
は
Y
に

対
し
、
商
品
の
引
渡
し
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
す
る
な
ど
し
て
、
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
代
金
債
務
及

び
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
、
保
証
債
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
「
A
の
Y
に
対
す
る
本
件
売
買

契
約
に
基
づ
く
代
金
債
務
及
び
遅
延
損
害
金
支
払
債
務
は
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
に
基
づ
く
X
の
保
証
債
務
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
た
る
債
務
者
が
、
債
権
者
に
対
し
、
商
品
の
引
渡
し
の
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
結
果
、
保

証
人
も
ま
た
、
債
権
者
に
対
し
、
右
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
。
さ
ら
に
、

錯
誤
無
効
の
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
「
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
代
金
債
務
が

X
の
保
証
債
務
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
右
に
判
断

し
た
と
お
り
で
あ
る
と
こ
ろ
、
現
実
に
行
わ
れ
た

A
、
Y
間
の
売
買
に
前
記
認
定
の
よ
う
な
特
殊
な
点
が
あ
り
、
こ
の
点
は
保
証
人
で

あ
る

X
の
予
測
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
本
件
連
帯
保
証
契
約
が
、
要
素
の
錯
誤
に
よ
り
無
効
と
な
る
も
の

本
判
決
は
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
で
あ
る
他
の
事
例
と
は
異
な
り
、
継
続
的
供
給
取
引
に
お
け
る
空
売
買
の
事
例
で
あ
る
が
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
売
買
契
約
が
基
礎
に
あ
っ
て
割
賦
販
売
、
立
替
払
と
な
っ
て
い
る
以
上
、

で
あ
る
。
判
決
は
、
本
件
継
続
的
供
給
取
引
の
経
済
的
な
実
質
が
金
融
の
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
せ
ず
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
一
二
三
）



と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
。

第
五
三
巻
四
•
五
号

法
的
な
形
式
に
お
い
て
は
、

買
契
約
は
民
法
九
三
条
の
心
裡
留
保
で
あ
る
と
し
、

そ
の
こ
と
を
告
げ
ず
に
本
件
売
買
契
約
を
締
結
す
る
旨
の
申
し
込
み
の
意
思
表
示
を
行
っ
た
が
、

受
領
書
に
よ
っ
て
商
品
の
引
渡
が
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
過
失
が
あ
っ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
九
三
条
但
書

に
よ
っ
て
も
無
効
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
有
効
な
売
買
契
約
が
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、

A
は
商
品
の
引
渡
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
売
買
契
約
の
無
効
を
信
義
則
上
主
張
し
得
な
い
か
ら

約
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
と
い
え
ば
、
信
義
則
に
よ
る
理
由
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
）
、
保
証
人
も
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し

得
な
い
と
し
、
主
た
る
債
務
が
無
効
で
な
い
か
ら
保
証
契
約
の
無
効
も
主
張
し
得
な
い
と
し
て
い
る
が
、
主
た
る
債
務
に
関
し
て
主
た
る

債
務
者
が
債
権
者
に
無
効
を
主
張
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
主
た
る
債
務
の
保
証
人
が
な
ぜ
主
た
る
債
務
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
か
、

ま
た
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
の
無
効
を
主
張
で
き
な
い
と
し
て
も
保
証
契
約
の
無
効
を
も
主
張
で
き
な
い
こ
と
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
な
る

の
か
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
錯
誤
に
関
し
て
も
、
原
告
の
主
張
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
錯
誤
無
効
を
否
定
す
る
理
由

が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

締
結
し
た
と
き
の
経
緯
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

い
し
、
同
時
に
そ
れ
は

B
、

関
法

B
Y
間
及
び

Y
A
間
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
な
が
ら
、
本
件
に
お
い
て
は

Y
A
間
の
売

A
は
Y
に
対
し
、
綿
布
等
を
買
っ
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
意
思
が
な
い
の
に
、

X
の
保
証
債
務
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
論
じ
る
の
み
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
連
帯
保
証
契
約
を

X
の
保
証
意
思
は
、

（
心
裡
留
保
で

A
は
Y
に
対
し
て
売
買
契

（
九
三
四
）

Y
は
B
の
出
荷
案
内
書
及
び

A
の
貨
物

Y
A
間
が
有
効
な
売
買
契
約
で
あ
り
、

A
の
Y
に
対
す
る
債
務
を
保
証
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ

A
、
Y
間
の
取
引
が
正
常
な
目
的
物
の
引
渡
の
あ
る
、
有
効
な
契
約
か
ら
発
生
し
た
債
務
で
あ
る
こ
と
を

「
当
然
の
前
提
」
と
し
て
い
た
と
解
す
べ
き
て
あ
る
。
こ
の
前
提
を
全
く
欠
い
て
い
る
以
上
、
保
証
契
約
は
無
効
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

一
七
六



東
京
地
判
平
成
二
年
五
月
一
六
日
「
空
調
機
器
・
店
舗
什
器
リ
ー
ス
事
件
」
（
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
東
京
地
裁
昭
六
二
（
ワ
）
一

四
五
四
二
号
、
請
求
認
容
、
判
例
時
報
一
三
六
三
号
九
八
頁
）
錯
誤
無
効
否
定

【
事
実
の
概
要
】

【

7
】

リ
ー
ス
会
社
X
は、

ユ
ー
ザ

l

A
と
の
間
で
、
昭
和
五
八
年
五
月
二
五
日
、

一
七
七

A
が
デ
ィ
ー
ラ

l
B
か
ら
購
入
し
た
空
調
機
器
、
店
舗

什
器
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
期
間
同
年
同
日
か
ら
昭
和
六
三
年
五
月
二
四
日
ま
で
、
リ
ー
ス
料
毎
月
一
四
万
一

0
0
0
円、

リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
、

Y
は
同
じ
く
昭
和
五
八
年
五
月
二
五
日
A
の
X
に
対
す
る
債
務
に
つ
き
連
帯
保
証
し
た
。
し
か
し
、

に
振
出
し
た
約
束
手
形
を
不
渡
り
に
し
た
の
で
、

X
は
A
の
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
を
理
由
に
契
約
を
解
除
し
、

A
は
X

Y
に
対

し
規
定
損
害
金
お
よ
び
未
払
い
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
を
訴
求
。

Y
は
抗
弁
と
し
て
、
本
件
は
主
債
務
者
A
が
訴
外
B
ら
と
共
謀
し
て

リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
を
伴
わ
な
い
金
員
借
入
の
た
め
の
空
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
右
A
は
こ
の
こ
と
を

Y
ら
に
隠
し
、
あ

た
か
も
真
実
リ
ー
ス
契
約
を
す
る
か
の
如
く
装
っ
た
た
め
、

Y
ら
は
、
真
正
な
リ
ー
ス
契
約
と
誤
信
し
、
本
件
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

連
帯
保
証
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ー
ス
契
約
と
金
銭
消
費
貸
借
契
約
と
は
、
契
約
の
内
容
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
法
規
制

も
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
保
証
す
る
内
容
に
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
保
証
契
約
が
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い

て
の
も
の
か
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
に
つ
い
て
の
も
の
か
は
重
大
な
差
異
で
あ
り
、

Y
ら
は
本
件
契
約
が
空
リ
ー
ス
契
約
で
実
質
的
に

金
銭
消
費
貸
借
契
約
で
あ
る
と
知
っ
て
い
れ
ば
、
保
証
契
約
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
差
異
は
意
思
表
示
の
要
素
に
該
当
し
、
本
件
連
帯

保
証
契
約
は
、
意
思
表
示
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
三
五
）

一
日
払
い
で



【
判
決
要
旨
】

第
五
三
巻
四
•
五
号

本
件
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
、
「
本
件
リ
ー
ス
契
約
は
、

資
金
に
つ
い
て
リ
ー
ス
会
社
（
本
件
に
お
い
て
は

x)

リ
ー
ス
物
件
を
ユ
ー
ザ
ー
が
デ
ィ
ー
ラ
ー

か
ら
融
資
を
受
け
る
と
い
う
実
質
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
証

拠
に
よ
れ
ば
、
右
A
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
た
る

B
ら
と
が
共
同
し
て
、
リ
ー
ス
業
者
た
る

X
に
対
し
て
物
件
引
渡
が
さ
れ
た
旨
表
示
し
、
右

B
ら
が
代
金
と
し
て
金
員
を
受
け
取
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
は

A
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

お
い
て
は
、
信
義
則
上
、

を
免
れ
な
い
」
と
し
、

A
は
本
件
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
く
債
務
に
つ
き
、
引
渡
の
欠
鋏
を
抗
弁
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
責
め

Y
の
錯
誤
無
効
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
「
本
件
リ
ー
ス
契
約
は
前
に
判
示
し
た
と
お
り
リ
ー
ス
会
社
か
ら
空
調

機
器
等
の
代
金
に
つ
い
て
融
資
を
受
け
、
リ
ー
ス
料
の
支
払
に
よ
っ
て
そ
の
融
資
金
の
返
済
を
す
る
と
い
う
実
質
を
有
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
本
件
リ
ー
ス
物
件
た
る
空
調
機
器
や
店
舗
什
器
は
い
っ
た
ん
ユ
ー
ザ
ー
に
お
い
て
使
用
を
開
始
し
た
後
に
お
い
て
は
客
観
的
価

値
は
急
速
に
低
下
し
、
相
当
期
日
が
経
過
し
た
後
は
、
担
保
的
機
能
を
殆
ど
持
た
な
い
。
ま
た
、
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
本
件

リ
ー
ス
契
約
締
結
か
ら
同
契
約
解
除
ま
で
に
四
年
余
の
期
間
が
経
過
し
て
お
り
、

A
は
そ
の
間
に
リ
ー
ス
料
債
務
六

0
回
分
の
う
ち
四

〇
厠
分
を
支
払
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
契
約
が
空
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
リ
ー
ス
料
の
支
払
い

状
況
に
特
段
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
リ
ー
ス
物
件
に
つ
い
て

A
へ
の
引
渡
が
な

か
っ
た
こ
と
が

Y
ら
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
で
は
、

Y
ら

の
本
件
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
の
保
証
は
、
現
実
に
目
的
物
件
の
引
渡
が
な
い
点
に
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
リ
ー
ス
会
社
か
ら
金

融
の
利
益
を
受
け
て
、
こ
れ
を
リ
ー
ス
料
と
し
て
割
賦
返
済
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
証
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
意
思

表
示
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

関
法

（
販
売
業
者
）

一
七
八

（
九
三
六
）

か
ら
買
受
け
る



【

8
】

つ
。
こ
れ
は
、
極
め
て
重
大
な
利
害
関
係
で
あ
る
。

本
判
決
も
、
こ
れ
ま
で
の
錯
誤
無
効
否
定
判
決
と
同
様
、

し
た
上
で
、
保
証
人
に
と
っ
て
は
支
払
い
総
額
、
割
賦
金
等
が
重
要
で
あ
り
、
商
品
が
存
在
す
る
こ
と
は
そ
の
担
保
価
値
が
低
い
こ
と
か

ら
も
重
要
で
は
な
い
。
ま
た
、
空
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
リ
ー
ス
料
の
支
払
状
況
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
し
、
こ
と
さ
ら
保
証

人
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
保
証
人
と
リ
ー
ス
会
社
の
利
益
考
量
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
証
意
思
に
つ
い

て
「
リ
ー
ス
会
社
か
ら
金
融
の
利
益
を
受
け
て
、
こ
れ
を
リ
ー
ス
料
と
し
て
割
賦
返
済
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
証
す
る
」
こ
と
と
し
て

お
り
、
保
証
意
思
が
主
た
る
債
務
者
が
リ
ー
ス
会
社
か
ら
金
融
を
得
て
割
賦
返
済
す
る
契
約
の
保
証
を
す
る
意
思
で
あ
る
か
ら
、

と
表
示
の
不
一
致
は
な
く
）
意
思
表
示
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
と
い
え
な
い
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
錯
誤
無
効
否
定
判
決
で
は
必
ず

し
も
は
っ
き
り
と
言
及
し
な
か
っ
た
保
証
意
思
と
は
何
か
に
つ
い
て
判
示
し
て
い
る
点
で
傾
聴
に
値
す
る
。

し
か
し
、

す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。
空
リ
ー
ス
な
ら
ば
、

一
七
九

リ
ー
ス
契
約
に
お
い
て
そ
の
性
質
は
金
融
の
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

A
へ
の
引
渡
が
な
か
っ
た
こ
と
が

Y
ら
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
判
断
は
甘

Y
ら
は
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
正
常
な
経
験
則
的
判
断
で
あ
ろ

最
判
平
成
八
年
―
一
月
＿
二
日
「
ス
パ
ー
大
福
店
舗
内
設
備
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
事
件
」

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
公
刊
物
未
登
載
）
及
び
【

8
_
2】

広
島
高
判
平
成
五
年
六
月
＿
一
日
（
リ
ー
ス
料
等
請
求
控
訴
事
件
、
広
島
高
裁
平
四
（
ネ
）
第
一
五
五
号
、
平
四
（
ネ
）
第
二
四
五
号
、
原

判
決
一
部
取
消
請
求
棄
却
、
そ
の
余
の
控
訴
棄
却
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
三
五
号
二

0
四
頁
）
錯
誤
無
効
肯
定

（
九
三
七
）

（
意
思



X

か
ら
割
賦
•
リ
ー
ス
代
金
を
受
け
取
っ
た
。

【
事
実
の
概
要
】

控
訴
人

YI
（
ス
ー
パ
ー
の
経
営
者
）

せ
た
が
、

B
会
社
の
代
表
者
C
と
親
し
く
な
り
、

と
な
っ
た
。

Yl
は
別
支
店
の
開
店
（
―
-
八

0
0
万
円
の
費
用
）

万
円
）
も
支
払
っ
た
。

し
か
し
、

関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

（
九
三
八
）

は
A
会
社
の
指
導
を
受
け
て

A
の
紹
介
で
あ
る

B
会
社
に
ス
ー
パ
ー
支
店
の
改
装
工
事
を
行
わ

C
の
依
頼
を
受
け
て

B
会
社
の
た
め
二

0
0
0
万
円
の
融
通
手
形
を
振
り
出
す
関
係

yi
は
C
か
ら

B
会
社
の
資
金
繰
り
の
た
め
当
該
支
店
の
工
事
を
利
用
し
て
リ
ー
ス
契
約
等
を
締
結
し
て
金
融
を
得
る
事
を

依
頼
さ
れ
承
諾
し
、
別
会
社
D
会
社
に
店
舗
設
備
一
式
の
リ
ー
ス
契
約
と
店
舗
内
設
備
に
つ
い
て
割
賦
販
売
契
約
を
依
頼
し
、
保
守
契

約
先
を

B
会
社
と
し
て
リ
ー
ス
契
約
お
よ
び
割
賦
販
売
契
約
を

X
と
の
間
で
契
約
し
、
連
帯
保
証
人
と
し
て

Yl
が
控
訴
人

Y
z
(
Y
l
の
娘

婿
、
過
去
に
信
用
組
合
か
ら
の
融
資
の
際
に
名
義
貸
し
て
い
た
）

常
務
取
締
役
控
訴
人
凡
も
そ
の
場
に
出
席
し
署
名
・
捺
印
し
た
。
リ
ー
ス
契
約
書
及
び
割
賦
販
売
契
約
書
と
も
、
そ
の
契
約
条
項
の
な

か
に
連
帯
保
証
条
項
が
あ
り
、
連
帯
保
証
契
約
書
と
一
体
に
な
っ
て
い
た
。

Yl
は
、
約
束
手
形
五
九
通
を
振
り
出
し
、
被
控
訴
人

X
に

交
付
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の
物
件
の
引
渡
し
・
検
収
が
な
い
の
に
割
賦
販
売
物
件
と
リ
ー
ス
物
件
の
検
収
書
を

X
に
交
付
し
、

連
帯
保
証
人
Y
zは
印
鑑
を
Y
lに
預
け
、
本
件
割
賦
•
リ
ー
ス
代
金
の
不
払
い
が
生
じ
た
際
に
、

約
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
承
認
し
て
い
る
と
と
も
に
、
手
形
の
不
渡
り
が
あ
っ
た
時
点
で

X
か
ら
の
保
証

意
思
の
確
認
に
対
し
て
も
認
容
し
て
い
る
。
ま
た
、

3

ま
、
Y
t
 

に
際
し
て

B
会
社
に
工
事
の
一
部
を
請
け
負
わ
せ
、
代
金
(
-
四

0
0

の
署
名
・
捺
印
を
行
い
、

C
が
個
人
と
し
て
署
名
・
捺
印
、

A
会
社

D
は

yl
か
ら
本
件
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
契

C
と
Yl
か
ら

Yl
の
新
店
舗
開
店
に
伴
う
リ
ー
ス
契
約
等
の
締
結
の
た
め
の

連
帯
保
証
人
の
委
託
を
受
け
て
承
諾
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
件
が
引
渡
さ
れ
実
際
に
買
い
受
け
、
借
り
受
け
る
も
の
と
信
じ
て
署
名
・

一
八
〇



ま
た
、

yz
に
つ
い
て
は
、

yz
は
Yl
を
代
理
人
と
し
て

捺
印
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
後
に

Yl
の
手
形
が
不
渡
り
に
な
っ
た
と
き
、
残
額
未
払
い
分
に
つ
い
て
は

B
が
手
形
を
振
り
出

し
て
支
払
う
旨
を
承
認
し
、
連
帯
保
証
債
務
履
行
証
書
に
も
記
名
・
捺
印
し
て
い
る
が
、

を
受
け
、

yl
に
事
情
を
確
か
め
る
ま
で
空
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
の
認
定
が
あ
る
。

【
原
審
判
決
要
旨
及
び
上
告
審
判
決
】

一
八

X
か
ら
書
面
に
よ
る
保
証
債
務
履
行
の
請
求

最
判
は
、
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
被
上
告
人
の
し
た
本
件
保
証
の
意
思
表
示
が
錯
誤
に
よ
り
無

効
で
あ
る
と
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
過
程
に
も
所
論
の
違
法
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

原
審
は
、

yl
に
対
し
て
は
自
ら
が
本
件
割
賦
販
売
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
く
法
律
上
の
権
利
義
務
を
取
得
す
る
地
位
に
つ
く
こ

と
を
承
認
し
そ
の
当
事
者
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
義
貸
し
・
通
謀
虚
偽
表
示
・
心
裡
留
保
・
錯
誤
等
の
主
張
を
斥
け
た
。

(YZ
は
Yl
に
包
括
的
な
代
理
権
限
を
与
え
て
い
た
）
本
件
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
契

約
に
基
づ
く
Yl
の
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
旨
約
し
た
、
少
な
く
と
も
、

yl
の
右
代
理
行
為
を
追
認
し
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と

し
て

Yz
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
況
に
つ
い
て
は
、
「
連
帯
保
証
契
約
は
特
定
の
主
た
る
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を
目
的
と

す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
連
帯
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
を
な
し
、
連
帯
保
証
の
契

約
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
た
か
と
い
う
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
は
、
主
た

る
債
務
者
が
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
得
た
金
融
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
、
他
に
連
帯
保
証
人
が
い
る
か
、
あ
る
い
は
物
的
担
保
が
あ

る
か
否
か
、
と
い
っ
た
当
然
に
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
な
り
え
な
い
事
情
（
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
あ
た
る
事
情
）

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
l
J

ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
三
九
）

と
同
一
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
、
保
証
契
約
の
契
約
書
と
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
各
契
約
書
と
は
一
体
と
な
っ
て
お
り
、



と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。

あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
者
の
資
力
に
関
す
る
錯
誤
は
当
然
に
は
要
素
の
錯
誤
に
当
た
る
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
保
証
人
が
保

証
す
る
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
情
報
で
あ
る
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
の
錯
誤
は
、
保
証
人
が
当
然
に
引
き
受
け
た
危
険
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
前
者
と
同
一
視
し
て
要
素
の
錯
誤
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）

は
、
控
訴
人

Yl
で
は
な
く
、

B
が
リ
ー
ス
料
及
び
割
賦
販
売
代
金
の
負
担
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
主
た
る
債
務
者
の
同

一
性
に
つ
い
て
の
錯
誤
が
あ
る
場
合
と
同
視
で
き
る
と
も
い
え
、
こ
の
点
か
ら
も
控
訴
人

5
の
意
思
表
示
に
は
要
素
の
錯
誤
が
あ
っ
た

本
件
は
、
リ
ー
ス
契
約
・
割
賦
販
売
契
約
の
事
例
で
あ
る
が
、
原
審
判
決
は
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
連
帯

保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
を
な
し
、
連
帯
保
証
の
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
た
る
債
務
者
が
金
融
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
か
、
他
に
連
帯
保
証
人
が
い
る
か
、
物
的
担
保
が
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
当
然
に
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
な
り
得
な
い
事

情
（
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
当
た
る
事
情
）
と
は
異
な
る
旨
は
っ
き
り
判
示
し
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連

誤
に
該
当
す
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る

対
象
物
件
の
引
渡
し
の
伴
う
通
常
の
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
態
様
で
あ
る
こ
と
が

X
も
前
提
に
し
、
連
帯
保
証
契
約
の
内

容
と
し
て
契
約
書
上
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
「
リ
ー
ス
物
件
及
び
割
賦
販
売
物
件
の
引
渡
し
が
な
く
、
リ
ー
ス
料
及

び
割
賦
販
売
代
金
を
控
訴
人

Yl
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
控
訴
人
＼
は
本
件
リ
ー
ス
契
約
及
び
本
件
割
賦

販
売
契
約
に
つ
い
て
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
し
、
客
観
的
に
み
て
も
、
通
常
人
な
ら
ば
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
「
し
た
が
っ
て
、
控
訴
人
＼
の
主
た
る
債
務
の
態
様
に
関
す
る
錯
誤
は
、
連
帯
保
証
の
意
思
表
示
の
要
素
の
錯

関
法

第
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（
本
来
主
た
る
債
務
者
の
財
産
状
況
は
、
保
証
人
の
危
険
に
お
い
て
判
断
す
ぺ
き
も
の
で

J¥ 

（
九
四
O
)

ま
た
、
本
件
に
お
い
て



帯
保
証
人
の
錯
誤
は
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
と
は
区
別
し
た
う
え
で
要
素
の
錯
誤
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
最
高
裁
も
こ
の
原
審
判
断

を
是
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
保
証
契
約
の
契
約
書
と
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
各
契
約
書
は
一
体

と
な
っ
て
お
り
対
象
物
件
の
引
渡
し
の
伴
う
通
常
の
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
態
様
で
あ
る
こ
と
が
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と

し
て
契
約
書
上
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
「
リ
ー
ス
物
件
及
び
割
賦
販
売
物
件
の
引
渡
し
が
な
く
、
リ
ー
ス
料
及
び
割
賦

販
売
代
金
を
控
訴
人
Yl
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
控
訴
人
＼
は
本
件
リ
ー
ス
契
約
及
び
本
件
割
賦
販
売
契
約

に
つ
い
て
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
し
、
客
観
的
に
み
て
も
、
通
常
人
な
ら
ば
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
」
と
し
、
動
機
の
錯
誤
に
お
け
る
大
審
院
以
来
の
定
式
を
流
用
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
「
連
帯
保
証
契
約
は
特
定
の
主
た
る
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主

、
、
、
、
、

た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
、
連
帯
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
（
傍
点
筆
者
）
を
な
し
、
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
明
確
に
判
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
、
「
当
然
の
前
提
」
と
さ
れ
た
事
情
は
、

決
し
て
効
果
意
思
の
内
容
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
効
果
意
思
形
成
の
前
段
階
に
位
置
す
る
動
機
に
属
す
る
事
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
本

判
決
は
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
た
か
と
い
う
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
は
、
他
に
連
帯
保
証
人
が
い
る
か
、
あ
る
い
は

他
に
物
的
担
保
が
あ
る
か
と
い
っ
た
当
然
に
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
に
な
ら
な
い
事
情
（
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
あ
た
る
事
情
）
と

、
、
、
、
、
、
、
、

は
異
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
帯
保
証
契
約
の
定
義
と
し
て
「
特
定
の
主
た
る
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を
目
的

、
、
、
、
、
、

と
す
る
契
約
で
あ
る
」
と
の
見
解
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
我
々
の
見
解
は
、
保
証
契
約
は
「
一
定
の
債
務
額
を
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を

目
的
と
す
る
契
約
」
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
連
帯
保
証
契
約
の
契
約
書
と
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
各
契

約
書
と
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
物
件
の
引
渡
の
伴
う
通
常
の
リ
ー
ス
契
約
及
び
割
賦
販
売
契
約
の
態
様
で
あ
る
こ
と
が
連
帯
保
証

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
八
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契
約
の
内
容
と
し
て
契
約
書
上
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
、
す
な
わ
ち
特
定

の
有
効
な
債
務
で
あ
る
こ
と
は
両
当
事
者
が
正
に
「
当
然
の
前
提
」
と
し
て
合
意
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
前
提
合
意
と
し
て

保
証
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
た
と
解
す
る
の
で
、
連
帯
保
証
人
の
意
思
表
示
は
そ
の
真
意
が
正
し
く
表
示
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
意
思
と
表
示
の
不
一
致
た
る
錯
誤
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。
動
機
た
る
事
情
が
「
当
然
の
前
提
と
し
て
」
明
示
・
黙
示
に
表

示
さ
れ
合
意
さ
れ
て
い
る
場
合
に
保
証
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
の
本
判
決
の
見
解
に
は
全
く
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
前

提
合
意
と
し
て
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
保
証
契
約
の
本
質
的
意
思
表
示
の
効
果
意
思
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
は
考

え
な
い
。
条
件
と
同
じ
く
、
附
款
と
し
て
の
前
提
合
意
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
は
錯
誤
、
す
な
わ
ち
要
素
の
錯
誤

に
よ
る
無
効
で
は
な
く
、
前
提
合
意
の
事
実
と
の
不
一
致
、
す
な
わ
ち
前
提
の
欠
如
に
よ
る
無
効
を
帰
結
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

仙
台
地
判
平
成
八
年
二
月
二
八
日
「
エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
商
品
リ
ー
ス
事
件
」

号
、
請
求
棄
却
、
判
例
時
報
一
六
―
四
号
一
―
八
頁
）
錯
誤
無
効
肯
定

【
事
実
の
概
要
】

ユ
ー
ザ
ー
の
水
産
加
工
企
業
組
合
A
が
C
を
仲
介
人
と
し
て
リ
ー
ス
会
社
X
と
取
引
関
係
に
あ
っ
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ

l
B
か
ら
厨
房
用

冷
凍
冷
蔵
庫
一
式
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、
交
渉
が
A
の
実
質
的
経
営
者
ふ
と

C
と
の
間
で
進
め
ら
れ
て
い
た

て
A
組
合
に
納
入
す
る
予
定
）
が
、
リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
し
は
な
く
、

た
旨
の
借
受
証
が
X
に
郵
送
さ
れ
、

【

9
】

関
法

（
九
四
二
）

A
か
ら
理
事
長
ふ
名
義
で
本
件
リ
ー
ス
物
件
の
引
渡
し
を
受
け

X
は
B
に
代
金
を
支
払
っ
た
。

Yl.yz
は
A
の
従
業
員
で
あ
り
、
本
件
リ
ー
ス
契
約
に
お
い
て
、

一
八
四

(
C
か
ら
直
接
仕
入
れ

（
リ
ー
ス
料
請
求
事
件
、
仙
台
地
裁
平
五
（
ワ
）
―

1
0



A
の
専
務
理
事
Al
か
ら
X
と
A
と
の
リ
ー
ス
契
約
の
連
帯
保
証
人
に
な
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
契
約
書
の
賃
借
人
の
欄
に

A
組
合
の
代
表

理
事
Az
で
は
な
い
理
事
長
ん
名
の
ゴ
ム
印
に
よ
り
記
名
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
Al
に
求
め
ら
れ
て
署
名
・
捺
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

X
は
A
が
支
払
い
を
行
わ
な
い
の
で
、

一
八
五

A
の
従
業
員
で
あ
る
連
帯
保
証
人

Yl.yz
（
空
リ
ー
ス
に
つ
い
て
不
知
）
に
請
求
し
た
が
、

Y1 

は
後
に

Al
か
ら
本
件
リ
ー
ス
契
約
は
審
査
段
階
で
は
ね
ら
れ
て
し
ま
い
、
破
棄
に
な
っ
た
と
聞
き
、
成
立
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
っ
て

い
た
が
、
そ
の
一
年
半
後
Al
か
ら
Al
と
ふ
や
C
や
X
の
営
業
マ
ン
が
組
ん
で
資
金
繰
り
の
た
め
に
空
リ
ー
ス
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と

聞
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、

て
い
な
い
こ
と
、
等
を
聞
い
た
旨
の
主
張
を
行
っ
た
が
、
再
三
の
証
人
呼
び
出
し
に
か
か
わ
ら
ず
C
の
出
頭
が
な
か
っ
た
の
で

X
の
従

業
員
の
関
与
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
錯
誤
の
主
張
を
認
め

X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

【
判
決
要
旨
】

C
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

B
か
ら
C
が
受
け
取
っ
た
金
は
全
部
ふ
が
持
ち
逃
げ
し
、
自
分
は
金
を
受
け
取
っ

判
決
は
、
【
8
】
判
決
と
ほ
ぼ
同
様
に
「
連
帯
保
証
契
約
は
、
特
定
の
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を
目
的
と
す
る
契
約
で

あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
連
帯
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
を
な
し
、
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
た
か
と
い
う
債
務
の
発
生
原
因
は
、
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
契

約
に
よ
っ
て
得
た
金
融
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
、
他
に
連
帯
保
証
人
が
い
る
か
、
あ
る
い
は
物
的
担
保
が
あ
る
か
否
か
、
と
い
っ

た
当
然
に
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
は
な
り
え
な
い
事
情
（
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
あ
た
る
事
情
）

な
い
。
」
、
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
し
て
契
約
書
上
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
し
、
連
帯
保
証
人
が
空

リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
連
帯
保
証
人
に
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
認
で
き
、
客
観
的
に
見
て
も
通
常
人
な
ら

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き

（
九
四
三
）



と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
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（
九
四
四
）

ば
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
Y
ら
の
主
た
る
債
務
の
態
様
に
関
す
る
前
記
の

錯
誤
は
、
連
帯
保
証
の
意
思
表
示
の
要
素
の
錯
誤
に
該
当
す
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

Y
ら
は
、
動
機
の
錯
誤
と
し
て
主
張
し

て
い
る
が
、
右
の
と
お
り
単
な
る
動
機
の
錯
誤
で
は
な
く
、
意
思
表
示
の
要
素
の
錯
誤
に
該
当
す
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、

動
機
が
表
不
し
て
い
た
か
否
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
」
、
さ
ら
に
、
「
正
常
な
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
き
、
特
定
の
設
備
に
投
資
し
、
そ

れ
を
使
用
収
益
し
な
が
ら
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
く
場
合
と
、
空
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
そ
の
場
し
の
ぎ
の
金
融
の
利
益
を
得
る
場
合
と
で

は
、
主
た
る
債
務
者
に
よ
る
返
済
の
確
実
性
に
相
違
が
あ
り
、
保
証
人
の
予
測
す
べ
き
リ
ス
ク
の
範
囲
や
質
が
違
う
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
て
、
リ
ー
ス
契
約
の
経
済
的
実
体
が
金
融
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
形
式
が
賃
貸
借
で
あ
る
こ
と
や
、
右
の
よ
う
な
空

リ
ー
ス
の
社
会
的
実
態
を
無
視
し
て
、
空
リ
ー
ス
に
つ
い
て
の
保
証
を
単
な
る
金
銭
の
保
証
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
も
の

本
件
も
リ
ー
ス
契
約
の
事
案
で
あ
る
が
、
【
8
】
判
決
と
同
様
の
論
理
構
成
を
行
い
な
が
ら
、
単
な
る
動
機
の
錯
誤
で
は
な
く
、
意
思

表
示
の
要
素
の
錯
誤
に
該
当
す
る
か
ら
、
動
機
の
表
示
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
た
う
え
で
、
正
常
な
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
場
合
と
融
資

目
的
で
あ
る
場
合
と
で
は
保
証
人
の
リ
ス
ク
の
範
囲
や
質
が
違
う
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
。

主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
連
帯
保
証
契
約
の
「
当
然
の
前
提
」
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
連
帯
保
証
契
約

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
判
示
は
正
当
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
「
当
然
の
前
提
」
が
い
か
な
る
意
味
で
契
約
内
容
に
な
っ
て
い
る
か

が
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
連
帯
保
証
契
約
の
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
、
す
な
わ
ち
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
に
な
る
の
で
は
な

く
、
付
随
款
的
合
意
た
る
条
件
•
前
提
の
合
意
と
し
て
契
約
内
容
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
も
か
か
る
前
提
合
意

関
法

一
八
六



一
八
七

の
事
実
と
の
不
一
致
、
す
な
わ
ち
前
提
の
欠
如
と
し
て
連
帯
保
証
契
約
は
無
効
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

【

9
】
判
決
を
さ
ら
に
検
討
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ユ
ー
ザ
ー
た
る

A
組
合
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ

l
B
か
ら
冷
蔵
庫
一

式
を
購
入
す
る
た
め
、
リ
ー
ス
会
社
X
が
形
式
上
買
主
と
な
り
、
代
金
を
B
に
支
払
い
、
こ
れ
を
賃
貸
借
の
形
で

A
組
合
に
引
渡
し
、

こ
ろ
、
法
形
式
的
に
は

X
が
B
か
ら
目
的
物
を
購
入
し
て
代
金
を
B
に
支
払
い
、

割
賦
で
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

A 

組
合
が
こ
れ
を
賃
借
し
つ
つ
、
割
賦
で
代
金
と
利
息
分
を
支
払
っ
て
い
く
と
い
う
契
約
内
容
が
本
件
の
リ
ー
ス
契
約
で
あ
ろ
う
。

X

A
間

の
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
各
当
事
者
間
の
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
は
、
本
来
A
の
B
に
対
す
る
代
金
債
務
を
X
が
立
替
え
て
支
払
う
と

A
は
X
に
賃
借
料
と
し
て
こ
の
代
金
に
利
息
を
の
せ
て

X

B
間
の
売
買
契
約
と

X

A
間
の
賃
貸
借
契
約
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
以
上
、
有
効
な
売
買
契

約
、
有
効
な
賃
貸
借
契
約
と
し
て
目
的
物
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
し
て
前
記
本
質
的
意
思
表
示
が
成
立
し
て

い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
有
効
な
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
有
効
な
賃
貸
借
契
約
と
し
て
目
的
物
の
引
渡
し
が
完
了
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
す
な
わ
ち
、
効
果
意
思
の
内
容
で
は
な
く
、
附
款
と
し
て
の
条
件
と
同
じ
く
、
前
提
合

意
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
リ
ー
ス
契
約
の
内
容
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
重
要
だ
か
ら
と
い
っ

て
要
素
の
錯
誤
に
な
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
錯
誤
は
意
思
と
表
示
の
不
一
致
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
前
記
前
提
内
容
は
当
事
者

の
内
面
の
意
思
で
あ
り
、
こ
の
内
面
の
意
思
は
正
し
く
表
示
さ
れ
て
附
款
と
し
て
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
以
上
、
ど
こ
に

も
意
思
と
表
示
の
不
一
致
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
我
々
の
見
解
の
よ
う
に
意
思
表
示
内
容
を
厳
格
に
考
え
る
な
ら
ば
、

A
の
従
業
員
た
る

Y
ら
が

A
の
X
に
対
す
る
債
務
を
連
帯
保
証
し
て
い
る
場
合
に
は
、
判
旨
の
い
う
と
お
り
A
の
X
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
主
債
務
が
い

か
な
る
原
因
か
ら
生
じ
て
い
る
か
、
本
件
に
即
し
て
い
え
ば
、

引
渡
し
を
受
け
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

右
に
加
え
て

X
が
B
か
ら
目
的
物
を
購
入
し
て
代
金
を
B
に
支
払
い
、

X
に
賃
借
料
と
し
て
こ
の
代
金
に
利
息
を
の
せ
て
割
賦
で
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
に

（
九
四
五
）

A
は
目
的
物
の
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な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、

し
か
し
、
こ
れ
は
、

Y
ら
の
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
（
す
な
わ
ち
、

リ
ー
ス
債
務
を
Y
ら
が
A
に
代
わ
っ
て
支
払
う
1
1
保
証
す
る
）

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

A
の
X
に
対
す
る
一
定
額
の

Y
の
こ
の
本
質
的
意
思
表
示
内
容

の
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
附
款
た
る
前
提
と
し
て
本
件
保
証
契
約
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

判
旨
は
、
こ
の
連
帯
保
証
契
約
の
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
と
連
帯
保
証
契
約
と
い
う
法
律
行
為
の
内
容
を
混
同
し
て
お
り
、
内
容
と

な
っ
て
い
て
重
要
な
も
の
だ
か
ら
要
素
の
錯
誤
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
、
単
な
る
動
機
の
錯
誤
で
は
な
い
と
す
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
意
思
欠
鋏
錯
誤
た
る
表
示
の
錯
誤
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
意
思
表
示
の
内
容
と
法
律
行
為
の
内
容

と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
同
一
視
し
て
、
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
ら
要
素
の
錯
誤
だ
と
短
絡
的
に
考
え
る
誤
り
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
あ
る
事
情
が
法
律
行
為
II
契
約
の
「
当
然
の
前
提
」
と
な
っ
て
い
る
と
判
示
す
る
従
来
の
判
例
の
全
て
の
事
案
に
お
い
て

「
当
然
の
前
提
」
と
な
っ
た
事
情
は
、
あ
く
ま
で
も
動
機
た
る
事
情
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
前
提
と
し
て
契
約
内
容
化
す
る

と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
動
機
た
る
前
提
は
、
表
意
者
の
意
思
表
示
の
効
果
意
思
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い
。
も
し
、
こ
れ

が
効
果
意
思
内
容
に
な
る
こ
と
を
認
め
た
な
ら
ば
、
例
え
ば
立
替
払
契
約
で
あ
れ
ば
、
「
B
A
間
の
現
実
に
目
的
物
の
引
渡
し
が
な
さ
れ

た
有
効
な
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
代
金
を
X
が
立
替
払
い
し
、
こ
の
立
替
払
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
A
の
X
に
対
す
る
一
定
額
の
債

務
を
Y
が
保
証
す
る
」
が
効
果
意
思
内
容
と
な
り
、
こ
れ
が
表
示
さ
れ
て
X
が
こ
れ
に
応
じ
た
以
上
、

X
は
引
渡
し
の
な
さ
れ
た
有
効
な

売
買
契
約
で
あ
る
こ
と
を
引
き
受
け
た
債
務
内
容
と
な
る
か
ら
、
契
約
は
完
全
に
有
効
で
空
渡
し
の
架
空
売
買
で
あ
っ
た
な
ら
、

X
の
債

務
不
履
行
を
理
由
に
契
約
を
解
除
し
う
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
B
A
間
の
現
実
に
目
的
物
の
引
渡
し
が
な
さ
れ

た
有
効
な
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
代
金
を
X
が
立
替
払
い
し
、
こ
の
立
替
払
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
A
の
X
に
対
す
る
一
定
額
の
債

務
を
Y
が
保
証
す
る
」
の
意
思
は
正
し
く
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
思
と
表
示
と
の
間
に
は
い
さ
さ
か
も
不
一
致
は
な
く
、

関
法

一
八
八
（
九
四
六
）



支
払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

A
は
印
刷
物
の
作
成
、
企
画
等
を
目
的
と
す
る
会
社
、

社
で
あ
り
、

X
は
A
と
の
間
で
、
平
成
七
年
―
二
月
六
日
に

A
が
B
か
ら
購
入
す
る
印
刷
用
機
械
の
代
金
三

0
0
万
円
を
立
替
払
い
す

る
立
替
払
契
約
を
同
日
締
結
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

七
八
万
三
三
三
円
を
平
成
八
年
一
月
―
一
七
日
限
り
六
万
三
三
三
三
円
、
同
年
―
一
月
か
ら
平
成
―
二
年
―
二
月
ま
で
毎
月
一
一
七
日
限
り
六

万
三

0
0
0
円
ず
つ
に
分
割
し
て
支
払
う
、

A
は
X
に
対
し
て
立
替
金
三

0
0
万
円
及
び
手
数
料
七
八
万
三
三
三
円
の
合
計
三

A
が
分
割
金
の
支
払
い
を
一
回
で
も
遅
滞
し
た
と
き
は
期
限
の
利
益
を
喪
失
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

Y
は
A
の
従
業
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
る
が
、
平
成
七
年
―
―
一
月
六
日
、

に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
つ
い
て
連
帯
し
て
保
証
す
る
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
際
、
立
替
払
契
約
と
連
帯
保
証
契

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

に
よ
る
立
替
金
の
支
払
債
務
に
つ
き
連
帯
保
証
を
し
た
Y

（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
に
対
し
立
替
金
等
の
残
金
と
遅
延
損
害
金
の

B
は
印
刷
、
製
本
、
製
版
の
各
種
機
械
及
び
資
材
の
販
売
を
目
的
と
す
る
会

本
件
は
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
を
目
的
と
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
X

【
事
実
の
概
要
】

頁
）
錯
誤
無
効
肯
定

二
号
、
破
棄
自
判
、
判
例
時
報
一
八

0
五
号
五
六
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
―

1
0
九
号
一
―
一
九
頁
、
金
融
法
務
事
情
一
六
六
七
号
九
〇

【

10】
錯
誤
に
つ
い
て
語
る
余
地
は
全
く
な
く
な
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

一
八
九

最
判
平
成
―
四
年
七
月
―
一
日
「
印
刷
機
械
ク
レ
ジ
ッ
ト
立
替
払
事
件
」
（
保
証
債
務
請
求
事
件
、
最
高
裁
平
―
―

X
に
対
し
本
件
立
替
払
契
約
に
基
づ
き
A
が
X

（
九
四
七
）

（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
が
商
品
代
金
の
立
替
払
契
約

（
受
）
六
〇



第
五
三
巻
四
•
五
号

（
九
四
八
）

約
は
同
一
書
面
を
用
い
て
締
結
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
契
約
書
に
は
、
販
売
店
で
あ
る
B
、
商
品
で
あ
る
本
件
機
械
、
商
品
購
入
代
金
が

な
お
、
本
件
立
替
払
契
約
に
は
、
機
械
の
所
有
権
は
B
か
ら
X
に
移
転
し
、

X
に
対
す
る
債
務
が
完
済
さ
れ
る
ま
で
は
所
有
権
が
留

保
さ
れ
る
旨
の
特
約
と
、

A
が
支
払
い
を
遅
滞
し

X
か
ら
要
求
さ
れ
た
と
き
は
直
ち
に
機
械
を
引
渡
し

X
が
客
観
的
に
見
て
相
当
な
価

格
を
も
っ
て
立
替
払
契
約
に
基
づ
く
債
務
及
び
商
品
等
の
引
取
り
、
保
管
、
査
定
、
換
価
に
要
す
る
費
用
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
が

と
こ
ろ
が
、

A
は
実
は
本
件
立
替
払
契
約
に
先
立
っ
て
別
会
社
か
ら
本
件
機
械
と
同
種
の
機
械
を
取
得
し
平
成
七
年
―
一
月
初
旬
に

は
す
で
に
納
入
を
済
ま
せ
て
お
り
、

A
の
代
表
者
は
同
年
一

0
月
中
旬
ご
ろ
営
業
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
実
際
に
は
売
買
契
約
が
な
い

の
に
本
件
機
械
を
購
入
す
る
形
を
取
っ
た
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
計
画
、
本
件
立
替
払
契
約
を
締
結
し
B
と
の
間
で

X
か
ら
B
に

支
払
わ
れ
た
代
金
の
う
ち
振
り
込
み
手
数
料
等
を
控
除
し
た
残
金
を
A
に
交
付
す
る
こ
と
を
合
意
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、

Y
は
本
件
立
替
払
契
約
に
お
け
る
本
件
売
買
契
約
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

X
は
平
成
八
年
一
月
五
日
、

B
に
対
し
て
三

0
0
万
円
を
立
替
払
し
た
が
、

A
は
同
年
二
月
二
七
日
ま
で
に
支
払
う
べ
き
分
割
金
の

支
払
を
怠
り
同
日
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
。
そ
こ
で
、

支
払
い
を
訴
求
。

y
は
抗
弁
と
し
て
、
本
件
立
替
払
契
約
は

B
か
ら
A
へ
の
商
品
引
渡
し
を
伴
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約

で
あ
っ
て
、

Y
は
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
本
件
連
帯
保
証
契
約
は
要
素
の
錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

で
き
る
旨
の
特
約
が
あ
っ
た
。

表
示
さ
れ
て
い
た
。

関
法

X
は
Y
に
対
し
て
立
替
金
等
残
金
二
五
一
万
七

0
0
0
円
と
遅
延
損
害
金
の

一
九
〇



る
本
件
請
求
を
認
容
。

【
原
審
判
決
要
旨
】

一
九

【1
0
1
1
】
東
京
地
判
平
成
一

0
年
三
月
二
三
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
一
五
号
一
五

0
頁）

は
、
本
件
立
替
払
契
約
の
よ
う

な
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
つ
い
て
、
そ
の
性
質
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
顧
客
並
び
に
販
売
店
の
双
方
に
金
融
の
便
宜
を
与
え
る
と
い
う
金
融

の
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
証
人
に
と
っ
て
は
支
払
い
総
額
、
割
賦
金
の
額
等
が
重
要
で
あ
り
、
商
品
と
い
う
担
保
は
あ
る
に
し

て
も
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
引
取
り
義
務
は
な
く
、
担
保
価
値
も
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
品
の
担
保
価
値
を
考
慮
し
て
保
証
契

約
の
締
結
の
可
否
を
決
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
知
っ
た
な
ら
ば
連
帯
保
証
契
約
締
結
は
し
な

か
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
保
証
契
約
に
お
い
て
機
械
の
引
渡
し
は
重
要
な
意
味
を
持
た
ず
、
契
約
の
意
思
表
示

の
要
素
に
は
あ
た
ら
ず
そ
の
誤
信
は
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
と
判
示
。
動
機
の
錯
誤
と
し
て

X
に
対
し
て
表
示
さ

れ
た
も
の
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
以
上
、
錯
誤
無
効
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て

Y
の
主
張
を
排
斥
し
、

原
審
で
あ
る
【
1
0
_
2
】
東
高
判
平
成
＿
一
年
二
月
九
日
も
X
の
請
求
を
認
容
し
、

様
に
、
ま
ず
、
本
件
立
替
払
の
よ
う
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
審
の

X
の
Y
に
対
す

Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
原
審
判
断
も
一
審
と
同

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
販
売
店
に
商
品
代
金
を
立
替
払
し
、
主
債
務
者
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
代
金
相
当
額
の
融
資
を
受
け
担
保
と
し
て
商
品
の
所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
性

質
は
金
融
の
性
質
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
体
の
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
あ
ろ
う
と
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
と
異
な
ら
な
い
こ
と
に

鑑
み
る
と
、
本
件
保
証
契
約
に
お
い
て
本
件
機
械
の
引
渡
し
の
有
無
は
連
帯
保
証
人
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
た
ず
契
約
の
意

思
表
示
の
要
素
に
は
あ
た
ら
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
の
誤
信
は
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
と

し
、
次
に
、
本
件
保
証
契
約
が
商
品
売
買
契
約
と
同
一
書
面
で
行
わ
れ
、
販
売
店
名
、
商
品
で
あ
る
本
件
機
械
、
代
金
金
額
が
表
示
さ
れ

（
九
四
九
）



第
五
三
巻
四
•
五
号

【
判
決
要
旨
】
破
棄
自
判

原
則
と
し
て
、
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

（
九
五
O
)

て
い
る
と
し
て
も
主
債
務
が
本
件
機
械
の
売
買
契
約
を
前
提
と
す
る
立
替
払
契
約
で
あ
れ
ば
本
件
保
証
契
約
を
締
結
す
る
が
単
な
る
消
費

貸
借
契
約
で
あ
れ
ば
本
件
保
証
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
動
機
が
表
示
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

「
保
証
契
約
は
、
特
定
の
主
債
務
を
保
証
す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主
債
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
保
証
契
約
の
重
要
な

内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
債
務
が
、
商
品
を
購
入
す
る
者
が
そ
の
代
金
の
立
替
払
を
依
頼
し
そ
の
立
替
金
を
分
割
し
て
支
払
う
立
替

払
契
約
上
の
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
商
品
の
売
買
契
約
の
成
立
が
立
替
払
契
約
の
前
提
と
な
る
か
ら
、
商
品
売
買
契
約
の
成
否
は
、

「
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
•
•
…
•
本
件
立
替
払
契
約
は
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
あ
っ
て
、
本
件
機
械
の
売
買
契
約

は
存
在
せ
ず
、
上
告
人
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
保
証
契
約
に
お
け
る
上
告
人
の
意
思
表
示
は

本
件
立
替
払
契
約
の
よ
う
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
、
そ
の
経
済
的
な
実
質
は
金
融
上
の
便
宜
を
供
与
す
る
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

原
判
決
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
た
る
債
務
が
実
体
の
あ
る
正
規
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
と
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
正
常
な
形
で
金
融
の
便
宜
を
得
る
も
の
で
あ
る
場
合
と
で
、
主
債
務
者
の
信
用
に
実
際

上
差
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
保
証
人
に
と
っ
て
、
主
債
務
が
ど
ち
ら
の
態
様
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
り
、
そ
の
負
う
べ
き
リ
ス

ク
が
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
り
、
看
過
し
得
な
い
重
要
な
相
違
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
、

の
本
件
契
約
書
上
に
本
件
立
替
払
契
約
と
本
件
保
証
契
約
が
併
せ
記
載
さ
れ
て
い
る
本
件
に
お
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
で
あ
る

Y
は
主

法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

関
法

一九

一
通



債
務
者
で
あ
る

A
が
本
件
機
械
を
買
い
受
け
て

X
に
対
し
分
割
金
を
支
払
う
態
様
の
正
規
の
立
替
払
契
約
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提

と
し
、
こ
れ
を
本
件
保
証
契
約
の
内
容
と
し
て
意
思
表
示
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

以
上
に
よ
れ
ば
、
上
告
人
の
本
件
保
証
契
約
の
意
思
表
示
に
要
素
の
錯
誤
が
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
法
令
の
解
釈
適
用
を

誤
っ
た
違
法
が
あ
り
、
こ
の
違
法
は
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
」

（
当
該
の

最
高
裁
は
、
保
証
契
約
は
特
定
の
主
債
務
を
保
証
す
る
契
約
で
あ
り
、
主
債
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
保
証
契
約
の
重
要
な
内

容
で
あ
り
、
主
債
務
が
立
替
払
契
約
の
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
商
品
売
買
契
約
の
成
立
が
立
替
払
契
約
の
前
提
と
な
る
か
ら
、
商
品
売

買
契
約
の
成
否
は
原
則
と
し
て
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
保
証
の
場
合
に

は
、
商
品
売
買
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

に
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
上
告
理
由
の

II
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
動
機
の
錯
誤
と
言
う
文
言
は
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
空

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
を
物
の
性
質
・
性
状
・
来
歴
に
関
す
る
錯
誤
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
と
し
て

扱
っ
た
う
え
で
、
大
審
院
以
来
の
動
機
の
錯
誤
が
要
素
の
錯
誤
と
さ
れ
る
一
―
つ
の
要
件
、
①
「
動
機
（
た
る
事
実
）

に
加
え
る
意
思
が
明
示
・
黙
示
さ
れ
る
こ
と
」
、
②
「
（
動
機
）
錯
誤
が
主
観
的
に
も
客
観
（
合
理
）
的
に
も
重
要
で
あ
る
こ
と

場
合
に
つ
き
通
常
人
の
合
理
的
判
断
を
下
す
も
そ
の
錯
誤
な
か
り
せ
ば
表
意
者
が
そ
の
意
思
表
示
を
な
さ
ざ
る
ぺ
か
り
し
も
の
と
認
め
ら

れ
る
場
合
）
」
を
あ
て
は
め
て
判
断
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
判
旨
の
後
半
で
「
一
通
の
本
件
契
約
書
上
に
本
件

立
替
払
契
約
と
本
件
保
証
契
約
が
併
せ
記
載
さ
れ
て
い
る
本
件
に
お
い
て
は
…
…
正
規
の
立
替
払
契
約
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
、

、。し

か
つ
保
証
人
が
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
保
証
人
の
意
思
表
示
は
法
律
行
為
の
要
素

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
九
三

の
意
思
表
示
の
内
容

（
九
五
一
）

一
層
明
確
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な



第
五
三
巻
四
•
五
号

こ
れ
を
本
件
保
証
契
約
の
内
容
と
し
て
意
思
表
示
を
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
層
明
確
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
多
少

意
識
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
高
裁
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
よ
う
な
立
替
払
債
務
を
主
債
務
と
し
て
保
証

し
た
場
合
に
は
、
立
替
払
契
約
の
前
提
た
る
商
品
売
買
契
約
の
成
否
が
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

本
最
判
の
最
大
の
特
色
は
、
保
証
契
約
を
「
特
定
の
」
主
債
務
を
保
証
す
る
契
約
で
あ
る
と
し
、
「
主
債
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
は
」
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
、
と
保
証
契
約
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
に
比
較
し
て
、
弱
者
た
る
保
証
人
を
保
護
す
る
理
論
と
な
っ
て
お
り
、
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
我
々
の
見
解
は
、
保
証
契

約
を
「
特
定
の
」
で
は
な
く
、
「
一
定
の
」
主
債
務
を
保
証
す
る
契
約
と
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
判
例
理
論
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
後

(
2
)
 

に
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
。

（
参
考
判
例
）

福
島
地
裁
会
津
若
松
支
部
判
平
成
―
二
年
七
月
二
七
日
「
呉
服
購
入
立
替
払
事
件
」
（
保
証
債
務
金
請
求
事
件
、
福
島
地
裁
会
津

若
松
支
部
平
八
（
ワ
）
第
三
五
号
、

【
事
実
の
概
要
】

（
九
五
二
）

割
賦
販
売
あ
っ
せ
ん
等
を
業
と
す
る
信
販
会
社
X
は
、
昭
和
五

0
年
九
月
―
一
日
、
呉
服
店
A
と
の
間
で
業
務
提
携
契
約
を
締
結
し
、

A
か
ら
呉
服
等
を
購
入
し
た
者
が
、

X
に
対
し
立
替
金
及
び
手
数
料
の
合
計
金
額
を
分
割
し
て
支
払
う
旨
契
約
し
た
際
、

A
に
対
し
売

買
代
金
を
一
括
し
て
立
替
払
い
す
る
旨
契
約
し
た
。

X
は
本
件
立
替
払
契
約
に
基
づ
き
、

【

11】

関
法

一
部
認
容
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
―

1
0
一
号
二

0
二
頁
）

A
か
ら
の
購
入
者
が
立
替
金
を
X
に
対
し
支

一
連
の
錯
誤
否
定
判
例
の
理
論
性
の
な

一
九
四



る。 払
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
購
人
者
の
事
情
に
よ
り
、
例
外
と
し
て
購
入
者
が
A
に
対
し
立
替
金
を
支
払
い
、

A
が
こ
れ
を
X

に
対
し
支
払
う
こ
と
を
黙
認
し
て
い
た
。

A
は
購
入
者
か
ら
預
か
っ
た
立
替
金
の
支
払
を
X
に
対
し
遅
滞
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

購
入
者
の
中
に
も
X
に
対
す
る
立
替
金
の
支
払
を
遅
滞
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

X
は
平
成
六
年
一

0
月
一
日
A
と

の
間
で
覚
書
を
交
わ
し
、

る
立
替
金
債
権
合
計
九
四
一
七
万
九
六
六
七
円
を
顧
客
と
連
帯
し
て
支
払
う
こ
と
等
を
約
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

A
の
代
表
者
及
び

Yl
、

yz
が
本
件
覚
書
の
連
帯
保
証
人
欄
に
署
名
、
押
印
す
る
こ
と
に
よ
り
、

A
が
X
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
旨
を
約
し

た
。
し
か
し
、

け
た
。
そ
こ
で
、

の
う
ち
、

残
り
は
、

【
判
決
要
旨
】

A
は
顧
客
か
ら
受
領
し
た
立
替
金
を
直
ち
に

X
に
支
払
う
、

一
九
五

A
は
本
件
立
替
払
契
約
に
基
づ
く
顧
客
に
対
す

A
の
代
表
者
は
平
成
七
年
八
月
四
日
頃
、
行
方
不
明
と
な
り
、
平
成
八
年
一
月
三
日
破
産
宣
告
と
破
産
廃
止
決
定
を
受

X
は
連
帯
保
証
人
で
あ
る

Yl
、

yz
に
対
し
て
、
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
た
。
た
だ
し
、
本
件
覚
書
の
契
約
明
細
書

一
部
は
「
名
義
貸
し
債
権
」
と
あ
る
と
お
り
、

「
Yl
ら
が
本
件
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
し
た
際
に
は
、

A
と
顧
客
と
の
間
で
実
際
は
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
て
お
ら
ず
、

A
が
X
よ

り
売
買
代
金
名
目
で
金
員
を
引
き
出
す
た
め
に
、
顧
客
ら
に
無
断
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
偽
造
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
顧
客
ら
の
名
義

を
借
り
て
契
約
書
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
う
ち
「
店
回
収
済
み
分
」
と
は
、

A
と
顧
客
と
の
間
の
売
買
契
約
は
真
正
に
成

立
し
た
が
、
顧
客
に
お
い
て

X
に
支
払
う
べ
き
立
替
金
を
A
に
支
払
い
、

A
に
お
い
て
こ
れ
を
X
に
引
渡
さ
な
い
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

A
と
顧
客
の
間
で
呉
服
等
の
売
買
契
約
が
真
正
に
成
立
し
た
が
、
顧
客
の

X
に
対
す
る
立
替
金
が
遅
滞
し
て
い
る
も
の
で
あ

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
が
偽
造
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
、
別
紙
契
約
明
細
記
載

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
五
三
）



て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

第
五
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巻
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（
九
五
四
）

の
全
て
の
顧
客
が
本
件
覚
書
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
者
の
債
務
の
部
分
を
含
め
て
一
括
し
て
連
帯

保
証
を
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
の
で
、

Yl
ら
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。
…
…
こ
こ
で
顧
客
と
さ
れ
る
者
は
、
い
ず
れ
も
A
と
の
間

で
真
正
に
契
約
が
成
立
し
た
者
で
は
な
く
、

A
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
を
偽
造
し
た
り
、
そ
の
名
義
を
借
り
て
契
約
書
を
作
成

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
売
買
の
裏
付
け
を
欠
い
て
い
る
。
本
件
の
よ
う
に
、
小
売
店
が
顧
客
の
信
販
会
社
に
対
す
る
債
務
を
連

帯
保
証
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
連
帯
保
証
し
た
と
い
う
場
合
、
小
売
店
の
連
帯
保
証
人
と
な
る
者
は
、
通
常
、
小
売
店
と
当
該
顧
客
と
の

間
の
契
約
が
真
正
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
当
然
の
前
提
に
し
て
保
証
す
る
こ
と
を
決
断
し
て
い
る
者
と
考
え
る
。
か
つ
、
右
小
売
店
と
顧

客
と
の
間
の
契
約
が
真
実
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
は
、
右
顧
客
名
義
の
債
務
が
履
行
さ
れ
る
可
能
性
及

び
連
帯
保
証
人
が
代
位
弁
済
後
に
求
償
権
を
行
使
し
た
場
合
に
こ
れ
が
奏
功
す
る
可
能
性
は
、
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
異
な
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
」

「
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
、

A
と
本
件
覚
書
上
顧
客
と
さ
れ
た
者
と
の
間
で
、
真
正
に
売
買
契
約
が
成
立
し
て
い
た
か
否
か

は、

Yl
ら
が
連
帯
保
証
契
約
を
締
結
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、
か
つ
、
明
示
的
に
右
契
約
の
真
正
が
問
題
と
さ
れ
て
い

な
く
て
も
‘

A
と
顧
客
と
の
間
の
契
約
が
真
正
で
あ
る
こ
と
は
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
な
い
し
契
約
の
一
部
分
と
な
っ

「
し
た
が
っ
て
、

A
と
顧
客
と
の
間
の
売
買
契
約
が
真
正
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
の
要
素
に
該
当
す
る
」

と
し
て
、
顧
客
と
の
間
で
契
約
が
真
正
に
成
立
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
件
連
帯
保
証
契
約
は
、

Y
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も

法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
り
、
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

関
法

一
九
六



国
に
つ
い
て
は
、

「
他
に
保
証
人
が
い
る
か
、
あ
る
い
は
担
保
が
あ
る
か
否
か
、

一
九
七

（
ほ
ど
重
要
で
あ
る
）
」
、
ま
た
、
「
連
帯
保
証

と
い
っ
た
当
然
に
は
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
な
り
得

以
上
、
空
リ
ー
ス
・
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
に
要
素
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
判
例
を
検
討
し
て
き
た

が
、
最
初
の
錯
誤
無
効
肯
定
判
決
の
【
l
】
の
理
論
を
抽
出
す
る
な
ら
ば
、
（
「
商
品
の
引
渡
義
務
は
割
賦
販
売
契
約
の
内
容
と
し
て
表

示
さ
れ
て
い
た
」
、
い
「
連
帯
保
証
人
は
引
渡
が
間
違
い
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
し
、
当
然
の
前
提
に
し
て
い
た
」
、
叫
「
保

証
契
約
に
お
い
て
商
品
の
引
渡
は
主
債
務
の
態
様
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
項
で
あ
る
」
、
い
「
錯
誤
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
当
該
保
証
人

の
み
な
ら
ず
一
般
人
で
も
連
帯
保
証
ま
で
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
、
等
々
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
い
「
商
品
の
引
渡
の
あ
る
担
保
あ

る
割
賦
販
売
上
の
契
約
の
保
証
と
い
う
表
示
上
の
効
果
意
思
と
無
担
保
の
融
資
金
債
務
の
保
証
と
い
う
内
心
的
効
果
意
思
の
不
一
致
」
を

い
う
。
錯
誤
無
効
否
定
判
例
が
続
い
た
後
の
錯
誤
肯
定
判
例
【
8
I
2
】【
8
】
も
、
（
に
つ
い
て
は
、
「
通
常
の
割
賦
販
売
契
約
・
リ
ー

ス
契
約
で
あ
る
こ
と
が
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
と
し
て
契
約
書
上
明
確
に
表
示
さ
れ
て
い
た
」
と
し
、
い
に
つ
い
て
は
、
「
連
帯
保
証
契

約
は
特
定
の
主
た
る
債
務
を
連
帯
保
証
す
る
債
務
の
成
立
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ

る
か
は
連
帯
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
を
な
し
、
連
帯
保
証
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
い
と
も
関
連
す
る
が
、

な
い
事
情
（
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
に
あ
た
る
事
情
）

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

契
約
に
お
け
る
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
の
錯
誤
は
債
務
者
の
財
産
状
況
に
関
す
る
錯
誤
と
は
異
な
り
、
保
証
人
が
当
然
に
引

き
受
け
た
危
険
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
い
に
つ
い
て
は
、
「
物
件
の
引
渡
が
な
く
、
リ
ー
ス
料
及
び
割
賦
販
売
代
金
を

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
五
五
）

(1) 
口
判
例
の
ま
と
め
と
学
説
の
動
向

研

究



思
の
内
容
を
実
質
的
に
は
融
資
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
【
3
】

知
っ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
大
過
失
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
事
案
で
あ
る
が
、
リ
ー
ス
契
約
が
金
融
上
の
便
宜

が
一
層
明
確
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

9

J

 2
 

,~.' 

ま
た
、
錯
誤
無
効
を
否
定
し
た
判
決
に
つ
い
て
、

と
し
て
、

原
則
と
し
て
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る

第
五
三
巻
四
•
五
号

(
．

IV

に
該
当
）
‘
④
事
実
的
理
由

盃
に
該
当
）
‘
③
そ
の
主
た
る
債
務
が
立

保
証
人
が
負
担
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
保
証
人
は
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
し
、
客
観
的
に
み
て
も
通

常
人
な
ら
連
帯
保
証
し
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
判
例
【
9
】
は
、
以
上
の
理
論
構
成
と
と
も
に
、
向

「
正
常
な
リ
ー
ス
契
約
と
空
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
そ
の
場
し
の
ぎ
の
金
融
の
利
益
を
得
る
場
合
と
で
は
、
主
た
る
債
務
者
の
返
済
の
確
実
性

に
相
違
が
あ
り
、
保
証
人
の
予
測
す
べ
き
リ
ス
ク
の
範
囲
や
質
が
違
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
「
そ
の
法
形
式
が
賃
貸
借
や
リ
ー
ス
の

保
証
を
金
融
の
保
証
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
社
会
実
体
を
無
視
し
て
い
る
」
と
付
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
高
裁
【
10
】
判
決
は
、
要

素
の
錯
誤
を
認
め
る
理
由
と
し
て
、
①
保
証
契
約
は
、
特
定
の
主
た
る
債
務
を
保
証
す
る
契
約
で
あ
る
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
い
か
な

る
も
の
で
、

い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
る
か
は
、
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
で
あ
り
、
保
証
契
約
の
重
要
な
内
容
で
あ
る

(
h
、
出
に
該

当
）
、
②
主
た
る
債
務
が
い
か
な
る
契
約
か
ら
生
じ
た
か
と
い
う
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
は
動
機
の
錯
誤
に
あ
た
る
事
情
（
主
た
る
債

務
者
の
金
融
の
利
用
方
法
、
他
の
保
証
人
や
物
的
担
保
の
存
在
な
ど
）

関
法

と
は
質
的
に
異
な
る

替
払
契
約
上
の
債
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
商
品
の
売
買
契
約
の
成
立
が
立
替
払
契
約
の
前
提
と
な
る
か
ら
、
廂
品
売
買
契
約
の
成
否
は
、

(i11

、
山
を
詳
し
く
理
論
展
開
）
‘
④
正
常
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
と
不
正

常
な
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
と
で
は
保
証
人
の
負
う
べ
き
リ
ス
ク
が
異
な
る

一
通
の
契
約
書
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
と
保
証
契
約
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
保
証
契
約
の
内
容
と
し
た
こ
と

い
ず
れ
も
割
賦
販
売
契
約
、
立
替
払
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
の
当
事
者
の
効
果
意

は
、
保
証
人
が
金
融
目
的
の
空
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
こ
と
を

一
九
八
（
九
五
六
）



素
に
錯
誤
が
あ
る
と
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。

を
与
え
る
目
的
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
契
約
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
性
格
、
連
帯
保
証
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
か
ら
、
目
的
物
の
引
渡
は

問
題
と
な
ら
な
い
と
し
、
【
4
】
以
降
の
錯
誤
無
効
否
定
判
決
は
、
割
賦
販
売
契
約
、
立
替
払
契
約
、

の
売
買
な
い
し
賃
貸
借
で
あ
っ
て
も
、

い
ず
れ
も
資
金
の
融
通
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
右
の
法
形
式
の
も
と
で
代
金
相
当
額

の
融
資
と
割
賦
償
還
の
意
思
を
当
事
者
相
互
が
有
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

で
割
賦
販
売
契
約
、
立
替
払
契
約
、

一
九
九

（
意
思
と
表
示
の
不
一
致
は
な
く
）
意
思
表
示
の
要

リ
ー
ス
契
約
が
法
形
式
上
は
商
品

い
ず
れ
の
契
約
の
効
果
意
思
も
そ
の
よ
う
な
意
思

リ
ー
ス
契
約
を
締
結
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
【
4
】
は
、
そ
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
る
か
ら
表
示

と
意
思
の
不
一
致
も
な
く
、
虚
偽
表
示
に
な
ら
な
い
と
判
示
し
、
さ
ら
に
、
本
件
保
証
の
実
質
は
融
資
に
関
す
る
保
証
な
の
で
あ
り
、
空

ロ
ー
ン
や
空
リ
ー
ス
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
は
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
保
証
契

約
の
錯
誤
無
効
を
否
定
し
て
い
る
し
、
【
5
】

は
、
物
件
の
引
渡
は
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
単
な
る
連
帯
保
証
契
約
の
動
機
に
す
ぎ
ず
、

金
融
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
保
障
し
な
い
旨
の
動
機
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
い
難
い
か
ら
錯
誤
無
効
と
は
な
ら
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。

【
6
】
は
、
買
王
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
は
商
品
の
引
渡
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
売
買
契
約
の
無
効
を
信
義
則
上
主
張
し
得
な
い
か
ら
、

保
証
人
も
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し
得
な
い
旨
判
示
し
、
主
た
る
債
務
が
無
効
で
な
い
か
ら
保
証
契
約
の
無
効
も
主
張
し
得
な
く
な
り
、

錯
誤
無
効
の
主
張
も
で
き
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
【

7
】
は
、
保
証
人
に
と
っ
て
は
支
払
い
総
額
、
割
賦
金
等
が
重
要
で
あ
り
、
商
品

の
存
在
は
そ
の
担
保
価
値
が
低
い
こ
と
か
ら
も
重
要
で
は
な
く
、
空
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
リ
ー
ス
料
の
支
払
状
況
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、

こ
と
さ
ら
保
証
人
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
証
意
思
は
「
リ
ー
ス
会
社
か
ら
金
融
の
利
益
を

受
け
て
、
こ
れ
を
リ
ー
ス
料
と
し
て
割
賦
返
済
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
保
証
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
保
証
意
思
が
主
た
る
債
務
者
が
リ
ー

ス
会
社
か
ら
金
融
を
得
て
割
賦
返
済
す
る
契
約
の
保
証
を
す
る
意
思
で
あ
る
か
ら
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
五
七
）



(3) 

① 

第
五
三
巻
四
•
五
号

（
九
五
八
）

総
じ
て
当
事
者
の
一
連
の
契
約
の
内
容
を
実
質
的
に
は
融
資
な
い
し
資
金
の
融
通
を
目
的
と
す
る
も
の
と
強
調
し
つ
つ
、
連
帯
保
証
契

約
締
結
の
際
に
同
一
の
書
面
な
い
し
一
連
の
と
じ
込
み
に
な
っ
て
い
る
契
約
書
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
点
を
注
目
す
る
べ

き
で
あ
る
。

し
か
も
【
1
0
】

ジ
ッ
ト
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
は
そ
の
性
質
上
金
融
の
便
宜
の
供
与
で
あ
っ
て
、
保
証
人
に
と
っ
て
は
支
払
い
総
額
、
割
賦
金
の
代
金
が
重

要
で
あ
り
、
目
的
物
の
引
渡
し
は
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
か
ら
、
法
律
行
為
の
重
要
な
内
容
と
は
い
え
な
い
、
②
正
常
な
目
的
物
の

引
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
錯
誤
は
動
機
の
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
、
③
保
証
契
約
が
商
品
売
買
契
約
と
同
一
の
書
面
で
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
商
品
の
売
買
契
約
を
前
提
と
す
る
立
替
払
契
約
で
は
な
く
単
な
る
消
費
貸
借
契
約
で
あ
れ
ば
保
証
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の

動
機
を
表
示
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
経
験
則
に
反
す
る
事
実
評
価
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
素
の
錯
誤
を
肯
定
す
る
判
決

は
、
保
証
契
約
の
効
果
意
思
の
内
容
に
主
た
る
債
務
の
内
容
及
び
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
を
含
め
て
い
る
が
、
保
証
契
約
と
い
う
法
律

行
為
内
容
は
諸
々
の
意
思
の
表
示
の
複
合
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
保
証
契
約
の
本
質
的
意
思
表
示
部
分
の
内
容
が
何

で
あ
る
か
を
ま
ず
確
定
し
た
う
え
で
、

学
説
に
つ
い
て
は
、
「
こ
の
点
、
動
機
の
錯
誤
か
要
素
の
錯
誤
と
み
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
担
保
が
あ

る
と
思
っ
て
借
り
入
れ
の
保
証
を
し
た
と
い
う
の
と
は
異
な
り
、
割
賦
購
入
代
金
に
つ
い
て
保
証
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
物
の
引
渡
し

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
で
あ
り
、
動
機
の
錯
誤
と
し
て
も
、
当
然
そ
れ
が
表
示
さ
れ
て
い
て
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
判
決
【
1
】

務
事
情
一

0
二
ニ
号
五
頁
）
」
と
い
っ
た
表
現
で
要
素
の
錯
誤
を
認
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

関
法

の
一
審
【
1
0
1
1
】
•
原
審
判
決
【
1
0

ー

2
】
や
【

7
】

の
判
決
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
判
決
理
由
は
、
①
ク
レ

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
と
保
証
契
約
の
関
係
を
論
ず
る
必
要
が
あ
る

二
0
0

（
後
述
）
。

の
判
例
批
評
で
あ
る
吉
原
省
三
『
割
賦
販
売
が
か
ら
売
り
の
場
合
の
連
帯
保
証
人
の
責
任
』
金
融
法



ニ
O

「
本
件
リ
ー
ス
契
約
は
、
少
な
く
と
も
目
的
物
件
の
引
渡
を
予
定
し
て
い
な
い
部
分
に
関
し
て
は
、
法
形
式
と
経
済
的
実
質
と
が

ズ
レ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
の
よ
う
な
契
約
も
、
経
済
的
に
実
質
に
拘
束
さ
れ
る
意
思
を
契
約
当
事
者
が
有
し
て
い
れ

ば
有
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
と
リ
ー
ス
業
者
が
そ
の
ズ
レ
を
十
分
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、

保
証
人
で
あ
る

Y
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ス
契
約
と
金
銭
消
費
貸
借
契
約
と
は
内
容
的
に
大

き
な
隔
た
り
が
あ
り
法
規
制
も
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
空
リ
ー
ス
で
あ
れ
ば
保
証
し
な
か
っ
た
と
い
う
Y
の
主
張
に
は
全
く

理
由
が
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ー
ス
契
約
に
も
と
づ
き
特
定
の
設
備
に
投
資
し
、
そ
れ
を
使
用
収
益
し
な
が
ら
営
業
活
動
を

行
っ
て
ゆ
く
場
合
と
、
金
銭
の
使
途
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
限
定
を
行
わ
な
い
通
常
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
と
で
は
、
予
測
す
べ

き
リ
ス
ク
の
範
囲
や
質
が
違
っ
て
く
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
て
錯
誤
と
し
て
無
効
と
す
る
の
で
は

な
く
、

ユ
ー
ザ
ー
が
引
渡
欠
鋏
の
主
張
を
信
義
則
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
保
証
人
は
そ
れ
を
主
張
す
る
余
地
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
保
証
人
は
責
任
を
免
れ
な
い
と
し
て
保
証
人
の
責
任
を
肯
定
す
る

で
あ
る
神
作
裕
之
『
目
的
物
件
の
一
部
の
引
渡
の
な
い
リ
ー
ス
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
責
任
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

0
三
0
号
一
三
七
頁
）
。

「
リ
ー
ス
契
約
の
主
た
る
機
能
は
金
融
の
便
宜
を
受
け
る
要
素
が
第
一
で
リ
ー
ス
物
件
を
度
外
視
し
て
も
、
十
分
に
そ
の
機
能
が

果
た
せ
る
と
こ
ろ
に
空
リ
ー
ス
と
い
う
よ
う
な
現
象
が
発
生
す
る
わ
け
で
あ
り
、
リ
ー
ス
料
の
支
払
い
が
契
約
ど
お
り
に
な
さ
れ
た
ら
、

リ
ー
ス
取
引
の
運
営
に
何
ら
弊
害
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
空
リ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
連
帯
保
証
契
約
の

効
力
を
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
か
え
っ
て
大
き
な
弊
害
を
招
来
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
し
、
錯
誤
論
で
解
決
す
る
の

で
は
な
く
、
リ
ー
ス
物
件
が
実
在
し
た
場
合
と
実
在
し
な
か
っ
た
場
合
と
で
、
連
帯
保
証
人
に
も
た
ら
す
責
任
の
軽
重
、
利
益
・
不
利
益

と
を
比
較
し
て
考
え
、
空
リ
ー
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
連
帯
保
証
人
に
も
た
ら
す
不
利
益
が
予
想
さ
れ
た
ら
、
そ
の
額
を
評
価
し
て
そ
の
分

③
 

②
 

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
九
五
九
）

（
判
決
【
7
】

の
判
例
批
評



第
五
三
巻
四
•
五
号

を
保
証
責
任
額
か
ら
控
除
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
説
（
判
決
【

8
_
2】

約
の
場
合
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
責
任
』

N
B
L
五
四
五
号
四
八
頁
）
、
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
で
あ
れ
月
賦
会
社
方
式
で
あ
れ
、

こ
れ
ら
は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
金
融
の
便
宜
を
供
与
す
る
と
い
う
実
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
空
リ
ー
ス
な
い
し
空
売

り
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
リ
ー
ス
業
者
な
い
し
割
賦
販
売
業
者
か
ら
は
相
応
の
金
員
が
支
出
さ
れ
、

る
以
上
、
連
帯
保
証
人
か
ら
す
る
要
素
の
錯
誤
の
主
張
は
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
の
理
論
構
成
と
し

て
は
…
…
動
機
の
錯
誤
で
あ
っ
て
そ
の
表
示
が
な
い
と
す
る
方
法
と
…
…
保
証
債
務
の
付
従
性
の
理
論
に
よ
る
方
法
と
が
あ
る
が
、
前
者

の
方
法
に
よ
る
と
、
具
体
的
な
契
約
締
結
の
態
様
（
契
約
書
の
内
容
・
保
証
契
約
に
至
る
経
緯
等
）
に
よ
り
果
た
し
て
動
機
が
表
示
さ
れ

た
と
い
え
る
か
と
い
う
点
で
不
安
定
な
要
素
が
残
り
、
む
し
ろ
後
者
の
方
法
に
よ
る
の
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し

て
、
主
債
務
者
が
債
権
者
に
主
張
で
き
な
い
事
由
は
連
帯
保
証
人
も
主
張
で
き
な
い
と
い
う
形
で
保
証
債
務
の
付
従
性
を
適
用
し
、
空

リ
ー
ス
・
空
売
り
の
場
合
に
は
主
た
る
債
務
者
は
債
権
者
に
対
し
て
信
義
則
上
空
リ
ー
ス
・
空
売
り
に
基
づ
く
法
律
効
果
の
無
効
を
主
張

で
き
な
い
か
ら
連
帯
保
証
人
も
そ
の
法
律
効
果
の
無
効
を
主
張
で
き
ず
、

二
0
ニ

の
判
例
批
評
で
あ
る
野
口
恵
三
『
空
リ
ー
ス
・
空
ロ
ー
ン
契

ユ
ー
ザ
ー
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ひ
い
て
は
要
素
の
錯
誤
の
主
張
も
許
さ
れ
な
い
と
す
る
説
（
中

野
哲
弘
『
リ
ー
ス
契
約
・
割
賦
販
売
契
約
と
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
四
二
号
一
七
頁
）
、
「
リ
ー
ス
取
引
は
、

が
有
償
で
リ
ー
ス
物
件
を
使
用
す
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
は
、
そ
の
形
式
に
よ
る
金
融
目
的
の
実
現
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
空
リ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
保
証
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

の
保
証
の
実
質
は
右
の
よ
う
に
融
資
に
関
す
る
保
証
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
い
わ
ゆ
る
意
思
表
示
の
動
機
の
錯
誤
に

関
す
る
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
し
、
し
か
も
そ
の
動
機
が
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
リ
ー
ス
会
社
と
の
間
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
い
難
い

か
ら
、
意
思
表
示
の
効
力
を
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
保
証
責
任
の
範
囲
も
正
常
な
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
の
保
証
責
任
の
範
囲
と

関
法

（
九
六
0
)

ユ
ー
ザ
ー



政
志

（
九
六
一
）

同
一
で
あ
る
と
の
見
方
」
の
方
が
他
に
連
帯
保
証
人
が
あ
る
旨
の
主
債
務
者
の
言
を
誤
信
し
て
連
帯
保
証
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
は
他
の
保

証
人
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
の
最
高
裁
判
例
（
最
判
昭
和
三
二
年
―
二
月
一
九
日
民
集
―
一
巻
一
三
号
ニ
ニ
九
九
頁
）

の
延
長

線
に
沿
う
と
し
て
支
持
し
て
い
る
説
（
巻
之
内
茂
『
空
リ
ー
ス
・
多
重
リ
ー
ス
・
仮
装
リ
ー
ス
』
金
融
・
商
事
判
例
七
八
二
号
一
五
ニ

頁
）
、
「
錯
誤
無
効
を
動
機
を
含
め
て
広
く
認
め
る
以
上
、
表
意
者
の
側
の
立
場
か
ら
の
み
で
な
く
、
相
手
側
の
立
場
・
保
護
を
考
慮
に
入

れ
て
総
合
的
に
調
和
の
あ
る
解
決
を
し
て
取
引
の
安
全
を
図
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
最
近
の
多
数
説
も
、
相
手

方
が
善
意
無
過
失
の
場
合
は
要
素
の
錯
誤
の
主
張
を
否
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
に
相
手
方
が
善
意
•
無
過
失
な
ら
ば
錯
誤

に
よ
る
無
効
の
主
張
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
…
…
結
局
、
リ
ー
ス
業
者
側
に
過
失
が
あ
る
場
合
と
か
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

か
ユ
ー
ザ
ー
が
リ
ー
ス
業
者
側
と
あ
る
程
度
社
会
的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
場
合
等
を
除
い
て
表
意
者
た
る
連
帯
保
証
人
は
無
効
の
主
張

が
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
し
て
、
舟
橋
、
川
島
、
小
林
教
授
等
の
錯
誤
論
に
の
っ
と
っ
て
契
約
の
相
手
方
で
あ

る
リ
ー
ス
業
者
等
の
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
錯
誤
を
認
め
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
(
【
9
】
判
決
の
判
例
批

評
で
あ
る
庄

判
例
評
論
四
七
一
号
二
九
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
錯
誤
無
効
否
定
判
例
【
4
】
に
対
し
て
、
判
決
が
「
リ
ー
ス
契

約
を
締
結
す
る
意
思
を
単
に
云
融
資
目
的
を
実
現
す
る
意
思
』
と
い
う
の
で
は
な
く
、
『
賃
貸
借
の
い
う
法
形
式
の
も
と
に
』
融
資
目
的

を
実
現
す
る
意
思
で
あ
る
と
解
し
な
が
ら
も
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
す
る
意
思
を
単
に
融
資
目
的
を
実
現
す
る

意
思
と
な
し
て
い
る
に
等
し
く
な
る
」
結
論
を
出
し
て
い
る
の
は
、
「
リ
ー
ス
契
約
が
『
金
融
の
一
般
手
段
で
は
な
く
、

件
調
達
に
関
わ
っ
て
の
金
融
（
信
用
供
与
）

の
手
段
と
し
て
の
契
約
』

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

ユ
ー
ザ
ー
の
物

で
あ
る
と
い
う
、
リ
ー
ス
契
約
の
特
徴
•
独
自
性
を
無
視
し
、

リ
ー
ス
契
約
の
外
延
を
限
り
な
く
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
、
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
の
機
能
に
お
い
て
物
件
利
用
（
導

入
）
と
い
う
要
素
が
無
視
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
リ
ー
ス
契
約
締
結
の
意
思
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、

二
0
三

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー



て
は
、
「
結
論
は
是
と
し
て
も
、
そ
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
は
、

有
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
は

第
五
三
巻
四
•
五
号

ス
に
お
け
る
賃
貸
借
的
要
素
は
当
然
に
考
慮
に
い
れ
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
実
質
的
金
融
説
に
基
づ
い
て
消
費
貸
借
的

要
素
の
み
を
重
視
す
る
処
理
は
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
し
、

意
思
」
、

つ
ま
り
物
件
を
利
用
（
導
入
）
す
る
意
思
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
「
こ
の
意
思
を
欠
き
な
が
ら
締
結
さ
れ
た
リ
ー
ス
契
約
に
お
い

て
は
、
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
す
る
意
思
を
欠
く
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
意
思
と
表
示
と
の
間
に
不
一
致
が
存
在
す
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
」
、

し
か
し
、

リ
ー
ス
会
社
が
空
リ
ー
ス
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
空
リ
ー
ス
に
お
け
る
リ
ー
ス
会
社
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
通

こ
の
ほ
か
、
【
1
】

ユ
ー
ザ
ー
が
リ
ー
ス
物
件
を
利
用
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
リ
ー

ス
会
社
が
知
り
う
べ
き
で
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
り
、
リ
ー
ス
会
社
の
過
失
の
有
無
の
判
断
が
重
要
に
な
る
と
し
て
い
る

法
律
時
報
五
九
巻
三
号
一

0
四
頁
）
。

の
判
例
批
評
で
あ
る
小
林
一
俊
•
金
融
商
事
判
例
六
六
一
号
四
九
頁
は
、
錯
誤
無
効
以
前
の
問
題
と
し
て
、

（
連
帯
保
証
契
約
の
付
従
性
の
議
論
に
関
し
て
は
後
述
）
、
取
扱
店
A
が
月
賦
販
売
会
社
X
の
代
理
人
で
は
な
い
と
し
て
も
「
A
は
買
主
B

の
使
者
と
し
て
、

す
れ
ば
、

B
の
売
買
の
真
意
を
欠
く
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
を
X
に
伝
達
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と

X
が
B

の
心
裡
留
保
に
つ
き
善
意
•
無
過
失
な
ら
、

ら
売
り
』
に
拘
わ
ら
ず
、

『
か
ら
売
り
」

B
の
外
観
上
の
意
思
表
示
は
有
効
、
し
た
が
っ
て
、

の
事
実
に
つ
き
、

x
.
B間
の
本
件
割
賦
販
売
契
約
は
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
と
し
、

の
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
た
代
金
支
払
い
拒
否
は
信
義
則
に
反
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
判
例
の
錯
誤
無
効
肯
定
の
理
由
に
つ
い

局
は
未
だ
法
律
行
為
と
動
機
錯
誤
を
区
別
し
、
後
者
に
つ
い
て
無
効
を
認
め
る
に
あ
た
り
動
機
の
表
示
を
要
求
す
る
見
解
に
囚
わ
れ
て
い

④
 

判
決
の
判
例
批
評
で
あ
る
橋
本
箕
・
伊
藤
進

謀
は
な
く
、

ユ
ー
ザ
ー
の
心
裡
留
保
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

関
法

x
.
B間
の
契
約
も

X
が
善
意
で
あ
っ
た
こ
と
に
過
失
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
『
か

B
の
商
品
の
引
渡
請
求
や
引
渡

一
面
に
お
い
て
は
、
事
案
の
実
質
に
対
す
る
配
慮
が
み
ら
れ
る
が
、
結

(

【

4
】

ユ
ー
ザ
ー
の
意
思
を
「
商
品
の
引
渡
を
受
け
る

二
0
四
（
九
六
二
）



れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た

二
0
五
（
九
六
三
）

る
点
に
お
い
て
適
切
と
は
い
い
難
い
。
」
と
し
、
連
帯
保
証
人
、
債
権
者
が
空
売
り
の
事
実
を
知
ら
な
い
当
事
者
双
方
の
共
通
錯
誤
の
事

案
で
あ
り
、
「
も
し
、
法
律
行
為
錯
誤
と
動
機
錯
誤
の
区
別
を
否
認
し
、
共
通
錯
誤
を
要
素
の
錯
誤
の
要
件
と
し
て
承
認
す
る
な
ら
、
本

件
は
敢
え
て
不
自
然
に
該
論
法
1
1

『
動
機
の
表
示
』
定
式
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
共
通
錯
誤
と
し
て
、
事
態
に
適
合
的
に
簡
明
に
処

理
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。
」
、
ま
た
、
従
来
も
保
証
人
が
保
証
契
約
を
す
る
に
あ
た
り
、
前
提
な
い
し
基
礎
に
し
た
と
認
め
ら
れ
る
事
情
に

関
す
る
保
証
人
の
錯
誤
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
、
そ
れ
が
相
手
方
II
債
権
者
に
も
共
通
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
相
手
方
II
債
権
者
に
お

い
て
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
事
案
で
は
特
別
な
場
合
を
除
き
、
必
ず
し
も
「
動
機
の
表
示
」
論
法
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く

錯
誤
無
効
を
認
め
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
小
林
教
授
の
見
解
に
対
し
て
こ
こ
で
一
言
、
批
判
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
錯
誤
は
、
共
通
動

機
の
錯
誤
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
自
説
中
に
、
法
律
行
為
錯
誤
（
表
示
錯
誤
の
意
か
）
と
動
機
錯
誤
と
を
区
別
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

看
過
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

我
々
の
見
解

保
証
契
約
に
関
す
る
我
々
の
見
解
を
述
べ
る
前
に
、
や
は
り
、
動
機
錯
誤
の
指
導
的
判
例
を
紹
介
、

動
機
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
明
治
期
ま
で
は
、
民
法
九
五
条
の
「
要
素
ノ
錯
誤
」
は
一
方
的
な
表
示
錯
誤
（
事
実
錯
誤
な
ら
ぬ
意
思
表
示

の
錯
誤
で
あ
り
、
表
示
上
の
錯
誤
と
内
容
の
錯
誤
と
か
ら
な
る
）
、
す
な
わ
ち
意
思
欠
訣
錯
誤
の
顧
慮
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
動
機
の
錯
誤
は
原
則
と
し
て
要
素
の
錯
誤
と
は
な
ら
ず
、
例
外
的
に
動
機
た
る
事
情
が
法
律
行
為
の
要
件
と
し
て
特
別
に
表
示
さ

（
大
判
明
治
三
八
年
―
二
月
一
九
日
民
録
―
―
輯
一
七
八
六
頁
）
が
、
今
日
に
お
い
て
も
動
機
錯
誤

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
指
導
的
動
機
錯
誤
説
事
例

I

（二）



第
五
三
巻
四
•
五
号

思
表
示
二
於
ケ
ル
錯
誤
ト
ハ
内
心
的
効
果
意
思
卜
意
思
表
示
ノ
内
容
タ
ル
表
示
的
効
果
意
思
ト
ノ
間
二
於
ケ
ル
不
慮
ノ
不
一
致
ナ
レ
バ
民

法
第
九
五
条
二
所
謂
法
律
行
為
ノ
要
素
ノ
錯
誤
モ
亦
意
思
表
示
ノ
内
容
二
存
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
当
然
ナ
リ
ト
雖
意
思
表
示
ノ
内
容
ナ

ル
モ
ノ
ハ
抽
象
的
ニ
―
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
各
個
ノ
具
体
的
表
示
二
依
リ
夫
夫
定
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
同
一
ノ
事
実
ハ
具
体
的
表
示
ノ

有
無
二
依
リ
或
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
或
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
従
テ
通
常
意
思
表
示
ノ
縁
由

ニ
属
ス
ベ
キ
事
実
卜
雖
表
意
者
ガ
之
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
二
加
フ
ル
意
思
ヲ
明
示
又
ハ
黙
示
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
組

成
ス
ル
モ
ノ
…
…
卜
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
濁
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
通
常
動
機
は
意
思
表
示
ノ
内
容

に
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
特
に
「
意
思
表
示
ノ
内
容
二
加
フ
ル
意
思
ヲ
明
示
・
黙
示
」
し
た
と
き
は
「
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
組
成
」
す
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
判
旨
を
単
に
表
意
者
の
動
機
を
知
り
得
た
場
合
に
動
機
錯
誤
を
保
護
す
る
と
し
た
も
の
と
解
し

と
し
た
も
の
と
解
し
た
り

一
粒
社
九

0
頁
な
ど
）
、
動
機
が
表
示
さ
れ
た
な
ら
意
思
表
示
の
内
容

と
な
り
、
意
思
表
示
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
動
機
の
錯
誤
も
民
法
九
五
条
の
要
素
の
錯
誤
と
な
り
、
意
思
表
示
を
無
効
と
す
る

（
我
妻
栄
『
新
民
法
総
則
（
民
法
講
義
I
)
』
、
以
下
我
妻
講
義
I
と
略
す
。
野
村
豊
弘
「
動
機
の
錯
誤
」
民
法

判
例
百
選
I

総
則
•
物
権
（
第
二
版
）
五
三
頁
）
す
る
の
は
早
計
に
す
ぎ
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
本
件
の
事
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
上
告
人

y
と
被
上
告
人
X
と
の
間
で

Y
が
X
に
代
金
総
額
一
五

0
0
円
相
当
の
清
酒
を
送
荷
す
る
契
約
（
清
酒
送
荷
契
約
）

を
締
結
し
た
。
こ
の
と
き
、
売
主

Y
の
た
め
に

X
の
所
有
す
る
家
屋
に
債
権
額
一
五

0
0
円
ま
で
を
担
保
す
べ
き
根
抵
当
権
を
設
定
す
る

こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
た
。

Y
の
代
理
人
A
が、

X
の
い
う
ま
ま
右
家
屋
が
一
五

0
0
円
の
価
値
あ
る
も
の
と
信
じ
た
か
ら
右
の
清
酒

送
荷
契
約
か
ら
生
ず
る
債
務
を
担
保
す
る
た
め
、
根
抵
当
権
設
定
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
不
安
に
な
っ
た

Y
が
現
地

た
り
（
小
林
一
俊
・
叢
書
民
法
総
合
判
例
研
究
4
l
1

『
錯
誤
』

顧
慮
の
指
導
的
判
例
と
さ
れ
て
い
る
大
判
大
正
三
年
―
二
月
一
五
日

関
法

（
民
録
二

O
輯
―

1
0
―
頁
、
抵
当
家
屋
価
格
錯
誤
事
件
）

ニ
O
六

（
九
六
四
）

は
「
意



二
0
七
（
九
六
五
）

に
赴
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
右
担
保
物
件
た
る

X
所
有
家
屋
は
、
価
格
七

0
0
円
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

送
荷
を
請
求
し
た
の
に
対
し
て
、

送
荷
契
約
の

額
ア
ル
ニ
存
ス
ル
」

Y
が
右
根
抵
当
権
設
定
契
約
、

X
が
清
酒
の

し
た
が
っ
て
清
酒
送
荷
契
約
の
錯
誤
無
効
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
清
酒
代
金
に
見
合
う
価
値
、
す
な
わ
ち
一
五

0
0
円
以
上
の
価
値
の
あ
る
物
件
に
根
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
「
条
件
」
に

な
っ
て
い
た
事
案
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
条
件
が
付
い
て
い
た
の
に
、
そ
し
て
条
件
の
不
成
就
に
よ
り
無
効
と
な
る
の
に
、
清
酒

「
錯
誤
に
因
る
」
無
効
を
云
々
す
る
の
は
理
論
的
に
は
不
可
解
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
動
機
が
表
示
さ
れ

た
な
ら
、
意
思
表
示
の
内
容
に
な
る
」
こ
と
を
安
易
に
肯
定
す
る
判
例
な
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
こ
と

は
、
上
告
理
由
に
あ
る
よ
う
に
「
抵
当
物
件
タ
ル
ノ
価
値
ハ
之
二
依
リ
テ
担
保
セ
ラ
ル
ベ
キ
債
権
金
額
卜
同
一
若
ク
ハ
之
二
超
過
ス
ル
価

の
が
通
常
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
判
例
は
、
「
動
機
が

意
思
表
示
の
内
容
に
加
え
る
形
で
明
示
・
黙
示
」
さ
れ
た
だ
け
で
要
素
の
錯
誤
を
認
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
前
述
の
判
旨
に
続
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
判
ホ
し
て
い
る
。
「
縁
由
二
属
ス
ヘ
キ
事
実
卜
雖
表
意
者
力
之
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
二
加
フ
ル
意
思
ヲ
明
示
又
ハ
黙
示

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
組
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
目
的
物
ノ
価
額
ノ
如
キ
モ
亦
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
成
ス
コ
ト
ア
ル
モ
ノ
ト
謂

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
中
法
律
行
為
ノ
要
素
二
錯
誤
ァ
ル
ト
キ
ハ
意
思
表
示
ヲ
無
効
ト
ナ
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
表
意
者

ヵ
事
情
ヲ
知
リ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
其
意
思
表
示
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
リ
シ
モ
ノ
ト
付
度
セ
ラ
ル
ヘ
キ
場
合
ナ
ル
カ
為
メ
ナ
レ
ハ
法
律
行
為
ノ
要

素
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ハ
先
ツ
以
テ
表
意
者
ノ
意
思
ヲ
標
準
ト
ス
ヘ
キ
ハ
如
何
二
些
細
ノ
事
実
二
関
ス
ル
錯
誤
モ
意
思
表
示
ヲ
無
効
ナ
ラ
シ
メ
取

引
ノ
安
全
ヲ
害
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
法
律
ノ
精
神
ハ
此
主
観
的
標
準
二
制
限
ヲ
加
へ
表
意
者
ノ
意
思
二
於
テ
或
事
実
ヲ
法
律
行
為
ノ
要

素
卜
為
シ
タ
ル
コ
ト
カ
合
理
的
ナ
ル
場
合
則
チ
通
常
人
ヲ
表
意
者
ノ
地
位
二
置
ク
モ
亦
同
一
ナ
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
場
合
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル

二
在
ル
モ
ノ
ト
解
釈
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
換
言
ス
レ
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
中
錯
誤
ア
ル
部
分
二
関
ス
ル
表
意
者
ノ
利
益
ヲ
考
量
シ
当
該
ノ
場

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤



人
・
上
告
人
）
が
買
主

X

(2) 
さ
ざ
る
ぺ
か
り
し
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

第
五
三
巻
四
•
五
号

合
二
付
キ
合
理
的
判
断
ヲ
下
ス
モ
其
錯
誤
ナ
カ
リ
セ
ハ
表
意
者
力
其
意
思
表
示
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
カ
リ
シ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
場
合
二
於
テ

所
謂
法
律
行
為
ノ
要
素
ノ
錯
誤
存
在
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ザ
絃
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
中
目
的
物
ノ
同
―
二
関
ス
ル
錯
誤
卜
雖
右
ノ
標
準
二
適

セ
サ
ル
ト
キ
ハ
法
律
行
為
ノ
要
素
ノ
錯
誤
ト
ナ
ラ
ス
目
的
物
ノ
債
値
二
関
ス
ル
錯
誤
卜
雖
右
ノ
標
準
二
適
ス
ル
ト
キ
ハ
法
律
行
為
ノ
要
素

ノ
錯
誤
ト
ナ
ル
ヘ
シ
然
レ
ハ
原
判
決
力
目
的
物
ノ
債
額
如
何
ハ
絶
対
二
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
成
ス
コ
ト
ナ
ク
従
テ
法
律
行
為
ノ
要
素
ノ
錯

誤
ト
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
旨
判
断
シ
タ
ル
ハ
法
則
ヲ
誤
解
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
上
告
ハ
理
由
ァ
ル
」

す
な
わ
ち
、
動
機
が
法
律
行
為
の
要
素
と
な
る
に
は
、
動
機
に
属
す
る
事
実
を
「
意
思
表
示
ノ
内
容
二
加
フ
ル
意
思
ヲ
明
示
又
ハ
黙

示
」
し
た
上
に
、
表
意
者
の
主
観
に
お
い
て
重
要
視
し
た
の
み
な
ら
ず
、
表
意
者
の
意
思
に
お
い
て
動
機
た
る
事
実
を
法
律
行
為
の
要
素

と
な
し
た
る
こ
と
が
、
他
の
通
常
人
の
判
断
に
お
い
て
「
合
理
的
ナ
ル
」
も
の
と
解
釈
さ
れ
う
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
説
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
要
す
る
に
動
機
の
錯
誤
が
要
素
の
錯
誤
と
さ
れ
る
の
は
、
次
の
二
要
件
を
充
足
す
る
時
で
あ
る
。
「
動
機

（
た
る
事
実
）

の
意
思
表
示
の
内
容
に
加
え
る
意
思
が
明
示
・
黙
示
さ
れ
る
こ
と
」
「
（
動
機
）
錯
誤
が
主
観
的
に
も
客
観
（
合
理
）
的
に

も
重
要
で
あ
る
こ
と
」
（
当
該
の
場
合
に
つ
き
通
常
人
の
合
理
的
判
断
を
下
す
も
そ
の
錯
誤
な
か
り
せ
ば
表
意
者
が
そ
の
意
思
表
示
を
な

物
の
価
値
に
関
す
る
表
象
）
が
「
条
件
」
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
な
の
で
あ
る
。

指
導
的
動
機
錯
誤
説
事
例

II

の
二
要
件
で
あ
る
。
客
観
的
事
案
に
即
し
て
い
え
ば
、
動
機
（
縁
由
）
た
る
事
情
（
目
的

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
先
例
は
、
有
名
な
受
胎
馬
錯
誤
事
件
、
大
判
大
正
六
年
二
月
二
四
日
（
民

録
二
三
輯
二
八
四
頁
、
売
買
無
効
確
認
及
代
金
返
還
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
で
あ
る
。
雌
馬
の
売
買
に
お
い
て
、
売
主

Y

に
対
し
て
言
明
し
た
の
で
、

X
は
、
こ
の
馬
は
年
齢
一
三
歳
で
現
に
受
胎

（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）

し
て
お
り
、
そ
の
来
歴
上
良
馬
を
産
出
す
る
に
違
い
な
い
と
思
惟
し
て
買
受
け
た
と
こ
ろ
、
こ
の
馬
は
そ
の
よ
う
な
性
状
を
具
え
て
い
な

関
法

ニ
O
八
（
九
六
六
）

（
被
告
・
控
訴



以
テ
其
性
状
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
意
思
表
示
ノ
内
容
卜
為
シ

ル
ハ
相
当
ニ
シ
テ
本
論
旨
ハ
採
用
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
」

―1
0
九
（
九
六
七
）

「
言
二
依
リ
売
買
馬
匹
ヵ
年
齢
十
三
歳
ニ
シ
テ
且
現
二
受
胎
シ
居
リ
其
来

歴
上
良
馬
ヲ
産
ス
ヘ
シ
ト
思
惟
シ
、
該
馬
匹
ヵ
右
ノ
性
状
ヲ
有
ス
ル
カ
為
メ
ニ
売
買
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
尚
明
示

ヲ
以
テ
其
性
状
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
意
思
表
示
ノ
内
容
卜
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
知
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
売
買
馬
匹
二
右
性

状
ノ
具
在
ス
ル
コ
ト
ハ
法
律
行
為
ノ
要
素
ナ
リ
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

X
が
之
を
非
難
し
て
上
告
し
た
の
に
対
し
て
、
大
審
院
は
上
告

を
棄
却
し
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
法
律
行
為
ノ
要
素
二
錯
誤
ア
リ
テ
其
意
思
表
示
ノ
無
効
タ
ル
ハ
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
成
ス
主
要

部
分
二
錯
誤
ア
ル
カ
為
メ
ニ
外
ナ
ラ
ス
而
シ
テ
物
ノ
性
状
ノ
如
キ
ハ
通
常
法
律
行
為
ノ
縁
由
タ
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
其
性
状
二
錯
誤
ァ
ル
カ

為
メ
法
律
行
為
ノ
無
効
ヲ
来
タ
サ
サ
ル
ハ
論
ヲ
埃
タ
ス
ト
雖
モ
表
意
者
力
之
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
構
成
セ
シ
メ
其
性
状
ヲ
具
有
セ

サ
ル
ニ
於
テ
ハ
法
律
行
為
ノ
効
カ
ヲ
発
生
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ
ス
而
カ
モ
取
引
ノ
観
念
事
物
ノ
常
況
二
鑑
ミ
意
思
表
示
ノ
主
要
部
分
ト

為
ス
程
度
ノ
モ
ノ
ト
認
メ
得
ラ
ル
ル
ト
キ
ハ
是
レ
亦
法
律
行
為
ノ
要
素
ヲ
成
ス
ヲ
以
テ
其
錯
誤
ハ
意
思
表
示
ノ
無
効
ヲ
来
タ
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ト
ス
然
レ
ハ
原
審
力
物
ノ
性
状
ノ
如
キ
通
常
ハ
法
律
行
為
ノ
縁
由
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
ナ
カ
ラ
前
黙
二
対
ス
ル
説
明
ノ
如
ク

被
上
告
人
力
売
買
馬
匹
ノ
年
齢
及
ヒ
受
胎
能
カ
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
主
要
部
分
卜
為
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
判
示
シ
法
律
行
為
ノ
要
素
卜
為
シ
タ

こ
の
大
判
に
お
い
て
も
、
売
買
目
的
物
た
る
馬
の
性
状
は
法
律
行
為
の
縁
由
（
動
機
）

為
の
無
効
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い
と
の
理
論
を
前
提
に
し
つ
つ
、
「
表
意
者
之
ヲ
以
テ
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
構
成
セ
シ
メ
」
「
尚
明
示
ヲ

（
原
審
認
定
）
」

ら
ば
売
買
の
効
力
の
発
生
を
表
意
者
は
欲
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
「
取
引
ノ
観
念
事
物
ノ
常
況

二
鑑
ミ
意
思
表
示
ノ
主
要
部
分
卜
為
ス
程
度
ノ
モ
ノ
ト
認
メ
得
ラ
ル
ル
ト
キ
ハ
」
、
目
的
物
の
性
状
の
如
き
も
法
律
行
為
の
要
素
を
成
す

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

か
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
原
審
に
よ
れ
ば
、
売
主

Y
の

て
お
り
、

に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
錯
誤
が
あ
っ
て
も
法
律
行

し
か
も
、
そ
の
性
状
が
具
有
し
て
い
な
か
っ
た
な



(3) 

保
証
契
約
に
つ
い
て
も
、
大
判
明
治
三
八
年
―
二
月
一
九
日

第
五
三
巻
四
•
五
号

ニ
於
テ
若
シ
右
ノ
推
保
ナ
カ
リ
セ
ハ
保
證
契
約

（
民
録
―
―
輯
一
七
八
六
頁
）

は
、
実
在
す

一
方
は
、
動
機
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
他

こ
と
も
あ
り
う
る
旨
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
は
、
動
機
た
る
目
的
物
の
性
状
の
表
象
は
本
来
意
思
表
示
の
内
容
に
は
な
り
え
な
い

と
の
前
提
で
、
表
意
者
が
特
に
、
「
之
ヲ
以
テ
」
、
「
意
思
表
示
ノ
内
容
ヲ
構
成
セ
シ
メ
」
「
尚
明
示
を
以
テ
其
性
状
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
意
思

表
示
ノ
内
容
ト
シ
タ
」
と
き
に
は
、
例
外
的
に
意
思
表
示
の
内
容
と
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
大
判
大
正
三
年
は
、
「
意
思
表
示
の
内

容
に
加
え
る
意
思
の
明
示
・
黙
示
」
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
動
機
で
も
意
思
表
示
の
内
容
と
な
る
と
い
い
、
本
件
大
判
大
正
六
年
は
「
意

思
表
示
ノ
内
容
ヲ
構
成
せ
し
め
る
」
と
か
「
明
示
を
も
っ
て
意
思
表
示
の
内
容
と
な
す
」
と
き
は
、
動
機
で
も
意
思
表
示
の
内
容
と
な
る

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
黙
示
的
表
示
を
否
定
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
）
、
両
判
決
は
、
結
局
、
目
的
物
の
性
状
の
如

き
、
縁
由
II
動
機
た
る
事
情
も
特
に
意
思
表
示
の
内
容
と
な
る
よ
う
明
示
・
黙
示
し
た
と
き
に
「
意
思
表
示
の
内
容
に
な
る
」
と
い
う
同

一
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
「
動
機
た
る
事
情
が
表
意
者
に
よ
っ
て
単
に
表
示
さ
れ
た
な
ら
、
意
思
表
示
の

内
容
と
な
る
」
（
通
説
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

、
、
、
、
、

正
六
年
は
「
売
主
の
言
明
」
に
よ
っ
て
、
買
主
が
「
年
令
ニ
―
―
歳
の
受
胎
し
て
い
る
良
馬
」
と
確
信
し
て
そ
れ
な
り
の
価
格
で
取
引
し
た

方
は
、
動
機
が
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
、

保
証
契
約
錯
誤
先
例

関
法

（
こ
の
場
合
は
、
動
機
の
単
な
る
伝
達
・
通
知
に
す
ぎ
な
い
）
。
大
判
大

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
目
的
物
た
る
右
馬
の
性
状
は
売
主
に
よ
っ
て
「
保
証
」
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
、
事
案
の
客
観
的
な
、

な
い
し
、
事
柄
自
体
に
即
し
た
解
釈
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
両
判
決
は
い
ず
れ
も
、

つ
ま
り
、
動
機
が
合
意
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
事
案
に
お
い
て
、
動
機
は
「
意
思
表
示
の
内

容
と
な
り
」
そ
の
錯
誤
が
「
主
観
的
・
客
観
的
（
合
理
的
）
に
重
要
で
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
る
と
き
、
「
法
律
行
為
の
要
素
の
錯
誤
」
と

な
り
、
意
思
表
示
は
無
効
と
な
る
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

る
と
思
っ
て
い
た
担
保
品
が
実
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
、
「
控
訴
人
（
被
上
告
人
）

――
1
 

0
 
(
九
六
八
）



（
九
六
九
）

ヲ
締
結
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
意
思
ハ
保
證
契
約
ヲ
為
ス
ノ
動
機
即
チ
法
律
行
為
ヲ
為
ス
ニ
至
レ
ル
縁
因
ニ
シ
テ
保
證
契
約
タ
ル
法
律
行
為

ハ
別
二
存
在
シ
テ
其
行
為
自
身
ノ
要
素
二
芦
宅
モ
錯
誤
ヲ
来
セ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
保
証
契
約
ノ
縁
因
ハ
或
ハ
掬
保
ヲ
信
任
ス
ル
カ
為
メ
ナ
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
ク
或
ハ
恩
恵
情
賓
報
恩
ノ
為
メ
ナ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
ク
其
原
因
種
々
ナ
ル
ヘ
キ
モ
是
皆
法
律
行
為
ノ
縁
因
ニ
シ
テ
法
律
行
為
ノ

内
容
ヲ
組
織
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
之
二
反
シ
法
律
行
為
自
身
ノ
錯
誤
ヲ
惹
起
ス
ヘ
キ
錯
誤
ハ
意
思
表
示
其
ノ
モ
ノ
ニ
関
シ
意
思
ノ

欠
訣
ヲ
生
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
論
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ
即
チ
本
件
ノ
保
證
契
約
ハ
吉
宅
モ
其
要
素
二
於
テ
何
等
ノ
錯
誤
ア
ル
ナ

シ
原
院
力
之
ヲ
以
テ
法
律
行
為
ノ
要
素
二
錯
誤
ァ
リ
ト
ナ
シ
当
然
之
ヲ
無
効
ト
セ
ル
ハ
法
律
ノ
適
用
ヲ
誤
リ
タ
ル
明
白
ノ
不
法
ア
ル
モ
ノ

ト
ス
若
シ
又
当
事
者
ノ
合
意
二
由
リ
特
二
縁
因
ヲ
以
テ
保
證
契
約
ノ
要
素
卜
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
セ
ン
カ
原
判
決
ハ
此
点
二
付
何
等
ノ
説
明

ヲ
輿
ヘ
ス
何
等
ノ
事
賞
證
拇
ヲ
示
サ
ス
且
ッ
当
事
者
ノ
申
立
テ
サ
ル
事
賓
二
付
判
断
ヲ
下
セ
ル
不
法
ア
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ

事
者
力
保
證
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
縁
由
二
錯
誤
ヲ
生
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
若
シ
当
事
者
力
特
二
其
縁
由
ヲ
以
テ
保
證
契
約
ノ
要

件
卜
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
縁
由
ノ
錯
誤
ハ
当
然
其
保
證
契
約
ヲ
シ
テ
無
効
タ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
ト
雖
モ
此
等
特
別
ナ
ル
意
思
表
示
ナ
キ
限
リ
ハ

縁
由
ノ
錯
誤
ハ
法
律
行
為
ヲ
無
効
タ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
し
て
お
り
、
保
証
契
約
の
縁
因
（
縁
由
）

は
担
保
を
信
じ
た
た
め
で

あ
る
と
か
、
恩
情
情
実
報
恩
の
た
め
で
あ
る
と
か
其
の
原
因
は
種
々
で
あ
る
が
こ
れ
ら
は
法
律
行
為
の
内
容
を
組
織
す
る
も
の
で
は
な
い

と
す
る
。
法
律
行
為
自
身
の
錯
誤
を
惹
起
す
る
錯
誤
は
意
思
表
示
そ
の
も
の
に
関
し
て
意
思
の
欠
鋏
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
判
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
特
に
縁
因
（
縁
由
）
を
保
証
契
約
の
要
素
と
し
て
い
る
場
合
は
別
で
あ
っ
て
、
原
審
が

此
の
点
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
の
は
誤
り
で
あ
る
旨
判
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
保
証
契
約
に
至
る
動
機
は
保
証
と
い
う
法
律
行
為
と

は
別
に
存
在
す
る
か
ら
当
然
に
は
要
素
の
錯
誤
に
は
な
ら
な
い
が
、
当
事
者
が
動
機
を
保
証
契
約
の
要
件
と
し
て
い
る
と
き
に
は
、
要
件

と
し
て
の
特
別
の
意
思
（
表
示
）

に
効
力
が
認
め
ら
れ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
判
大
正
七

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

按
ス
ル
ニ
当



期
、
履
行
場
所
、
履
行
方
法
な
ど
の
合
意

提
・
期
限
・
負
担
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
法
律
行
為
の
内
容
の
核
（
コ
ア
）

外
の
部
分
と
は
、
具
体
的
に
は
②

示
の
内
容
の
主
要
部
分
、
イ
コ
ー
ル
法
律
行
為
の
要
素
と
い
う
理
解
、
第
二
に
、
動
機
の
錯
誤
で
も
錯
誤
の
主
観
的
・
客
観
的
重
要
性
が

あ
る
と
き
、
「
要
素
の
錯
誤
」
と
な
る
と
の
理
解
、
第
三
に
、
動
機
が
意
思
表
示
の
内
容
に
加
え
る
意
思
の
明
示
・
黙
示
と
は
一
体
い
か

な
る
表
意
者
の
表
示
行
為
態
様
で
あ
る
か
の
吟
味
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
「
意
思
表
示
の
内
容
」
と
「
法
律
行
為
の
内
容
」
と

の
無
自
覚
な
同
一
視
な
ど
の
諸
点
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
ま
た
、
保
証
契
約
に
関
し
て
は
、
そ
の
保
証
契
約
の
本
質
的

部
分
を
ど
う
み
る
か
、
主
た
る
債
務
と
の
関
係
を
ど
う
整
理
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
「
意
思
表
示
の
内
容
」
と
「
法
律
行
為
の
内
容
」
を
厳
格
に
峻
別
す
べ
き
で
あ
る
が
、
端
的
に
言
え
ば
、
法
律
行
為
の
内
容
は

種
々
の
意
思
の
表
示
の
複
合
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
身
は

の
非
本
質
的
な
部
分

(11
本
質
的
な
意
思
の
表
示
が
な
け
れ
ば
存
在
し
得
な
い
意
思
の
表
示
の
部
分
）

(4) 
年
六
月
l

日
関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

（
民
録
一
一
四
輯
―
―
五
九
頁
）

③
付
随
的
な
合
意
、
例
え
ば
、
品
質
保
証
の
合
意
な
ど
、
④
附
款
た
る
、
条
件
•
前

①
本
質
的
意
思
の
表
示
の
部
分
と
そ
れ
以
外

口
（
九
七
0
)

は
、
保
証
人
が
債
務
者
の
委
託
を
受
け
て
保
証
を
す
る
に
あ
た
っ
て
債
務
者
の
言
に
よ
り
他

の
者
が
連
帯
債
務
者
と
な
る
こ
と
を
誤
信
し
た
例
に
つ
き
、
「
按
ス
ル
ニ
保
證
人
力
債
権
者
二
射
シ
保
證
契
約
ヲ
為
ス
ニ
至
リ
タ
ル
縁
由

二
錯
誤
ア
リ
タ
ル
場
合
二
在
リ
テ
ハ
保
證
人
力
債
権
者
二
射
シ
テ
特
二
該
縁
由
ノ
賓
在
ヲ
保
證
契
約
ノ
要
素
卜
為
サ
サ
ル
限
リ
ハ
其
要
素

二
錯
誤
ア
リ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
し
て
要
素
の
錯
誤
を
否
定
し
て
い
る
。
両
判
決
と
も
時
代
は
先
後
す
る
が
、
先
の
指
導
的
判
決
で

あ
る
大
正
三
年
、
大
正
六
年
判
決
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
見
解
で
あ
り
、
そ
の
点
、
我
々
の
見
解
に
近
い
と
い
え
る
。

私
見
の
展
開

I

と
こ
ろ
で
、
先
の
指
導
的
判
例
の
理
論
に
は
、
我
々
の
観
点
か
ら
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
意
思
表

と
な
る
部
分
、

で
あ
る
。
本
質
的
意
思
の
表
示
以

①
の
履
行
内
容
に
つ
き
補
充
的
な
意
思
の
表
示
た
る
「
契
約
条
項
（
条
件
）
」
、
例
え
ば
、
履
行
時

い
わ
ば
原
子
核
の
よ
う
な
部
分
で
あ
り
、



債
権
総
論
Il
〔第

法
律
行
為
の
態
様
に
し
た
が
っ
て
そ
の
中
身
を
限
定
し
て
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
特
定
物
売
買
で
あ
れ
ば
、
買
主
の
「
私
は
、

あ
な
た
か
ら
こ
の
も
の
を
口
口
円
で
買
い
た
い
」
と
の
意
思
表
示
と
、
売
主
の
「
私
は
こ
の
も
の
を
あ
な
た
に
ロ
ロ
円
で
売
り
た
い
」
と

の
意
思
表
示
の
合
致
で
あ
り
、
こ
の
本
質
的
な
部
分
の
意
思
の
合
致
に
よ
り
売
買
契
約
は
有
効
に
成
立
し
、
買
主
の
代
金
支
払
義
務
と
売

主
の
目
的
物
引
渡
義
務
と
が
本
質
的
な
債
務
内
容
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
質
的
意
思
表
示
の
合
致
1
1
本
質
的
部
分
の
合
意
に
よ
っ
て
、
意

思
表
示
の
内
容
が
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
債
務
の
内
容
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
売
主
は
「
こ
の
も
の
を
引
渡
す
」
、
買
主
は
「
こ
の
も
の
と

引
き
換
え
に
ロ
ロ
円
払
う
」
債
務
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
通
説
の
よ
う
に
動
機
が
表
示
さ
れ
た
ら
動
機
が
意
思
表
示
の
内
容
と

な
る
と
す
れ
は
動
機
に
関
す
る
債
務
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
絵
画
の
真
筆
性
の
錯
誤
で
あ
れ
ば
、
動
機
で
あ
る
「
こ
の

本
物
の
絵
画
」
を
引
渡
す
こ
と
が
債
務
内
容
と
な
り
、
当
該
目
的
物
が
本
物
で
な
い
場
合
に
は
、
履
行
不
能
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
動
機
た
る
事
情
は
一
切
本
質
的
効
果
意
思
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
は
き
わ
め
て
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
た
内
容
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
保
証
契
約
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
D
が
「
主
た
る
債
務
者
B
が

債
権
者
C
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
一
定
額
□
口
円
の
債
務
金
額
を
D
が
保
証
す
る
」
と
の
本
質
的
意
思
表
示
と
、
債
権
者
C
の
「
D
が
保

証
人
と
し
て
主
た
る
債
務
者
B
の
一
定
額
□
口
円
の
債
務
の
保
証
す
る
こ
と
」
を
承
諾
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
保
証
契
約
は
、
債
権
者
と

保
証
人
と
の
合
意
に
よ
り
成
立
す
る
諾
成
・
不
要
式
の
片
務
•
無
償
契
約
で
あ
る

版
〕
』
三
九
四
頁
）
」
。

（
潮
見
佳
男
『
法
律
学
の
森

こ
こ
で
特
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
①
を
確
定
す
る
意
味
は
、

行
為
と
に
不
一
致
が
生
じ
た
場
合
、

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

一
方
の
表
意
者
の
意
思
表
示
に
効
果
意
思
と
表
示

い
わ
ゆ
る
意
思
欠
訣
錯
誤
の
と
き
に
、
こ
の
本
質
的
な
意
思
表
示
の
部
分
に
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
の

か
、
そ
う
で
は
な
く
て
そ
れ
以
外
の
部
分
に
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
か
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
原
則
と
し
て
顧
慮
に
値
し
な
い
、

~ 
（
九
七
一
）



え
ば
、
手
付
合
意
に
お
い
て
、

第
五
三
巻
四
•
五
号

動
機
の
錯
誤
に
表
示
を
介
し
て
こ
の
動
機
錯
誤
の
主
観
的
・
客
観
的
重
要
性
を
加
え
て
要
素
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
基
準

が
あ
い
ま
い
で
拡
大
的
作
用
を
果
た
し
て
い
る
判
例
理
論
」
と
一
線
を
画
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
錯
誤
無
効
の
問
題
と
は
異
な
る

「
法
律
行
為
の
一
部
無
効
の
問
題
」
と
も
区
別
す
る
上
で
有
益
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
見
の
展
開

II

（
九
七
二
）

次
に
、
②
は
、
①
の
本
質
的
な
意
思
表
示
の
内
容
に
付
従
し
、
主
に
そ
の
履
行
内
容
に
つ
き
補
充
的
な
意
思
の

表
示
た
る
契
約
条
項
（
条
件
）

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
自
体
独
立
し
て
存
在
し
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
本
質
的
な
意
思
表
示
に
付
従
し
て

い
る
。
履
行
期
、
履
行
場
所
、
履
行
方
法
な
ど
の
合
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
①
に
必
ら
ず
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
こ
れ
が
な

け
れ
ば
、
①
の
意
思
表
示
内
容
が
履
行
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
③
は
、
手
付
合
意
、
品
質
保
証
合
意
、
損
害
担
保
約
定
、
違
約
金
の

定
め
、
裁
判
管
轄
の
合
意
な
ど
の
付
随
的
な
合
意
で
あ
る
。
こ
れ
も
時
に
は
広
い
意
味
で
契
約
条
項
（
条
件
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
②
と
異
な
り
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
。
④
は
、
附
款
た
る
、
条
件
•
前
提
・
期
限
・
負
担
（
五
五
一
条
二
項
）
の
合
意
で

あ
る
。
附
款
は
本
質
的
意
思
表
示
の
効
力
の
発
生
・
不
発
生
に
影
響
を
与
え
る
独
立
の
合
意
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
本
質
的
な
効
果
意

思
に
付
従
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
②
③
④
の
部
分
に
表
示
の
仕
方
を
誤
っ
て
意
思
と
表
示
の
不
一
致
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
例

(5) 

関
法

1
0
0
万
円
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
、
二

0
0
万
円
と
誤
記
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
、
手
付
合

意
は
錯
誤
に
よ
っ
て
無
効
と
な
っ
て
も
、
本
体
た
る
本
質
的
意
思
表
示
の
効
力
に
は
影
響
を
与
え
な
い
が
、
手
付
合
意
と
い
う
法
律
行
為

の
一
部
の
錯
誤
無
効
が
全
体
と
し
て
法
律
行
為
の
無
効
を
惹
き
起
す
こ
と
は
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
特
約
が
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
が
な
く
て
も
時
に
全
体
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
に
法
律
行
為
の
一
部
無
効
が
い
か
な
る
形

で
法
律
行
為
全
体
の
無
効
を
も
た
ら
す
か
否
か
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
法
律
行
為
の
一
部
無
効
の
問
題
」
な
の
で
あ
っ
て
錯
誤
無
効
の
問

題
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
民
法
一
三
九
条
は
、
「
法
律
行
為
の
一
部
が
無
効
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
部
は
無
効
で
あ
る
。
但
し
そ
の
無
効

二
―
四
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我
々
は
、
判
例
通
説
と
異
な
り
、
動
機
は
い
か
な
る
意
味
で
も
本
質
的
な
意
思
表
示
の
内
容
す
な
わ
ち
、
①
の

本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
絵
画
の
売
買
に
お
け
る
動
機
た
る
真
筆
性
に
つ
い
て
の
買
主
の

表
象
は
い
か
な
る
表
示
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
右
絵
画
の
売
買
の
本
質
的
効
果
意
思
内
容
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
③
の
付
随
的
合

意
た
る
、
保
証
合
意
か
、
時
に
は
、
④
の
条
件
•
前
提
合
意
の
対
象
と
な
り
本
体
的
効
果
意
思
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
う
る
で
あ

ろ
う
。
保
証
合
意
な
ら
ば
当
該
絵
画
の
売
買
契
約
は
有
効
で
あ
り
、
真
作
で
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
以
上
、
真
作
で
な
け
れ
ば
買

主
は
売
主
の
保
証
違
反
を
追
及
し
、
保
証
債
務
の
不
履
行
と
し
て
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
附
款
た
る
条

件
•
前
提
合
意
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
附
款
の
効
力
と
し
て
売
買
契
約
は
効
力
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
「
合
意
さ
れ
た
動

機
」
を
上
述
の
よ
う
に
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
と
区
別
し
て
法
的
顧
慮
す
る
の
で
あ
る
。
動
機
は
、
右
の
よ
う
に
合
意
さ
れ
た
場
合
に

の
み
顧
慮
に
値
し
、
合
意
の
内
容
に
即
し
て
全
体
と
し
て
の
法
律
行
為
の
効
力
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
当
事
者
の
一

方
が
単
に
動
機
を
表
示
し
た
か
ら
と
い
っ
て
法
律
行
為
の
内
容
と
な
り
、
要
素
の
錯
誤
と
な
る
と
の
通
説
の
よ
う
な
曖
昧
な
考
え
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
行
為
の
本
質
的
部
分
（
売
買
契
約
な
ら
ば
ど
う
な
の
か
、
保
証
契
約
な
ら
ば
何
が
両
当
事
者
の
本
質
的
効
果
意
思

な
の
か
）
を
ま
ず
確
定
し
、
本
質
的
効
果
意
思
が
本
当
に
合
致
し
て
い
る
の
か
否
か
を
検
討
す
る
。
本
質
的
効
果
意
思
の
表
示
は
当
事
者

間
で
合
致
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
が
な
け
れ
ば
通
常
意
思
欠
訣
錯
誤
と
し
て
無
効
と
な

(6) 

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る

二
―
五

の
部
分
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
法
律
行
為
を
為
し
た
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
」
と
規
定
し
て
お
り
参
考

と
す
べ
き
で
あ
る
。
履
行
期
や
履
行
場
所
の
誤
記
・
誤
談
は
、
時
に
は
、
法
律
行
為
の
全
体
の
効
力
の
解
消
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
う

（
例
え
ば
、
定
期
行
為
に
お
け
る
表
示
の
誤
り
な
ど
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
①
②
③
④
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
意
思
の
合
致
II
合
意
が

（
九
七
三
）
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場
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に
は
、
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一
五

0
万
円
と
書
く
ぺ
き
と
こ
ろ
、
表
意
者
が
書
き
誤
っ
て
一
五

0
0
万
円
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

（
九
七
四
）

る
し
、
本
質
的
効
果
意
思
の
表
示
は
合
致
し
て
お
り
、
表
示
と
そ
れ
に
対
応
す
る
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
と
は
く
い
違
っ
て
い
る
が
、

当
事
者
間
の
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
は
合
致
し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
falsa
demonstratio
」
原
則
に
よ
り
有
効
と
し
、
本
質
的
内
心

の
効
果
意
思
ど
お
り
に
効
果
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
売
買
契
約
の
代
金
額
を
一
五

0
万
円
と
す
る
交
渉
が
ま
と
ま

一
五

0
0
万
円
と
表
示
さ
れ
た

部
分
は

falsa
demonstratio
原
則
に
よ
り
無
効
と
な
る
が
、
両
当
事
者
の
内
心
の
意
思
の
合
致
し
て
い
る
一
五

0
万
円
の
売
買
は
有
効

に
成
立
す
る
。
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
も
合
致
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
本
質
的
表
示
上
の
意
思
も
合
致
し
て
い
れ
ば
、
基
本
的
に
契
約

全
体
が
有
効
に
成
立
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
質
的
効
果
意
思
の
合
致
を
前
提
に
し
て
、
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
以
外
の
部
分

②
③
④
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。
動
機
が
③
の
保
証
合
意
と
し
て
当
事
者
間
で
合
意
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
④
の
附
款
た
る
条
件
も

し
く
は
前
提
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
詳
細
に
事
案
に
則
し
て
検
討
し
、
保
証
合
意
で
あ
れ
ば
保
証
合
意
違
反
と
し
て
解
除

さ
れ
、
条
件
な
ら
ば
不
成
就
（
時
に
は
成
就
）

私
見
の
展
開

w

と
し
て
、
前
提
合
意
な
ら
ば
前
提
の
欠
如
と
し
て
無
効
と
す
る
。
通
説
や
判
例
の
よ
う
に

以
上
、
動
機
の
錯
誤
に
関
す
る
考
え
を
前
提
に
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
の
保
証
に
つ
い
て
検
討
す
る

が
、
問
題
を
整
理
す
る
と
、
①
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
の
法
的
性
質
、
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
目
的
物
の
引
渡
の
な
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
リ
ー
ス
契
約
は
無
効
か
、
無
効
で
な
い
か
。
②
保
証
契
約
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
③
①
と
②
と
の
関
係
、

主
た
る
債
務
で
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
が
無
効
で
あ
れ
ば
、
保
証
債
務
の
付
従
性
に
よ
り
保
証
契
約
も
無
効
で
は
な
い
か
。

ま
ず
、
①
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
つ
い
て
は
、
割
賦
販
売
契
約
で
あ
る
場
合
と
立
替
払
契
約
で
あ
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
割
賦
販
売
契

ユ
ー
ザ
ー
と
割
賦
販
売
業
者
間
の
売
買
契
約
と
し
て
の
割
賦
払
契
約
で
あ
り
、
割
賦
販
売
業
者
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
商

(7) 
決
し
て
錯
誤
無
効
に
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

りヽ

関
法

二
―
六



払
契
約
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
ま
た
、

ユ
ー
ザ
ー
は
割
賦
販
売
業
者
に
売
買
代
金
を
割
賦
払
す
る
一
連
の
契
約
で
あ
る
。
立
替
払
契

約
の
場
合
に
は
、
そ
の
法
的
形
式
は
主
債
務
者
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
間
の
売
買
契
約
、
買
主
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
の
立
替

リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
法
形
式
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
リ
ー
ス
業
者
へ
の
売
買
と

誤
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
四
二
号
一
七
頁
）
」
。
即
ち
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
連
帯
保
証
に
つ
い
て
、
割
賦
販
売
の
場
合
は
実
質
的
に
売
買
契

約
で
あ
る
割
賦
販
売
契
約
と
連
帯
保
証
契
約
、
立
替
払
い
の
場
合
は
売
買
契
約
、
立
替
払
契
約
と
連
帯
保
証
契
約
が
段
階
的
に
存
在
し
、

リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
は
売
買
契
約
、
賃
貸
借
契
約
と
連
帯
保
証
契
約
が
段
階
的
に
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
割
賦
販
売
契
約
、
立
替
払

契
約
、
リ
ー
ス
契
約
の
本
質
的
内
心
の
効
果
意
思
を
検
討
す
る
が
、
こ
の
点
錯
誤
無
効
否
定
説
の
判
例
は
、

ス
契
約
当
事
者
の
効
果
意
思
の
内
容
を
、
法
形
式
は
ど
う
で
あ
れ
そ
の
目
的
が
実
質
的
に
は
融
資
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、
保
証

契
約
に
お
い
て
も
実
質
融
資
に
関
す
る
保
証
の
意
思
で
行
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
お
り
、
本
質
的
内
心
的
効
果
意
思
も
融
資
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
我
々
の
見
解
で
は
、
ま
ず
、
例
え
ば
、
立
替
払
契
約
の
法
律
行
為
の
本
質
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
す
な
わ
ち
「
A
B
間
の
一
定
の
契
約
か
ら
生
ず
る

B

（
例
え
ば
売
主
）

「
C
が
立
替
え
て
支
払
っ
た
債
務
額
（
例
え
ば
売
買
代
金
額
）

意
思
表
示
の
合
致
、
例
え
ば
原
因
契
約
が
売
買
な
ら
、
原
因
契
約
た
る
売
買
契
約
に
お
け
る
売
買
目
的
物
が
現
実
に
引
渡
さ
れ
る
か
否
か

は
立
替
払
契
約
の
法
律
行
為
の
本
質
的
部
分
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
点
で
問
題
と
な
ら
な
い
。
即
ち
、
売
買
契
約
が
一
応
形

式
的
で
あ
れ
成
立
し
て
い
れ
ば
、

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
）
が

B
に
代
わ
っ
て

A

二
―
七

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
及
び
リ
ー

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の

の
負
担
す
る
一
定
額
の
債
務
を

C

に
支
払
う
」
と
、
債
務
者
B
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
す
な
わ
ち

と
一
定
利
率
の
利
息
を
一
定
期
間
に
分
割
し
て

C
に
支
払
う
」
の
本
質
的

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
実
は
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
っ
た
場
合
に
も
本
質
的
効
果
意
思
の
合
致
は
あ
っ
た
も

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

（
例
え
ば
買
主
）

（
九
七
五
）

リ
ー
ス
業
者
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
ヘ
の
賃
貸
借
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
（
中
野
哲
弘
『
リ
ー
ス
契
約
・
割
賦
販
売
契
約
と
連
帯
保
証
人
の
錯

品
を
買
い
上
げ
て
、

ユ
ー
ザ
ー
に
売
渡
し
、



第
五
三
巻
四
•
五
号

の
と
し
て
立
替
払
契
約
は
一
応
有
効
に
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
目
的
は
ど
う
で
あ
れ
、
「
一
定
額
の
債
務
額
を
立
替
え
て
支
払
う
」
こ
と

が
そ
の
本
質
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
で
あ
る
か
、
売
買
で
あ
る
か
は
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
で
は
な
く
、
単
な
る
動
機
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
動
機
（
例
え
ば
有
効
な
売
買
の
存
在
）
が
両
当
事
者
間
で
前
提
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
目
的
物
の

引
渡
の
な
い
売
買
で
あ
れ
ば
「
前
提
」
の
欠
如
と
し
て
無
効
と
な
る
と
考
え
る
。

次
に
、
②
に
つ
い
て
、
保
証
契
約
と
い
う
法
律
行
為
の
本
質
的
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
、
す

な
わ
ち
「
主
た
る
債
務
者
B
が
債
権
者
C
に
対
し
て
負
担
す
る
一
定
の
債
務
金
額
□
口
円
を
D
が
保
証
す
る
」
と
の
意
思
表
示
と
債
権
者

C
の
こ
れ
に
対
す
る
承
諾
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
た
る
債
務
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
や
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
の
で
あ
る
こ
と

は
本
質
的
意
思
表
示
の
内
容
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
し
て
、
主
た
る
債
務
に
お
い
て
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
本
質
的
意
思

表
示
に
は
全
く
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
決
の
事
案
の
よ
う
に
、
保
証
人
が
目
的
物
の
移
転
を
伴
わ
な
い
空
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
保
証
人
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
保
証
と
し
て
認
識
し
保
証
契
約
を
締
結
し
、

ト
契
約
と
保
証
契
約
が
同
一
書
面
で
締
結
さ
れ
て
い
る
等
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
目
的
物
の
引
渡
が
行
わ
れ
た
正
当
な
契
約
で
あ
る

こ
と
が
保
証
契
約
の
当
然
の
前
提
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
保
証
契
約
の
「
前
提
」
の
欠
如
と
し

て
無
効
と
な
る
。
附
款
は
あ
く
ま
で
も
本
質
的
な
効
果
意
思
に
付
従
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
質
的
意
思
表
示
の
効
力
の
発
生
・
不

発
生
に
影
響
を
与
え
る
独
立
の
合
意
で
あ
り
、

締
結
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

表
示
が
な
さ
れ
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
前
提
を
欠
く
以
上
、
保
証
契
約
の
本
質
的
意
思
表
示
の
効
力
を
無
効
に
す
べ
き
で
あ
る
。

決
し
て
、
保
証
契
約
の
本
質
的
効
果
意
思
の
内
容
と
な
り
錯
誤
無
効
と
な
る
の
で
は
な
い
。

関
法

し
か
も
ク
レ
ジ
ッ

一
体
の
契
約
と
し
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
と
保
証
契
約
が
同
一
書
面
で
締
結
さ
れ
て
お
り
、

、
、
、
、
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
有
効
に
正
当
に
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
保
証
に
関
す
る
本
質
的
意
思

二
―
八
（
九
七
六
）



賃
料
債
権
は
発
生
せ
ず
、

と
っ
て
お
り
、
し
か
も
賃
貸
借
契
約
は
双
務
契
約
で
あ
っ
て

私
見
の
展
開
＞

最
後
に
、
③
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

二
―
九

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
（
割
賦
販
売
契
約
•
立
替
払
契
約
）

の
場
合
、
目
的
物

の
引
渡
の
な
い
売
買
契
約
に
基
づ
く
割
賦
販
売
契
約
•
立
替
払
契
約
が
有
効
か
、
主
た
る
債
務
で
あ
る
割
賦
販
売
契
約
•
立
替
払
契
約
が

有
効
で
な
い
な
ら
ば
、
保
証
契
約
の
付
従
性
に
よ
り
保
証
契
約
も
無
効
と
な
る
の
か
。
リ
ー
ス
契
約
の
場
合
に
は
、
目
的
物
の
引
渡
の
な

い
売
買
契
約
・
賃
貸
借
契
約
が
有
効
か
、
主
た
る
債
務
で
あ
る
賃
貸
借
契
約
が
有
効
で
な
い
な
ら
ば
、
保
証
契
約
の
付
従
性
に
よ
り
保
証

契
約
も
無
効
と
な
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
口
で
も
引
用
し
た
が
、
中
野
哲
弘
『
リ
ー
ス
契
約
・
割
賦
販
売
契
約
と
連
帯

保
証
人
の
錯
誤
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
四
一
一
号
一
七
頁
、
神
作
裕
之
『
目
的
物
件
の
一
部
の
引
渡
の
な
い
リ
ー
ス
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の

責
任
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

0
三
0
号
一
三
七
頁
が
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
、
「
リ
ー
ス
契
約
は
賃
貸
借
契
約
の
形
式
を

（
民
法
六

0
一
条
）
物
の
使
用
収
益
と
賃
料
の
支
払
と
は
対
価
関
係
に
立
っ

て
い
る
か
ら
、
も
し
ユ
ー
ザ
ー
に
お
い
て
物
件
の
使
用
収
益
が
で
き
な
い
と
き
や
そ
の
引
渡
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、
リ
ー
ス
業
者
の

ユ
ー
ザ
ー
は
引
渡
欠
訣
を
理
由
と
し
て
賃
貸
借
契
約
を
解
除
で
き
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
」
し
か
し
、

各
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
「
ユ
ー
ザ
ー
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
通
謀
し
て
物
件
引
渡
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
虚
偽
の
書
類
を
作
成
交
付
し
て
善
意
の

リ
ー
ス
業
者
か
ら
売
買
代
金
の
支
出
を
な
さ
し
め
た
、
典
型
的
か
ら
リ
ー
ス
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

目
的
物
件
の
引
渡
欠
訣
を
主
張
し
得
な
い
と
す
る
理
論
が
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
し
、
空
売
り
の
場
合
も
同

様
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
前
掲
中
野
一
八
•
一
九
頁
）
す
な
わ
ち
、
通
謀
し
て
物
件
引
渡
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
虚
偽
の
書
類
を
作
成
交

付
し
た
場
合
は
、
リ
ー
ス
契
約
の
解
除
は
許
さ
れ
な
い
し
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
に
も
同
様
に
目
的
物
の
引
渡
欠
鋏
を
理
由
と
す
る
売

買
契
約
の
解
除
、
引
渡
と
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
主
張
は
信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
と
す
る
理
論
が
確
立
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
「
保
証
債
務
は
主
た
る
債
務
の
変
更
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
変
更
し
、
常
に
現
時
に
お
け
る
主
た
る
債
務
の
弁
済
を
担
保
す

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

(8) 

ユ
ー
ザ
ー
は
リ
ー
ス
業
者
に
対
し
、

（
九
七
七
）



あ
る
こ
と
か
ら
、
目
的
物
の
引
渡
が
な
い
以
上
ユ
ー
ザ
ー
は
原
則
と
し
て
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
が
、
「
判
例
上
、

こ
ま
、

,‘,＇
v
 
ユ
ー
ザ
ー
の
側
か
ら
目
的
物
件
の
引
渡
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
…
…
第
一
類
型
は
、
リ
ー
ス

契
約
と
は
い
い
な
が
ら
そ
の
実
質
が
明
白
に
金
融
取
引
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
…
…
判
例
上
そ
の
よ
う
な
認
定
が
な
さ
れ
る
の
は
、
リ
ー

ス
バ
ッ
ク
の
場
合
、
あ
る
い
は
三
当
事
者
が
了
解
の
う
え
で
な
さ
れ
る
ま
っ
た
く
の
空
リ
ー
ス
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

…
…
第
二
類
型
は
、
信
義
則
に
よ
り
引
渡
欠
訣
の
主
張
を
封
じ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
」
「
ユ
ー
ザ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
通
謀
し
て
積
極

的
に
欺
岡
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
事
情
」
が
あ
る
場
合
、
「
ユ
ー
ザ
ー
が
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
リ
ー
ス
業
者
に
借
受
証
を
交
付
し
た
」

場
合
な
ど
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ス
契
約
は
ユ
ー
ザ
ー
と
リ
ー
ス
業
者
と
の
関
係
で
は
有
効
と
扱
う
こ
と
と
な
る
が
、

「
な
お
、
仮
に
本
件
保
証
契
約
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、

ぎ
な
い
場
合
に
は
、
理
論
的
に
は
、
連
帯
保
証
人

(
Y
)
が
そ
れ
を
主
張
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
従

来
の
裁
判
例
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
保
証
人
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

理
論
に
の
っ
と
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

権
者
に
主
張
で
き
な
い
事
由
は
連
帯
保
証
人
も
主
張
で
き
な
い
と
い
う
形
で
適
用
し
、

X

要
素
の
錯
誤
の
主
張
を
退
け
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
（
括
弧
内
は
筆
者
で
補
筆
）
、
「
主
債
務
者
た
る
ユ
ー
ザ
ー
は
債
権
者
た
る

リ
ー
ス
業
者
又
は
割
賦
販
売
業
者
に
対
し
て
は
、
信
義
則
上
、
空
リ
ー
ス
な
い
し
空
売
り
に
基
づ
く
法
律
効
果
を
主
張
で
き
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
連
帯
保
証
人
も
空
リ
ー
ス
な
い
し
空
売
り
に
基
づ
く
法
律
効
果
を
主
張
で
き
ず
、
ひ
い
て
は
空
リ
ー
ス
な
い
し
空
売
り
を
理
由

と
す
る
要
素
の
錯
誤
の
主
張
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
と
立
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
保
証
債
務
の
付
従
性
の

べ
き
も
の

第
五
三
巻
四
•
五
号

（
保
証
債
務
の
付
従
性
。
我
妻
栄
「
債
権
総
論
」
四
八
四
頁
等
参
照
）

関
法

（
保
証
人
）

か
ら
の
連
帯
保
証
契
約
に
お
け
る

ニニ
O

（
九
七
八
）

と
の
立
場
を
前
提
と
し
、
そ
の
立
場
を
主
債
務
者
が
債

（
前
掲
中
野
二
三
頁
）
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
リ
ー
ス
契
約
の
場
合
は
賃
貸
借
の
一
種
で

つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合

ユ
ー
ザ
ー
が
引
渡
欠
訣
の
主
張
を
信
義
則
に
も
と
づ
い
て
封
じ
ら
れ
る
に
す



自
体
の
錯
誤
無
効
を
主
張
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

（
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
」
（
民
法
講
義

w)

前
掲
小
林
五
一
頁
で
は
、
「
連
帯
保
証
人
Y
の
責
任
は
、
保
証
契
約
の
付
従
性
か
ら
、
論
理
的
に
は
主
た
る
債
務
者
B
の
債
務
の
成
立
・

存
在
、
す
な
わ
ち

x
.
B
間
の
割
販
契
約
の
有
効
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
『
か
ら
売
り
』

四
五
一
頁

の
実
質
を
も
つ
右

x
.
B
間
の
契

約
が
売
買
と
し
て
無
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
敢
え
て

x
.
Y
間
の
連
帯
保
証
契
約
の
錯
誤
無
効
を
問
題
と
す
る
ま
で
も
な
く
、

Y

の
連
帯
保
証
人
と
し
て
の
責
任
は
存
在
し
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

Y
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
通
謀
虚
偽
表
示
（
民
法
九
四
条
）

の
観
点
か

ら、

x
.
B
間
の
契
約
の
無
効
を
主
張
し
た
の
に
そ
の
主
張
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
本
件
『
か
ら
売
り
』
売

買
は
、
実
質
的
に
は
売
買
と
し
て
の
要
件
を
欠
き
、
外
観
上
売
買
と
し
て
仮
装
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

契
約
が
売
買
と
し
て
果
た
し
て
有
効
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
り
、
吟
味
さ
れ
て
然
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

確
か
に
【
6
】
判
決
に
お
い
て
は
、
商
品
の
引
渡
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
買
主
が
本
件
継
続
的
取
引
契
約
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は

信
義
則
上
許
さ
れ
な
い
し
、
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
主
張
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
結
果
、
保
証
人
も
ま
た
、
債
権
者
に
対
し
右
の
主
張

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
【
7
】
判
決
も
明
確
に
は
論
じ
て
い
な
い
が
、
同
様
で
あ
ろ
う
。
保
証
債
務
の
付

従
性
に
よ
り
、
「
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
の
抗
弁
権
を
援
用
し
う
る
こ
と

四
八
一
頁
）
」
の
裏
返
し
と
し
て
債
務
者
が
債
権
者
に
抗
弁
し
得
な
い
場
合
に
は
、
保
証
人
も
抗
弁
し
得
な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で

き
る
で
あ
ろ
う
が
、
保
証
契
約
自
体
に
つ
い
て
の
錯
誤
無
効
の
主
張
と
は
別
物
で
あ
っ
て
、
保
証
人
は
自
ら
が
締
結
し
た
連
帯
保
証
契
約

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
空
リ
ー
ス
の
場
合
、
債
務
者
A
は
、
目
的
物
の
受
領
書
等
を
債
権
者
た
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
X
に
送
付
し
て
い
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

X
A
間
の
立
替
払
契
約
は
、
「
通
常
の
正
当
な
引
渡
の
あ
る
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
」
を
立
替
え
て

支
払
う
と
合
意
し
て
お
り
、
「
通
常
の
正
当
な
引
渡
の
あ
る
債
務
」
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
合
意
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

ロ
（
九
七
九
）



第
五
三
巻
四
・
五
号

~ 
（
九
八

0
)

あ
る
が
、

A
が
X
A
間
の
立
替
払
契
約
に
つ
い
て
引
渡
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
信
義
則
上
、

A
が
X
を
欺
い
て

い
る
が
故
に
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し

X
が
無
効
主
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
た
だ
、
保
証
人
Y
と
の
保
証
契
約
が
付
従
性
に
よ
っ
て

無
効
と
な
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
利
益
を
考
え
、
主
張
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
主
た
る
債
務
者
A
が
信
義
則
上
立
替
払
契
約
に
つ
い
て
無
効

主
張
し
得
な
い
以
上
、
保
証
人
も
主
た
る
債
務
者
の
抗
弁
を
援
用
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
保
証
人
が

A
X
間
の
立
替
払
契
約
に
つ
い
て
錯

誤
無
効
も
し
く
は
前
提
の
欠
如
に
よ
る
立
替
払
契
約
の
無
効
主
張
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
（
こ
の
点
が
重
要
で
あ
る
が
）

保
証
契
約
自
体
が
、

Y
と

X
間
の

A
X
間
に
生
じ
た
債
務
は
特
定
の
売
買
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
A
の
X
に
対
す
る
主

債
務
を
保
証
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、
主
た
る
債
務
の
発
生
原
因
た
る
A
X
間
の
立
替
払
契
約
が
前
提
欠
如
に
よ
っ

て
無
効
と
な
り
、
保
証
契
約
の
付
従
性
に
よ
っ
て

Y
X
間
の
連
帯
保
証
契
約
も
無
効
と
な
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
連
帯
保
証
契

約
自
体
の
こ
の
前
提
が
欠
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
帯
保
証
契
約
そ
の
も
の
が
無
効
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
た
る
債
務
者
の
債
権

者
に
対
す
る
抗
弁
を
連
帯
保
証
人
が
援
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
連
帯
保
証
人
と
債
権
者
の
保
証
契
約
自
体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
銘

記
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
見
解
で
は
、
目
的
物
の
引
渡
の
な
い
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
お
よ
び
空
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
、

当
事
者
が
目
的
物
の
引
渡
の
あ
る
正
当
な
売
買
契
約
を
前
提
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
お
よ
び
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
目

的
物
の
引
渡
の
あ
る
売
買
契
約
あ
る
い
は
賃
貸
借
契
約
で
あ
る
こ
と
が
当
事
者
間
で
前
提
と
し
て
合
意
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

保
証
契
約
の
「
前
提
」
の
欠
如
と
し
て
無
効
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
保
証
契
約
に
お
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
お
よ
び
リ
ー
ス
契
約
上

の
目
的
物
の
引
渡
が
連
帯
保
証
契
約
に
お
け
る
前
提
と
し
て
合
意
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
認
定
す
れ
ば
よ
い
。
合
意
ま
で
高
め
ら
れ
て

い
た
と
判
定
で
き
る
場
合
（
例
え
ば
、
売
買
契
約
書
と
立
替
払
契
約
書
と
連
帯
保
証
契
約
書
が
一
連
の
綴
り
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
ま
た

は
三
枚
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）
に
は
、
「
前
提
」
の
欠
如
と
し
て
保
証
契
約
そ
の
も
の
が
独
自
的
に
無
効
と
な
る
の

関
法



最
後
に
、
判
例
一
覧
を
つ
ぎ
に
掲
示
し
て
お
き
た
い
。

後
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤
に
関
し
て
、
錯
誤
無
効
を
初
め
て
肯
定
し
た
【
1

】
判

決
を
詳
細
に
検
討
し
、
ほ
ぼ
一

0
年
間
に
わ
た
っ
て
錯
誤
無
効
を
否
定
し
た
判
決
、
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て
錯
誤
無

効
を
決
定
づ
け
た
判
決
な
ど
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
学
説
を
検
討
し
我
々
の
見
解
を
述
ぺ
て
き
た
が
、
保
証
契
約
と
動
機
の

錯
誤
に
関
し
て
は
、
他
に
保
証
人
が
い
る
と
勘
違
い
し
た
場
合
、
担
保
が
あ
る
と
思
っ
て
契
約
し
た
場
合
、
実
際
の
売
買
が
あ
っ
た
が
保

証
人
と
し
て
は
銀
行
融
資
の
関
係
上
形
式
的
に
保
証
人
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、

ま
な
判
決
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
絵
画
の
真
筆
性
に
関
す
る
錯
誤
な
ど
他
の
動
機
錯
誤
の
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

(
3
)
 

で
あ
る
。

お

わ

り

に

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
の
保
証
以
外
に
さ
ま
ざ

~ 
（
九
八
一
）



ける連帯保証人の錯誤に関する判例（番号順）

件 名 掲 載 資 科 錯誤 判 例 枇 評 備考

判時1037-1]8,判夕460-102 」月占疋 古屎省三：金怯1022-5,小林一俊：金面661-49

金怯1063-40 否定

金商716-26 否定

件 判時1186-66 否定 橋本員•伊藤進：怯時59-3-104

償各請求控訴事件 半l夕650-176 否定

本訴請求，連帯保証金 判時1345-100 否定

判時1363-98 否定 神作裕之：ジュリ1030-137 

件 否定 8の一審

訴事件 辛l夕835-204 止月占疋 野日應三：NBL 545-48 8の原審

件 公刊物未登載 止目占疋

判時1614-118 -11,.月,-'-,疋 庄政志：判評471-29,大西武士：金面1052-53

判タ1015-150,金商1058-48 否定 10の一審

刀dT占疋 中舎寛樹：法教270-114,古積健三罰：怯 10の原審

セ578-108,尾島茂樹：ジュリ1246-61,大

中有信：金商1168-57,大西武士：判タ

1123-55, 松本恒雄：NBL 757-66 

判時1805-56,判タ1109-129,金怯1667-90止目占疋

件 阻l夕1101-202 止月r疋ら

関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

ニニ四

（
九
八
二
）



【参考 1】 空クレジット契約• 空リース契約にお

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

ニニ五

（九八三）

番号 裁判所 判決年月廿 類 型 事件名（通称） 事

l 大仮高判 S56.10.29 クレジット サンヨークレジット欝賦販売事件 貸金請求控訴事件

2 東原扁判 S 58.12.13 クレジット 東販オートローン立替払靡1牛 請求異試控訴事件

3 東原地判 S59. 7.20 リ ス月軌盤リース事件 リース科請求事件

4 仙台扁判 S60.12. 9 クレジット•リース 廿通面事ローン窟l賦服売・リース事件 損害金請求控謡事

5 東点扁判 S62. 1.20 クレジット 麻雀店内装設備クレジット痙l賦販売事件 保証債務・損害賠

6 大仮他判 H 1. 3.10 継綺的供給取引 三井物産介人絨物売買事件 約束手幣金筈返愚

反訴請求事件

7 東原地判 H 2. 5.16 リ ス空調機器・店舗什器リース事件 枇害賠償請求事件

8-I 広島福川支栂判 H 4. 3.31 クレジット・リース スパー大福店箇内設備熊賦販売・リース事件 リース料等請求靡

8-2 広島裔判 H 5. 6.11 クレジット・リース スパー大福店舗内設備膳賦販売・リース事件 リース科等請求持

8 最 判 H 8.11.12 クレジット•リース スパー大福店舗内設備熊賦販売・リース事件 リース科等請求事

， 仙台地判 H 8. 2.28 リ スエヌイーシー裔品リース事件 リース科請求事件

10-1 東京池判 HlO. 3.23 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 保証猜務請求事件

10-2 東原裔判 Hll. 2. 9 クレジット 肌桐機械クレジット立替払事件 保紐債務請求事件

10 販曰 判 Hl4. 7.11 クレジット 肌品lj機械クレジット立替払事件 保証情務請求事件

11 (参考） 福島会津若松支菰判 Hl2. 7 .27 クレジット 呉服覇入立替払事件 保証債務金請求事



証人の錯誤に関する判例（肯定・否定判決年月日順）

件 名 掲 載 資 料 錯誤 判 例 批 評 備考

判時1037-118,判夕460-102 止月占疋 吉原省三：金怯1022-5,小林一俊：金廂661-49

訴事件 哨l夕835-204 止目占疋 野日應三：NBL 545-48 8の椴審

判時1614-118 止目占疋 庄政志:判許471-29,大西武士:金商1052-53

件 公刊物未登載 止月占疋

件 軋lタ1101-202 止目占疋

判時1805-56,判夕1109-129,金怯1667-90止目占疋 中舎寛樹：法教270-114, 古積健三那：怯

セ578-108,尾島茂樹：ジュリ1246-61,大

中有信：金商1168-57,大西武士：判タ

1123-55, 松本恒雄：NBL 757-66 

件 名 掲 載 資 科 錆誤 判 例 批 評 備考

金怯1063-40 否定

金商716-26 否定

件 判時1186-66 否定 橋本員・餅藤進：怯時59-3-104

償各請求控訴事件 軋j夕650-176 オ日占疋

本謡請求，連帯保証金 判時1345-100 否定

判時1363-98 否定 神作裕之：ジュリ1030-137

件 否定 8の一審

判夕1015-150,金桶1058-48 不口た疋 10の一審

否定 10の原審

関
法

第
五
三
巻
四
•
五
号

二
二
六

（
九
八
四
）



【参考2】 空クレジット契約• 空リース契約における連帯保

空クレジット契約•空リース契約における連帯保証人の錯誤
番号 裁判所 判快年月廿 類 型 事件名（通称） 靡

1 大阪裔判 S 56.10.29 クレジット サンヨークレジット割賦販売事件 貸金請求控謡事件

8-2 広島裔判 H 5. 6.11 クレジット・ 1)ース スパー大福店舗内設備割鼠販売・リース事件 リース科等請求控

， 仙台雌判 H 8. 2.28 リ スエヌイーシー莉品リース事件 リース科請求事件

8 販日 判 H 8.11.12 クレジ；ト・リース スパー大福店舗門設備割賦販売・リース事件 リース料等請求事

11 (参者） 福島会津若松支菰皐ll Hl2. 7.27 クレジット 呉服購人立替払事件 保証債務金請求事

10 取日 判 Hl4. 7. 11 クレジ 1/~ 印屈l機械クレジット立替払事件 保証債務請求事件

ニ
―
一
七

（九八五）

番号 裁判所 判決年月［］ 類 型 事件名（通称） 事

2 東点裔判 S58.12.13 クレジット 東販オートローン立替払事件 請求欝訊控諒事件

3 東翡他判 S 59, 7 .20 リ ス且働盤リース事件 リース料請求事件

4 仙台裔判 S60.12. 9 クレシ）ト・リーヌ 廿通雁事[)-ン欝l賦販売• リース事件 損害金請求控諒事

5 東点裔判 S62. 1.20 クレジット 麻雀店内装設備クレジット割賦販売事件 保証債務・枇害賠

6 大仮地判 H 1. 3.10 継絨的供給取引 三井物産介入織物売買事件 約束手形金等返愚

反詠請求事件

7 東点地判 H 2. 5.16 リ ス空調機器・店舗什器リース事件 枇害賠償請求事件

8-1 広島福川支蔀判 H 4. 3.31 クレジット・リース スパー大福店舗内設傭割賦販売・リース事件 リース料等請求事

10-1 東点他判 HlO. 3.23 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 保証債務請求事件

10-2 康崩裔判 Hll. 2. 9 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 保証債務請求事件



保証人の錯誤に関する判例（契約類型順）

件 名 掲 載 資 科 錯誤 判 例 批 評 備考

判時1037-118,判夕460-102 止目占厄 吉原省三：金法1022-5,小林一俊：金面661-49

金怯1063-40 否定

償各請求控謡事件 阻j夕650-176 否定

判タ1015-150, 金商1058-48 否定 10の一審

否定 10の原審

件 軋j夕1101-202 止月占疋

判時1805-56,判タ1109-129,金怯1667-90止目占疋 中含窟樹’．法教270-114,古積健三廊:法

セ578-108,尾島茂樹：ジュリ1246-61,大

中有信:金梱1168-57,大酉武士:判タ

1123-55, 松本恒雄：NBL 757-66 

件 判時1186-66 否定 橋本員・伊藤進：怯時59-3-104

件 否定 8 IJ)一審

訴事件 判j夕835-204 止目占疋 野日應三：NBL 545-48 8の原審

件 公刊物未登載 止目占疋

本訴請求，漣帯保証金 判時1345-100 否定

金前716-26 否定

判時1363-98 否定 神作裕之：ジュリ1030-137

判時1614-118 止目占疋 庄政志’．判許471-29,大西武士:金前1052-53

関
法

第
五
三
巻
四
・
五
号

ニニ八

（
九
八
六
）



【参考3】 空クレジット契約• 空リース契約における連帯

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
・
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

ニニ九

（九八七）

番号 裁判所 判決年月B 類 型 事件名（通称） 事

1 大阪裔判 S56.10.29 クレジット サンヨークレジ 1卜欝l賦販売事件 貸金請求控訴事件

2 東原裔判 S58.12.13 クレジット 東販オートローン立替払事件 請求展議控諒事件

5 東京裔判 S62. 1.20 クレジット 麻雀店内装設備クレジット欝l賦販売事件 保証情務・損害賠

10-1 東点他判 HIO. 3.23 クレジット ［服lj機械クレジット立替払事件 保証債務請求靡件

10-2 東原高判 Hll. 2. 9 クレジット 刊閾機械クレジット立替払事件 保証債務請求事件

11 (参考） 福島会津若松支都判 H12. 7.27 クレジット 呉服覇入立替払事件 保証債務金請求事

10 最 判 Hl4. 7.11 クレジット 印桐機械クレジット立替払事件 保証債務請求事件

4 仙台裔判 S60.12. 9 クレジ）ト・リース 廿逍i商事ローン窟拭販売・リース事件 損害金請求控脈事

8-1 広島福山支菰判 H 4. 3.31 クレジット， 1)ース スパー大福店舗内設備阻l賦販売・リース事件 リース科等請求事

8-2 広島裔判 H 5. 6.11 クレジット・リース スパー大福店舗内設備割鼠販売・リース事件 リース科等請求控

8 販日 判 H 8.11.12 クレジット・リース スパー大福店舗内設備割賦阪売・リース事件 リース料等請求事

6 大阪地哨lH 1. 3.10 継続的供給取引 三井物産介入織物売買事件 約束手形金等返還

反訴請求事件

3 東原他判 S 59. 7 .20 リ ス自慟盤リース事件 リース料請求事件

7 東京地判 H 2. 5.16 リ '' ス空調機器・店舗什器リース事件 損害賠償請求事件

， 仙台地判 H 8. 2.28 リ スエヌイーシー廂品リース事件 リース科請求事件
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【参考l判例のまとめ（簡略版）

番号 裁判所 判決年月日 類 型 事 件 名（通称） 錯誤無効 備考

1 大阪高判 S 56.10.29 クレジット サンヨークレジット割賦販売事件 土円 r疋ら

2 東京高判 S 58.12.13 クレジット 東販ォートローン立替払事件 否定

3 東京地判 S 59. 7. 20 リ ＂ ス 自動盤リース事件 否定

4 仙台高判 S 60.12. 9 クレジット・リース 日通商事ローン割賦販売・リース事件 否定

5 東京高判 S62. 1.20 クレジット 麻雀店内装設備クレジット割賦販売事件 否定

6 大阪地判 H 1. 3.10 継続的供給取引 三井物産介入織物売買事件 否定

7 東京地判 H 2. 5.16 リ '' ス 空調機器・店舗什器リース事件 否定

8-1 広島福山支部判 H 4. 3.31 クレジット・リース スパー大福店舗内設備割賦販売・リース事件 否定 8の一審

8-2 広 島高判 H 5. 6.11 クレジット・リース スパー大福店舗内設備割賦販売・リース事件 _il=. 円,...__疋 8の原審

8 取白 判 H 8.11.12 クレジット・リース スパー大福店舗内設備割賦販売・リース事件 」円 疋ヽ

， 仙台地判 H 8. 2.28 リ '' ス エヌイーシー商品リース事件 土円 ,-'--. 疋

10-1 東京地判 HlO. 3.23 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 否定 10の一審

10-2 東京高判 Hll. 2. 9 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 不ロ A 疋 10の原審

10 最 判 H14. 7.11 クレジット 印刷機械クレジット立替払事件 ..J.lc. 円,--'-.疋

11 (参考） 福島会津若松支都判 Hl2. 7 .27 クレジット 呉服購入立替払事件 -'--"-目,-'-.疋



(
1
)

本
文
の
小
林
教
授
に
対
す
る
批
判
を
さ
ら
に
展
開
す
る
な
ら
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
点
あ
る
。
第
一
点
は
、
本
文
に
示
し
た
判
例
批
評

に
お
い
て
、
教
授
は
、
共
通
錯
誤
を
顧
慮
し
う
る
と
す
る
。
共
通
表
示
の
錯
誤
は

falsa
demonstratio
原
則
が
働
き
、
錯
誤
そ
の
も
の
が
な
く

な
る
の
て
あ
る
か
ら
、
こ
こ
て
の
共
通
錯
誤
は
共
通
動
機
の
錯
誤
を
指
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
表
示
錯
誤
（
意
思
欠
峡
錯

誤
）
と
動
機
錯
誤
と
の
決
定
的
相
違
が
あ
り
、
小
林
教
授
は
両
者
の
峻
別
を
否
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
共
通
動
機
の
錯
誤
の
み
を
（
そ
れ
と
認
識

可
能
な
動
機
（
錯
誤
）
を
も
）
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
説
の
中
に
右
峻
別
理
論
が
ひ
そ
か
に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
さ
れ
て
お
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
小
林
教
授
は
、
共
通
（
動
機
）
錯
誤
を
保
護
す
る
根
拠
を
そ
れ
が
信
義
則
に
適
う
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
行
為
基
礎
論
者
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
の
共
通
動
機
錯
誤
保
護
の
論
拠
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
ド
イ
ツ
で
は
、

B
G
B
-

―
九
条
で

は
な
く
、
信
義
則
規
定
た
る
二
四
二
条
の
適
用
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
小
林
教
授
は
、
共
通
動
機
の
錯
誤
を
民
法
九
五
条
で
保
護
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
侶
義
則
を
持
ち
出
す
こ
と
は
筋
違
い
だ
と
い
わ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
表
示
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
は
法
理
的
に
区
別

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
動
機
錯
誤
を
一
般
的
に
保
護
し
え
な
い
以
上
、
そ
の
発
生
の
様
態
に
即
し
て
顧
慮
に
値
す
る
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
、

個
々
的
に
そ
の
顧
慮
の
法
理
的
根
拠
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
動
機
の
錯
誤
を
認
識
可
能
性
の
要
件
や
、
動
機

（
錯
誤
）
の
基
礎
的
事
情
の
認
識
可
能
性
の
要
件
の
下
に
認
め
よ
う
と
す
る
他
の
学
説
（
例
え
ば
、
野
村
豊
弘
教
授
）
に
対
す
る
批
判
と
も
な
り

う
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
判
例
【
1
0
】
に
対
す
る
判
例
批
評
と
し
て
、
中
舎
寛
樹
・
法
学
教
室
二
七

0
号
一
―
四
頁
、
同
所
掲
記
の
古
積
健
三
郎
・
法
セ
五
七
八
号
一
〇

八
頁
、
さ
ら
に
尾
島
茂
樹
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
四
六
号
六
一
頁
が
あ
る
。
同
•
六
二
頁
に
掲
記
の
参
考
文
献
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
3
)
条
件
と
前
提
と
の
異
同
に
つ
い
て
、
我
々
の
見
解
で
は
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
広
い
意
味
で
の
条
件
の
中
に
狭
義
の
条
件
と
前
提
と
を

含
む
も
の
と
考
え
、
い
ず
れ
も
こ
れ
は
期
限
・
負
担
と
と
も
に
附
款
合
意
な
の
で
あ
り
、
附
款
と
し
て
本
体
た
る
意
思
表
示
の
効
力
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
三
宅
正
男
「
売
主
の
担
保
責
任
と
錯
誤
」
（
昭
和
三
七
年
、
契
約
法
大
系
II
―
二
四
頁
）
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
錯
誤
論
の
紹
介

に
続
い
て
、
前
提
論
を
展
開
し
て
い
る
。

「
契
約
の
当
事
者
は
、
相
手
方
や
目
的
物
の
性
質
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
諸
事
情
（
過
去
現
在
及
び
未
来
の
諸
事
情
）
に
つ
き
あ
る
考
え
を
も

ち
、
そ
れ
が
動
機
と
な
っ
て
、
意
思
を
決
定
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
機
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
右
の
意
思
が
直
接
的
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
意
思
表
示
の
効
力
を
排
除
し
な
い
の
で
あ
る
。
動
機
に
誤
り
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
意
思
を

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

も
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
い
え
て
も
、
そ
れ
は
意
思
の
欠
訣
で
は
な
く
て
、
と
も
か
く
意
思
の
存
在
し
た
こ
と
を
、
肯
定
す
る
主

空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
•
空
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
錯
誤

~ 
（
九
八
九
）
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張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
動
機
を
単
に
表
示
し
た
だ
け
で
は
、
積
極
的
に
も
消
極
的
に
も
何
ら
の
変
化
も
も
た
ら
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し

あ
る
事
実
が
欠
け
る
な
ら
ば
、
契
約
を
結
ぶ
意
思
を
も
た
な
い
こ
と
を
表
示
し
て
、
契
約
し
た
場
合
に
は
、
条
件
（
未
来
の
事
実
に
関
す
る
と

き
）
、
ま
た
は
前
提
（
過
去
現
在
の
事
実
に
関
す
る
と
き
）
附
の
契
約
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
直
接
的
な
、
意
思
の
存
否
の
問
題
と
し
て
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

意
思
の
欠
訣
1
1
本
質
的
錯
誤
で
は
な
く
て
、
反
対
に
意
思
は
あ
り
、
有
効
な
契
約
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
そ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
消
極
的
に
打
消
す
意
思
の
表
示
、
す
な
わ
ち
条
件
ま
た
は
前
提
を
伴
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
に
効
力
が
み
と
め
ら
れ
て
契
約
が
効
力
を
失
う

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
物
が
一
定
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
売
主
が
保
証
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
性
質
が
欠
け
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
」
こ
の
三
宅
理
論
に
付
加
す
る
な
ら
ば
、
条
件
は
当
事
者
に
と
っ
て
一
定
の
事
実
の
発
生
・
不
発
生
が
不
確
実
な

場
合
に
、
前
提
は
両
当
事
者
と
も
そ
の
存
在
（
ま
た
は
不
存
在
）
が
当
然
、
確
実
と
思
っ
て
い
た
場
合
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。


